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序 文

福島県浜通り地方を縦貫する常磐自動車道は， 昭和63年に埼玉県三郷～いわき中央間 ，

平成11年にいわき中央～いわき四倉間 ， 平成14年にはいわき四倉～広野間 ， 平成16年に

は広野～常磐富岡間が開通し， 現在は富岡～柑馬間で工事が進められています。

この常磐自動車道建設用地内には， 先人が残した貴重な文化遺産が所在しており， 周

知の埋蔵文化財包蔵地を含め， 数多くの遺跡等を確認しております。

埋蔵文化財は， それぞれの地域の歴史と文化に根ざした歴史的遺産であると同時に，

我が国の歴史・文化等の正しい理解と， 将来の文化の向上発展の基礎をなすものです。

福島県教育委員会では， 常磐自動車道建設予定地内で確認されたこれらの埋蔵文化財

の保護・保存について， 開発関係機関と協議を重ね ， 平成5年度以降 ， 埋蔵文化財包蔵

地の範囲や性格を確かめるための試掘調査を行い， その結果をもとに， 平成6年度から，

現状保存が困難な遺跡については記録として保存することとし， 発掘調査を実施してき

ました。

本報告書は， 平成18年度から19年度に行った南相馬市の広谷地遺跡と平成19年度に行っ

た南相馬市の石神遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。 この報告書が， 文化

財に対する御理解を深め ， 地域の歴史を解明するための基礎資料となり， さらには生涯

学習等の資料として広く県民の皆様に活用していただければ幸いに存じます。

殻後に， 発掘調査から報告書の作成にあたり， 御協力いただいた東日本高速道路株式

会社 ， 南相馬市教育委員会 ， 財団法人福島県文化振興事業団をはじめとする関係機関及

び関係各位に対し， 感謝の意を表するものであります。

平成 20年11 月

福島県教育委員会

教育長 野 地 陽 一





あ い さ つ

財団法人福島県文化振興事業団では， 福島県教育委員会からの委託を受けて， 県内の

大規模な開発に先立ち ， 開発対象地内にある埋蔵文化財の調査を実施しています。

常磐自動車道建設にかかる埋蔵文化財の調査は， 平成6年から実施しています。 南相

馬市に所在する埋蔵文化財については， 平成 9 • 10年度に分布調査を， 平成15年度から

試掘調査を実施し， 平成16年度からは発掘調査を開始しました。

本報告書は， 平成18年度に実施した広谷地遺跡（一次調査）と， 平成19年度に発掘調

査を実施した広谷地遺跡（二次調査）， 石神遺跡の調査成果をまとめたものです。

広谷地遺跡からは， 縄文時代早期～晩期の土器・石器， 平安時代の土器， 縄文時代と

平安時代の竪穴住居跡や土坑などが発見されています。 石神遺跡からは縄文時代と平安

時代の竪穴住居跡や中世の竪穴遺構などが発見され， 縄文土器や平安時代の製鉄関連遺

物などが出土しました。

今後 ， これらの調査成果を郷土の歴史研究の基礎資料として ， さらに地域社会を理解

することや生涯学習の場で福広く活用していただければ幸いです。

おわりに， この調査に御協力いただきました南相馬市亜びに地域住民の皆様に， 深く

感謝申し上げますとともに， 当事業団の推進につきまして， 今後とも一層の御理解と御

協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成20年11 月

財団法人 福島県文化振興事業団

理事長 富 田 孝 志





緒 口

1 本書は， 平成18 • 19年度に実施した常磐自動車道（相馬エ区）の遺跡発掘調査報告書である。

2 本書には以下に記す遺跡調査成果を収録した。

広谷地遺跡 福鳥県南相馬市小高区川房字広谷地 埋蔵文化財番号：56300148

石 神 遺 跡 福島県南相馬市原町区石神字石神 埋蔵文化財番号：20600037

3 本事業は， 福島県教育委員会が東日本高速道路株式会社の委託を受けて実施し， 調査に係る費

用は東日本高速道路株式会社が負担した。

4 福島県教育委員会は， 発掘調査を財団法人福島県文化振輿事業団に委託して実施した。

5 財団法人福島県文化振興事業団では， 遺跡調査部遺跡調査グル ー プの下記の戦員を配して調査

にあたった。

平成18年度

副 主 幹 安田 稔 文化財副主査 青山 博樹

嘱 託 小河 厚子 嘱 託 管野 和博

平成19年度

副 主 幹 吉田 功 文 化 財 主 査 宮田 安志 文化財主査 図井 秀紀

文化財副主査 三浦 武司 嘱 託 今野沙貴子 嘱 託 鈴木裕一郎

6 本書の執筆にあたっては， 調査を担当した調査員が分担して行った。

7 本書に掲載した自然科学分析については， 下記の機関に委託した。 結果と考察は「第1編 広

谷地遺跡 第3章」に掲載している。

放射性炭素年代測定 株式会社 パレオ ・ ラボ

8 石神遺跡から出土した石器（一部）の実測図作成は， 株式会社ラングに委託した。

9 本書に収録した遺跡の調査記録および出土資料は， 福島県教育委員会が保管している。

10 発掘調査および報告書作成にあたり ， 次の諸機関からご協力いただいた。

南相馬市教育委員会



用 例

1 本書における遺構図版の用例は， 以下のとおりである。

(1)方 位 平面座標の国土 座標軸を基準とした真北方向を図版の真上とした。 それ以外

のものは挿図中に真北方向を指す方位を示した。

(2)標 高 水準点を基にした海抜標高で示した。

(3)縮 尺 各挿図中に縮尺を示した。

(4)士 屑 基本 士層はアルファベット大文字Lとロ ー マ数字を組み合わせ ， 遺構内の堆

積土 はアルファベット小文字fと算用数字を組み合わせて表記した。

（例） 基本層位一LI •LII …

， 遺構内堆積土ーfl, 1 • fl, 2… 

なお ， 挿図の土層注記で使用した土色名は， 『新版 標準土色帖』（日本色研事

業株式会社）に基づく。

(5)ケ バ 遺構内の傾斜面は「可」で表現したが， 相対的に緩傾斜の部分には「ママ」

で表している。 また， 「〒〒」 は後世の撹乱が明らか である場合に使用した。

破線は推定範囲，

一 点鎖線は貼床範囲， 二点鎖線は踏み締まりを示す。(6)線の 表 現

(7)網 か け 挿図中の網かけの用例は 同図中に表示した。

2 本書における遺物図版の用例は， 以下のとおりである。

(1)土器 断 面

(2)遺物計測値

(3)縮 尺

須恵器の断面は黒塗りとした。 粘土積み上げ痕を一転鎖線で表記し ， 胎土中

に繊維が混和されたものには▲を付 した。

（ ）内の数値は推定値， 〔 〕肉の数値は遺存値を示す。

各挿図中に縮尺を示した。

(4)網 か け 挿医中の網かけの用例は黒色処理を示し ， それ以外 は同図中に表示した。

3 本書における本 文中の遺物の番号は， 挿図 番号と対照できるようにして， 以下のとおり記した。

（例）図lの1番 → 図 1- 1 

また， 写真図版の遺物に付けた挿医 番号は以下のとおり記した。

（例）図lの1番 → l図l

4 本書 で使用した略号は， 次のとおりである。

南相馬市 MSC 広谷地遺跡 HYT 石神遺跡 I G 

遺構外堆積土 L 遺構内堆積土 ¢ 竪穴住居跡 S I 土坑 SK 

焼士 遺構 SG 遺 跡 SF 特殊遺構・竪穴 遺構 SX 

柱列跡 SA 小穴・ピット p グリッド G 

5 参考・引用文献は執筆者の敬称を省略し ， 各編の末にま とめて収めた。
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第1節 調査 の 経過

平成18年度までの調査経過

常磐自動車道は， 埼玉県三郷市を起点として， 千葉県・茨城県・福島県浜通り地方を縦貫して宮

城県に至る， 太平洋沿岸の交通の大動脈として計画された路線である。 この経過の内， 三郷インタ ー

チェンジ（以下I Cと略す）～いわき市のいわき中央I Cまでは， 昭和63年に供用が開始され， 更

に， いわき中央I C～いわき四倉I Cまでは平成11年3月に供用を開始している。

これらの供用が開始された区間の内， 茨城県境からいわき中央I Cまでの間に所在する埋蔵文化

財に関しては， 昭和59 • 60年にいわき市教育委員会が財団法人いわき市教育文化事業団に委託して，

4遺跡について発掘調査を実施した。 いわき中央I C～いわき四倉I C間の埋蔵文化財に関しては，

平成6年から平成9年まで好間～平赤井•平窪地内の10遺跡の発掘調査を， いわき市教育委員会が

財団法人いわき市教育文化事業団に委託して実施し， 四倉町大野地区の10遺跡の発掘調査を， 福島

県教育委員会が財団法人福島県文化センタ ー （現， 財団法人福島県文化振興事業団）に委託して実

施した。

いわき四倉I C以北の路線については， 平成3年にいわき四倉I C～富岡I C間が整備計画路線

に格上げされ， 平成5年には施工命令が下されている。 更に， 富岡I C以北についても， 平成8年

に相馬I Cまでの区間が整備計画路線となり， 平成10年に施工命令がだされている。

福島県教育委員会では， いわき四倉I C以北の路線内に所在する埋蔵文化財に関して， 平成6年

度より表面調査を実施し， 平成10年度までに宮城県境まで終了している。 この成果を受けて， 平成
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第1節 調査の経過

7 年度よりいわぎ四倉］ C～富岡I C間の試掘調査を実施し， 平成9年度からは同区間に所在する

遺跡の発掘調査が開始された。平成9年度はいわき市の5遺跡と広野町の1遺跡の発掘調査を実施

し， 平成10年度はいわき市の4遺跡， 広野町の3遺跡， 楢葉町の3遺跡， 富岡町の2遺跡の発掘調

査を実施した。この平成10年度の調査により， 路線内に所在する遺跡の内， いわぎ市内の遺跡の発

掘調査を全て終了した。平成11年度は， 広野町の4遺跡， 楢葉町の5遺跡について調査を実施した。

平成12年度は， 広野町の1遺跡， 楢葉町の7遺跡， 富岡町の5遺跡について調査を実施した。この

12年度の調査により， 路綜内に所在する遺跡のうち， 広野町内の遺跡の発掘調査を全て終了した。

平成13 年度の調査では， 楢葉町の1遺跡， 富岡町の5遺跡について発掘調査を実施し， 楢葉パーキ

ングエリアに関わる大谷上ノ原遺跡 20,400面の保存範囲を残して楢葉町内の発掘調査を終了した。

平成14年度は， 富岡町の1遺跡， 大熊町の2遺跡について発掘調査を実施した。なお， 平成14年度

には 当初富岡I Cまでについては日本道路公団東北支社（現， 東日本高速追路株式会社東北支社）

いわき工事事務所， 富岡I C以北については相馬工事事務所がそれぞれ管轄していたが， 7月より

富岡I C～浪江町までの区間についてもいわき工事事務所が管轄することとなった。平成15年度は，

祖馬工事事務所が管轄する区域でも発掘調査が実施されるようになり， いわきエ区で浪江町の2遺

跡祖馬エ区で相馬市の2遺跡について発掘調査を実施した。平成16年度は， いわきエ区で大熊町

の3遺跡， 相馬エ区で相馬市の1遺跡， 鹿島町（現， 南相馬市鹿監区）の2遺跡について発掘調査

を実施した。平成17年度は， いわきエ区で大熊町の3遺跡， 双葉町の2遺跡， 浪江町の2遺跡， 相

馬エ区で相馬市の1遺跡 南相馬市の5遺跡について発掘調査を実施した。平成18年度は， いわき

工区で大熊町の1遺跡， 浪江町の6遺跡， 相馬エ区で相馬市の2遺跡， 南相馬市の9遺跡について

発掘調査を実施した。

平成19年度の調査経過

平成19年度の常磐自動車道（浪江～相馬）建設予定地に関わる遺跡発掘調査は， 福島県教育委員

会との委託契約に基づき遺跡調査部の戦員17名を配置して実施した。計画段階では南相馬市原町区

の中山C遺跡を含め13遺跡， 計51,040面の調査が予定されたが， 工事計画の変更等もあり関係機関

で協議した結果， 調査対象遺跡および調査範囲の調整を行い， 南相馬市原町区に所在する小池田遺

跡(2次調査） •西内遺跡・石神遺跡・戸烏士遺跡・赤柴遺跡(2次調査）・切付遺跡・片倉遺跡

の7遺跡と同市小高区に所在する荻原遺跡(4次調査）。君ヶ沢B遺跡・大田切遺跡(2次調査）

横大道遺跡・大田和広畑遺跡(2次調査）・広谷地遺跡(2次調査）の6遺跡， 計13遺跡を対象に

発掘調査を実施した。調査面積は総計 で51,100面である。

東日本高速道路株式会社東北支社相馬工事事務所（以下， 相馬工事事務所と略す）との事前協議

を受けて， 当初， 原町区内で優先度の高いとされた小池田遺跡・赤柴遺跡と小高区内で工事着手の

早い大田切遺跡と広谷地遺跡， 調査予定面積の広い荻原遺跡の発掘調査を優先に計画したが， 荻原

遺跡では春先にかけて調査予定地の南側隣接地で， 環境省公表の烏類レ ッドリストの準絶滅危惧種

に指定されるオオタカの営巣が確認されたことから， 調査開始がオオタカの雛烏の巣立ち以降に先
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送りされることとなったため， 荻原遺跡の代わりに同じ小高区内の大田和広畑遺跡を加えた計 5 遺

跡について4月より発掘調査を開始した。 原町区肉の小池田遺跡の2次調査は， 工事行程との調査

から前年度中に先行して表土剥ぎを実施した2,800面の範囲について4月9日から着手した。 工事

隣接地での調査となったため， 発掘作業員の通勤路の確保をはじめとして条件整備の面で厳しい調

査となったが， 縄文時代前期の大型住居跡等を検出， 5月末で調査を終了し6月からは同じ原町区

の戸烏土遺跡の調査へと移行した。 同じ原町区内に所在する赤柴遺跡も昨年度に続く2次調査となっ

たが， 他遺跡での試掘調査の結果次第では調査面積の調整が予定されたため， 1次調査の隣接地区

3,000面について優先的に4月から調査を開始し， 昨年度に続き縄文時代早期の竪穴住居跡を検出

した。

小高区に所在する大田切遺跡の2次調査は， 市道の付け替え工事が終了したことを受けて4月13

日から着手した。 当初より予定された旧市道の道路下500面の調査となったが， 近世以降の所産と

される道跡等を検出した。 農繁期でもあり隣接する農地への作業用道路の確保を行いつつの調査と

なったが， 5月15日には調査を終了し同じ小高区内の横大道遺跡の調査へと移行した。 大田和広畑

遺跡も， 昨年度に続く2次調査となった。 当初， 2期線部分を除く3,100面の調査を予定したが，

現況の道路部分の調査が先送りされたことから2,900面の調査となり， 4月9日より調査を開始，

5月には縄文時代中期の複式炉を持つ大型の竪穴住居跡を検出した。 広谷地遺跡の2次調査は， 原

町区の小池田遺跡と同様に工事工程との調査から前年度中に一部の表土剥ぎを実施した。 2期線部

分を除く4,400面について4月9日から調査に着手し， 平安時代の竪穴住居跡のほか 1次調査に続

き遺跡の中央部を南北に縦断する遺跡を検出した。 5月から調査を開始した横大道遺跡は， 廃滓場

や木炭窯跡の調査にあたって作業の安全上の問題等から2期綿部分を含めて調査することで相馬エ

事事務所の了承を得た。 なお ， 原町包の赤柴遺跡同様， 他遺跡の試掘調査の結果次第では調査面積

の調整が予定されたため， 製鉄炉廃滓場跡を含む4,000面から調査に着手した。

6月にはいり原町区では戸烏士遺跡と赤柴遺跡の調査を進めた。 戸烏土遺跡では竪穴住居跡のほ

か， 消滅したと思われた戸烏土塚群の痕跡と思われる遺構を検出した。 なお ， 同時に進められた試

掘調査の結果 では新たな調査対象遺跡の追加がないことから， 赤柴遺跡の調査区を遺跡南端部の斜

面まで拡張し調査を進めることとなった。 小高区では大田和広畑遺跡の調査終了を受けて荻原遺跡

の調査を開始することとなり， オオタカの営巣による規制から遠い北側9,100面から調査に着手し

た。 また， 調査も終盤となってきた広谷地遺跡では， 道跡が当初の調査区からさらに南側へ続くこ

とが確認されたため， 協議の結果 ， 新たに200面調査区を拡張することとなった。

7月には原町区で戸烏土遺跡の調査員と作業員を二手に分け， 併行して切付遺跡の調査に着手し

た。 小高区の横大道遺跡では， 靡滓場の調査に伴い大量の鉄滓・羽□等が出士したことから， 現地

での洗浄と分類・計量とに多大な労力を要することとなった。 8月になると連日の猛暑のなか調査

の進捗も滞りがちとなったが， 原町区では戸烏士遺跡の調査終了後に片倉遺跡900面の調査を関始

し， 平安時代の竪穴住居跡等を検出した。 小高区では荻原遺跡の隣接地でオオタカの幼烏の巣立ち
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が確認されたことから， これまで作業を見合わせていた南側5,700面の調査に着手することとなり，

広谷地遺跡の調査終了後， 荻原遺跡の新たな調査区へ移行した。

9月になると原町区で切付遺跡と片倉遺跡の調査を順次終了したが， 当初9月から予定された西

内遺跡の調査は， 隣接する花栽培農家への配慮から11月以降に延期された。代わりに石神遺跡の調

査計画をたて， 早々に実施することとなった。石神遺跡の調査面積は試掘調査の段階では3.lOOrrf 

とされたが， 路線の一部設計変更があり実際は3,300面である。赤柴遺跡の調査では， 試掘調査で

縄文時代の遺物包含層とした遺跡南側の斜面部分で， 調査の進行とともに平安時代の遺構と縄文時

代早•前期の集落跡が重複して確認されたことから， 相馬工事事務所と協議の結果， 斜面部l,200m
2

については平安時代と縄文時代の2面の調査と積算し調査面積に追加することとなった。小高区で

は横大道遺跡の北部地区での施策調査の結果から， さらに3.400面の調査区を追加し今年度の調査

面積は計7,400面となった。荻原遺跡でも新たな試掘調査の結果から， 1.500面の調査区を追加し今

年度に調査を実施することとなった。調査面積は合計で16.300面である。

10月にはいり原町区の石神遺跡の調査では， 深い谷地形のために排土処理に苦心しつつも縄文時

代から近世にかけての遺構が検出された。また， 赤柴遺跡では事業全体の調整から600面の調査区

を追加し， 今年度の調査面積は合計で7.400rr:l主なった。小高区では横大道遺跡で奈良時代から平

安時代にかけての製鉄炉群が検出され， 高速道路建設予定地を含めた一帯が大規模な製鉄遺跡であ

ることが明らかとなった。また， 荻原遺跡の南部地区でも， 試掘調査で検出されていた廃滓場とと

もに製鉄炉跡が検出され鋳造の鋳型も出土した。11月からは原町区の西肉遺跡で， 当初の計画から

調査面積を滅じて900面を対象に調査を実施した。小高区では， 試掘調査の結果から新たに遺跡登

録となった君ヶ沢B遺跡(0 D - B 9)の400面について， 工事用道路建設の工程上， 今年度中の

調査終了が必要とされたため， 急逮調査を実施することとなった。また， 荻原遺跡の調査区の一部

1,500面について， 用水路のボックス工事のため11月16日に先行して引き渡しを行った。なお ， 12

月8日には奈良•平安時代の製鉄遺跡として新たな知見の得られた横大道遺跡の現地説明会を実施

した。

9月以降は， 度重なる雨の影響で発掘作業の中断を余儀なくされたが， 11月には天候も安定し調

査工程の遅れを取り戻すため作業の進捗を図った。その結果， 12月14日には原町区の石神遺跡と赤

柴遺跡の調査を終了し， 12月21日には小高区の荻原遺跡の調査も終了にこぎ着けることとなった。

なお ， 赤柴遺跡の町道に接した部分は， 70トンを超える鉄滓の処理に加えて製鉄炉の度重なる造り

替えが確認されたため， 当初予定した調査期間を大幅に延長することとなったが， 工事工程との調

査の結果， 12月21日で年内の作業を終了し， 1 月以降に製鉄炉跡の補足調査を実施することにした。

なお ， その後の協議の結果， 製鉄炉跡の補足調査が次年度に持ち越しとなったことから， 翌年度の

調査工程を考慮し， 調査予定地区の一部1,800面について2月に先行して表土剥ぎを実施した。

（吉 田）
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位 置

福島県は， 本州の北東部， 東北地方の南端に位置する。 面積の約8割を山地が占め， 南北に走る

阿武隈高地・奥朋山脈・越後山脈に隠てられた「浜通り地方」「中通り地方」「会津地方」 の3区域

に区分される。 本書に掲載した2遺跡は， 浜通り地方北部の南相馬市に所在する。

南相馬市は， 平成18年1月に原町市と相馬郡小高町・鹿島町が合併して誕生した。 北は相馬市，

南は双葉郡浪江町東は太平洋に面し， 西は阿武隈高地に位置する相馬郡飯館村に接する。 面積は

398.5k社である。

広谷地遺跡は南相馬市小高区川房字広谷地地区に所在し， 北緯37
°

32' 22" ， 東経140
°

56' 26" 

に位置する。 石神遺跡は南相馬市原町区石神字石神地区に所在し， 北緯37
°

38/ 14
”

， 東経140
°

55/ 10
”

に位置する。

地 質

南祖馬市の地質構造は， ほぼ南北に走る双葉断層を挟んだ西方の阿武隈高地と東方の低地帯で大

きく異なる。 断層西側の阿武隈高地は南北約200km, 東西約50kmの隆起準平原である。 新生代第三

紀中新世に形成された火山性堆積物により， 標高500~600m程の緩やかな地形が連続する。 古生層，

変成岩類花商岩類などの古い岩層が分布する。

断層東側は， 阿武隈高地から派生する100m以下の相双丘陵と丘陵間を開析した沖積地で構成さ

れている。 相双丘陵甚盤は新生代第三紀に形成された凝灰岩質砂岩で構成されている。 丘陵には河

川浸食・堆積を成因とする段丘面が認められる。 丘陵間は樹枝状に開析し， 標高20m前後の沖積地

を形成している。

河川は阿武隈高地に源を発する。 いずれも東流し， 太平洋に注ぐ。 川幅は狭く ， 水量が少ない。

山間部において急峻な樹枝状の渓谷が形成されている。

小高区 小高区の地形は500m級の山々が連なる山地と山地から派生する低丘陵及び段丘面，

小高川や宮田］,,とその支流によって形成された沖積地よりなる。山地は小高区最高峰である標高522

mの懸の森山や八丈石山などが南北に連なる。 丘陵部には檬高100m前後に羽倉・大富・金谷•JI I 

房集落が位箇し， 丘陵東端には北鳩原・南鳩原・小谷・飯崎・小屋木集落がある。 小高区を流れる

主な河川は北から小高川， 宮田川がある。 広谷地遺跡は小高川支流の川房川の南岸に立地する。 広

谷地遺跡が立地する段丘面は低位段丘にあたり， 標高60m前後である。

低丘陵は砂岩・泥岩を主体とした太田川層と整合に菫なる凝灰岩質砂岩を主体とした南ノロ層が

ある。 太田川層は花岡岩を埜盤とする新第三紀上に不整合に堆積して， 羽倉地区から川房地区に広

がっている。 奎ノロ層は太田川層の東に重なり， 小高区の南半部に堆積する。 竜ノロ層の上部に第

四紀の各段丘面が発逹し， 河川流域には完新世の沖積地が広がる。
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南相馬市小高区の地形と地質

原町区 原町区の地形は400~600mの山々か連なる山地か分布し， 山地から東に低丘陵及び段

丘面， 新田川や太田川によって形成された沖積地がある。 山地では標高656.lm地点が最も高く，

563.7mの国見山などがある。 主に50m以下の段丘面には石神・押釜・馬場の集落が位置する。 新

田川下流域は新田川により形成された沖積地か広かる。 石神遺跡は新田川支流の水無｝1|の北に位置

する。 石神遺跡は丘陵上に立地し， 標扁約69~79mである。

低丘陵は中生代を起源とする相馬中村層群が相馬市坪田付近から南相馬市高倉・石神付近まで広

がる。 太田川屈と竜ノロ層は石神・牛越・馬場地区の一部に認められるものの， 長野・石神・牛越・
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＿一＿一4

南相馬市原町区の地形と地質

押釜・大木戸集落は第四紀の低位段丘面に立地する。

気 候

゜

南相馬市の気候は夏涼しく冬暖かい， 太平洋岸気候である。 気象的には海の影轡を受けやすい。

梅雨期には「やませ」と呼ばれる北東風が吹き込むと日照時間が減り， 低温気候が長く続くことが

多い。 夏は一日の気温差が少なく， 海からの東風を受けて過ごしやすい。 冬の積雪は少なく， 陽光

に恵まれる。 四季を通じて晴天の日か多く， 降雨量の少ない年には時折水不足になる。 （三 浦）
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第3節 歴史的環境

小 高 区

小高区の遺跡は， 東流して太平洋に注ぐ小高川水系と宮田川水系の両段丘面に多く分布する傾向

が見られる。

1日石器時代は小高川の支流である鳩原川と大穴］IIによって挟まれた丘陵上に立地する荻原遺跡が

有名である。後期旧石器時代後半のナイフ形石器などが出土している。縄文時代には， 宮田川流域

に関山式士器併行の縄文前期初頭の宮田第IJI群士器の標識遺跡である宮田貝塚がある。上根沢地区

の栗成沢遺跡（図5 -12)では縄文時代前期初頭の包含居の調査を行っている。大田和地区の大田和

広畑遺跡（図5 -3)では， 大木10式期の複式炉を有した竪穴住居跡が調査されている。 古墳時代で

は， 飯崎南原塚群や小泉横穴墓群等の円墳や横穴墓が多い。

律令体制下， 小高区の多くは行方郡に属し， 吉名郷・大井郷が小高区に存在していたと推定され

ている。平成2 • 17年度に調査された川房地区の四ツ栗遺跡（図5 -4)ではロクロビットをもつ9

世紀前半の住居跡が調査されている。平安後期の仏教文化を伝える石造物として， 国指定史跡の大

悲山の磨崖仏がある。大同2 (807)年徳ー作との伝承があるが， 平安後期の様式を備えている。

中世の南相馬市は， 文治 5 (1189)年に千葉常胤に所領が与えられ， それが子息たちに分与されて

いる。次男師常が行方郡を領し， 相馬氏が土着した。南北朝時代の小高区は小高城を居城とし， 北

朝方に組みした相馬氏の本拠となった。城館の多くは， 小高川中流域と宮田川中・下流域に建築さ

れている。建武3(1336)年南朝方北畠顕家により ， 小高城は落城し一族の多くが討ち死にした。生

存した一族は金谷地区の釘野山麓に身を隠し， 翌年小高城を奪回している。

天正18(1590)年の豊臣秀吉の奥州仕置以降は， 宇多・行方・標葉3郡の4万8千7百石の本領が

安堵された。小高区は相馬藩領の小高郷としての支配を受けることになる。川房地区は近隣の金谷

地区と同様阿武隈山地を抜ける横断道の峠逍の入口として栄えた歴史をもつ。享保8(1723)年か

ら明治中期にかけての記録が馬頭観音や峠路の路傍の石などに散見される。門馬氏や志賀氏などの

検断睛が贋かれ， 藩としても軍要な交通路であったことが分かる。現在の浪江町津島地区を抜け，

福島・ニ本松・三春へと海産物などを流通する要路であったようである。

原 町 区

1日石器時代の遺跡は， 畦原段丘や雲雀ヶ原台地上に立地する。縄文時代早期から前期の遺跡は阿

武隈山地の東縁に多く見られる。縄文時代中期以降は低位丘陵に見られるようになる。大木9 ~10 

式士器が出土する押釜地区の前田遺跡（図6 -20)や平成19年から発掘調査が行われ， 縄文時代後期

の集落跡が発掘されている馬場地区の赤柴遺跡（図6 -8)などがある。

弥生時代の遺跡では桜井式士器の標識遺跡である桜井遺跡が知られる。金沢遺跡群・割田遺跡群

の発掘調査からは， 石庖丁などが出土している。 古墳時代には浜通り最古であると考えられている

， 
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゜ 1,000m 

(1/25, 000) 

No. 遺 跡名 遺跡番号 所在地 遺跡の概要 備 考
l 広谷地遣跡 56300148 川房字広谷地 縄文時代・平安時代の集落跡 平成18• 19年 ー ・ニ次調脊
2舘越遺跡 56300149 大田和字舘越 平安時代の製鉄関連遺跡
3 大田和広畑遺跡 56300024 大田和字広畑 縄文・草安時代の集落跡 平成18• 19年 ー ・ニ次調脊
4 四ツ栗遣跡 56300096 川房字阻ツ栗 平安時代の集落跡 平成17年 一 次調査
5 北釘野遣跡 56300123 金谷字北釘野 縄文時代の散布地
6飯崎南原還跡 56300084 飯崎字南原 縄文・奈良•平安時代の散布地

7飯崎南原塚群 56300083 飯崎字南原 中・近世の塚群
8 市阿弥遺跡 56300025 小屋木字市阿弥 奈良・早安時代の散布地
9原畑遺跡 56300092 上根沢字堂北・水溜•原下•田畑 弥生～早安時代の散布地
10 上根沢古墳群 56300027 上根沢字大久保 古墳時代の古墳群

11 堀込遺跡 56300126 上根沢字堀込 奈良・早安時代の製鉄関連遺跡及び散布地
12 栗成沢遺跡 56300125 上根沢字栗成沢 縄文時代の散布地 平成6年調査
13 鯖沢遺跡 56800097 神山字鯖沢 時期不明の製鉄関連遺跡
14 籐右衛門屋敷遭跡 56800029 神山字籐右網且腫屋敷 縄文時代の散布地

図5 広谷地遺跡周辺の遺跡
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゜ 1,000m 
l 
(1/25, 000) 

No. 遺 跡名 遺跡番号 所在地 遺跡の概要 備 考

］石神迫跡 2060037 石神字石神 縄文時代・平安時代の集落跡 平成19年調査
2 中山B遺跡 2060292 石神字中山 近世の製鉄関連遺跡
3 中山A遺跡 2060291 石神字中山 近世の製鉄関連遺跡
4 中山C遺跡 2060313 石神字中山 平安時代の製鉄関連遺跡
5 戸鳥土遺跡 2060282 押釜字戸鳥土 平安時代の集落跡 平成19年調査
6押釜原遺跡 2060290 押釜字原 近世の窯跡
7内畑遺跡 2060289 押釜字内畑 縄文時代の散布地
8 赤柴遺跡 2060063 馬場字赤柴 縄文時代早期後半・後期，平安時代の集落跡 平成18• 19年 一 次・ニ次調査

9荒井遺跡 212500602 馬場字荒井 縄文時代後期の集落
10内城沢B遺跡 2060228 信田沢字内城沢 奈良•平安時代の散布地
11赤坂B遺跡 2060230 石神字赤坂 奈良•平安時代の散布地，製鉄関連遺跡
12赤坂遺跡 2060143 石神字赤坂 奈良•平安時代の散布地
13石神B遺跡 2060145 石神字西田他 縄文時代の散布地
14北畑遺跡 2060144 石神字北畑 奈良•平安時代の散布地
15城下横穴墓群 2060217 牛越字城下 古墳時代の古墳群
16牛越城跡 2060036 牛越字舘 中世城館跡
17左衛門館跡 2060183 牛越 中泄城館跡
18東町場遺跡 2060038 牛越字字東町場 弥生時代の散布地
19三島町遺跡 2060242 三島町 平安時代の散布地
20前田遺跡 2060051 押釜字前田 縄文時代の散布地
21下荒井遺跡 2060059 馬場字下荒井 縄文時代の散布地

図6 石神遺跡周辺の遺跡
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国指定史跡桜井古墳がある。 4世紀～5 世紀の前方後方墳と円墳である。 また， 装飾壁画がある国

指定史跡羽山装飾横穴墓に代表される横穴墓が， 7世紀には造られるようになる。

律令体制下， 原町区は行方郡の中心地であった。 行方郡街跡と想定される県指定史跡泉廃寺跡や

軍団跡とされる植松廃寺などが丘陵上に立地する。 金沢製鉄遺跡群・割田製鉄遺跡群では7世紀末

から9世紀後半の製鉄炉や木炭窯住居跡などが発見され調査が行われた。 集落は河岸段丘や河JI I 

の沖積地の微高地などにも形成されるようになる。 原町区肉には高座・日祭・冠嶺・御刀・多珂・

押雄神社の5つの延喜式内社が存在する。 蛭夷征伐との関係で勧進されたものと考えられている。

今年度発掘調査が行われた押釜地区の戸烏土遺跡（図6 - 5)や赤柴遺跡においても当該期の集落跡

が調査されている。

中世の遺跡として城館跡が多く位置している。 牛越地区にある牛越城(16)は当時の縄張りが遺存

する山城である。15世紀中頃は豪族であった牛越定綱の居城とされる。 牛越定綱は， 柑馬氏により

滅ぼされている。『奥相誌』によれば， 中ノ郷の有力武士が城番をしていたようである。 第16 代当

主柑馬義胤は慶長2(1597)年に小高城から牛越城に移っている。 しかし6年後には小高城に戻り，

慶長16(1611)年の靡城まで居城している。 左衛門舘跡（図6 -17)は牛越城の南に位置し， 天正年間

の大越左衛門の城館と指定される。 戸烏土遺跡（図6 - 5)は3埜の中世塚として周知されていたが，

塚が消滅してしまったため戸烏士遺跡として発掘調査を行った。 北宋銭が出士し， 中世塚の痕跡が

看取できる。 また， 石神遺跡からもわずかではあるが中世陶器が出土している。

近世の遺構として野馬土手がある。 寛文6(1666)年以降に野生馬が放散しないように築かれてい

る。 昭和62(1987)年， 平成5(1993)年には部分的ではあるが， 範囲確認調査が行われている。

近世後半から近代にかけては藩営の馬場鉄山がある。 同じく馬場地区の五台山B遺跡や石神地区

の中山A•Bがある。 阿武隈高埴内には野たたらによる製鉄関連遺跡が， 未発見のまま残っている

可能性がある。

明治維新後， 明治4(1871)年7月中村県， 同11月平県に合併し， 明治9(1876)年に福島県の所属

となった。 昭和29(1954)年3月に原町市が誕生した。 平成18(2006)年1 月， 小高町， 原町市が合併

して南相馬市が誕生した。 （三 浦）

参 考 文 献

原町市 1968 『原町市史』

『日本城郭体系 第3巻』 1981 陳新人物往来社

福島県農林水産部農地計画課 1989 『土地分類基本調査：原町・大甕』

(11t）福島県文化センター編 1994 「荻原遺跡」『請戸）1|地区遺跡発掘調査報告II』

園）福島県文化センター編 1995 「荻原遺跡」「栗成沢逍跡」『請戸）1|地区遺跡発掘調査報告田』

福島県教育委員会 1996 『福島県遺跡地図 浜通り地方』

帥福島県文化センター編 1996 「栗成沢遺跡」『請戸）1|地区遺跡発掘調査報告w』

西徹雄他 2000 『図説相馬・双葉の歴史』 潤郷土出版社

測）福鳥県文化振興事業団編 2006 「四ツ栗遺跡」『常磐自動車道遺跡調査報告43』
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遺跡記号 MS C -HYT 

所 在 地 南相馬市小高区川房字広谷地

時代・種類 旧石器時代 散布地， 縄文時代 集落跡

古墳時 代 散布地， 平安時代 集落跡

調査期間 第一次調査 平成18年8月7日～11月15日

第二次調査 平成19年4月9日～7月30日

調 査 員 第一次調査 青山博樹・小河厚子・管野和博

第二次調査 宮田安志・図井秀紀・三浦武司





第1章 遺跡の位筐と調査経過

第1節 位置と地形

広谷地遺跡は， 太平洋に面した福島県浜通り地方の北部の南相馬市に位置する。 行政区分では南

相馬市小高区川房字広谷地に所在し， 北緯37
°

32' 22", 東経140
°

56' 26"に位置する。 小高区

の西にあたるJR常磐線小高駅から南西約4km, 海岸線から約7.3kmである。 本遺跡の調査開始前

は畑や自然林， 杉の人工林であった。 川房地区においても畑や杉林， 牧草地が見られ宅地が点在し

ている。

小高区の西側は阿武隈高地が連なる。 阿武隈高地の東麓から派生する丘陵や太平洋に向かって東

流する諸河川が形成した段丘及び沖積地が広がっている。 本遺跡は小高川の支流であるJI I房川が樹

枝状に開析した南段丘の縁辺部に位置する。 地質分類学上， 低位段丘上に立地する。

遺跡はおおむね平坦であるが， わずかに北に位置する川房川に向かって緩やかに下っている。 本

遺跡の立地する標高は， 川房川に面した段丘崖の縁で55m, 南側の丘陵の裾で61mを測る。

周辺の遺跡の多くが丘陵上に立地している。 広谷地遺跡の同段丘面には， 縄文時代の散布地であ

る栗成沢遺跡， 平安時代の集落跡である四ツ栗遺跡がある。 川房川の対岸には低位段丘面に縄文・

平安時代の集落跡である大田和広畑遺跡が立地する。 （青 山・三 浦）

第2節 調 査 経 過

広谷地遺跡は， 平成9年度に実施した表面調査（『福島県内遺跡分布調査報告4』)によって遺跡

推定地とされた遺跡である。 平成16年度の試掘調査（『福畠県内遺跡分布調査報告11』)と18年度の

試掘調査（『福島県内遺跡分布調査報告13』)の結果， 合わせて7,300面が要保存面積となった。 試

掘調査において平安時代の竪穴住居跡や木炭焼成土坑などを確認している。

発掘調査は， 平成18 • 19年度の2カ年にかけて行った。 1次調査は遺跡中央部の2,700rrf, 2次

調査は4,600面の発掘調査を行った。 2期線範囲については， 約560面が残る。 以下に， 年度ごとの

調査経過を述べる。

平成18年度

平成18年度の調査は， 福島県教育委員会による8月1日付の指示を受け， 財回法人福島県文化振

興事業団が調査員3名を配置し実施した。 8月7日からプレハブの設置， 表士剥ぎ， 機材搬入など

の発掘調査の準備を行った。 同21日から調査を終了した大田切遺跡から作業員40名を雇用し， 遺構

の検出作業を開始した。 遺跡内は杉林で， 切り株の除去に多くの時間を割かれた。

9月1日には基準杭の打設が完了し， 遺構の掘り込みと記録を開始した。 調査区を縦走する道跡
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第1章 第3節 調査方法

の検出と精査に時間を要した。

10月上旬には， 発達した低気圧の通過によってプレハブの損傷， 調査区内の冠水などの被害が生

じ， 復1日作業に追われた。 同14日には遺跡の案内人ボランティアによる現地公開を行い， 約70名の

見学者があり好評を得た。 同31日には原町史談会約10名の見学があり， 遺跡の案内人ボランティア

が遺跡の案内等を行った。 同26日にはラジコンヘリコプタ ー による航空写真撮影を行った。

11月15日には 東日本高速道路株式会社への引渡しを行い， 1次調査を完了した。 （青 山）

平成19年度

福島県教育委員会による4月6日の指示を受け ， 財団法人福島県文化振興事業団が調査員3 名を

配圏し実施した。 4月9日から現地入りし， プレハプ・ トイレの設置， 重機による表士剥ぎ， 器材

搬入を行った。 同17日からは31名の作業員を雇用し， 発掘調査を実施した。 遺跡周辺及び遺跡肉の

環境整備と調査区北側から遺構の検出作業を開始した。 5 月中旬以降， 調査区北側の検出作業も進

展し， 土坑や 1次調査において確認した道跡が認められた。 道跡は両側に側溝を有する2条の道跡

を確認した。新しい道跡を 1号道跡， 古い道跡を2号道跡と呼称し， 1号道跡より調査を開始した。

5 月下旬には調査区北側の遺構精査は本格化し， 木炭焼成士坑などを確認した。

6月上旬には遺構検出作業は調査区南側へ移行した。 試掘調査時に確認された竪穴住居跡の検出

作業を行い， 全体の平面形を確認した。 それぞれ2 • 3号住居跡と呼称し， 遺存状況の良い3号住

居跡より調査を開始した。 6月中旬には， 1 • 2号道跡が南側の調査区外に広がることから， この

範囲についての調査面積が600面追加された。 6月下旬には2号住居跡， 2号道跡の調査に着手し

た。 23日には遺跡の案内人による現地公開を行い， 天候にも恵まれ75名の見学者が来跡した。

7月上旬には検出作業中に旧石器が出土したため， トレンチを適宜設定して旧石器時代の調査を

開始した。 同6日にはラジコンヘリコプタ ー による航空写真撮影を実施した。 同20日頃にはほぼ全

ての調査を終了し， 発掘器材の搬出を行った。 同30日に東日本高速道路株式会社に遺跡用地の引渡

しを行い， 広谷地遺跡の7,300面の調査を終了した。 （三 浦）

第3節 調 査 方 法

本遺跡では調査区の位置を国土座標の中で正確に記録するために， 世界測地系を基本とした測量

用基準点を調査区内に3カ所打設した。 基準杭の座標値を用いて， 10m方眼のグリッドを調査区全

域に設定した。 グリッドの原点はX=171,540 Y=97,860の交点とした。 グリッドの表記方法はア

ルファベットと算用数字を組み合わせたもので， 西から東にアルファベット順， 北から南へ算用数

字順に移行する。 2次調査において調査区の拡張により， 調査開始に設定したグリッドでは調査区

全体を囲むことが固難になったため， 新たに西へ10m追加してAZグリッドと呼称した。 これらの

グリッドは遺構位麗表示や遺物の取り上げに使用し， 必要に応じてグリッド内にlm方眼を設定し

て遺構の平面図を作成した。 調査区の標高は， 東日本高速道路株式会社が設置した標高基準点を原

17 



第1編 広谷地遺跡

点として標高移動を行い， 測里用基準杭上に水準点(Z =59,764)を設定した。

各種遺構の掘り込みは， 表土を重機で除去し， それ以下の土層については人力により堆積層ごと

に掘り下げた。 遺構の調査では， 土層観察用の帯を設け ， 堆積の状態や遺物に留意しながら精査・

記録を行った。 竪穴住居跡等の大型の遺構については原則として4分割法により調査を実施し， 土

坑については， 原則として2分割法を用いた。

調査区内の土層については， 基本土層はアルファベット大文字「L」とロ ー マ数字を用いた。 遺

構内堆積土については， アルファベット小文字「［」と算用数字を用いて表記した。 遺構内から出

土した遺物については， 土唇観察用帯で観察した遺構内堆積土を基準に取り上げた。 遺構外出土遺

物については， 出士位置であるグリッドと出士層位を基準に取り上げた。 土色については， 日本色

研事業株式会社の新版標準土色帖に準拠した。

遺構の記録は縮尺1 /10及び1 /20を基本とし， 道跡は1 /40で作図した。地形図は縮尺1 /200, 

遺物の実測は等倍で作図した。 写真は35mm判のモノクロ ー ムとカラ ー リバ ー サルフィルムを使用し

て撮影した。 また， メモ写真として， デジタルカメラを使用した。 遺跡全体の広範匪に及ぶ撮影に

は， 平成18 • 19年度ともにラジコンヘリコプタ ー を用い航空写真撮影を実施している。

1次調査においては2種類の実測方法を採用した。 遺構の平面図の実測は， 従来の手作業による

作図とデジタルによる作図を併用している。 デジタルによる作図は， 実測図作成ソフトをインスト ー

ルしたパソコンと光波測距儀を用いた。 光波測距儀で計測した数値を自動入力し，
パソコンの画面

上で結綜した。 土洒断面図は従来の手作業による作図を用いた。 作成 した平面図は， デジタルスキャ

ナ ー で読み込みデジタルデ ー タ化した。 さらにパソコンによるトレ ー スソフトを用いて印刷原稿化

を試みている。 2次調査においては手作業による実測方法を採用している。

出士したすべての遺物は水洗いし， 出士地点・出士層位の注記を行っている。 出士遺物と調査記

録は， 福島県文化財センタ ー 白河館にて保管する。 （青 山・三 浦）
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第2章 遺構と遺物

第1節 遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図2, 写真1 ~4) 

広谷地遺跡で検出された遺構は， 竪穴住居跡3軒， 土坑45基， 焼土遺構3基， 道跡2条， 特殊遺

構2基である。 出土遺物は， 縄文土器片3,866点， 土師器片708点， 須恵器片22点， 石器66点である。

遺物の年代は， 旧石器・縄文・古墳•平安時代からなり， そのうち縄文時代早期末葉と平安時代

(9世紀）が主体となる。

遺跡は， 川房川の南側に形成された低位段丘面に立地するため， 調査区内はおおむね平坦な地形

である。 しかしながら， 北西側には川房川に注ぐ小谷が入るため， この方向に向かって若干傾斜し

ている。 遺構の分布を見ると， 縄文時代の遺構は， 早期末葉の住居跡や土坑等が調査区北側の標高

57.50m~59.50mの範囲で帯状に確認され， 特に西側に遺構が集中している。 古墳時代の遺構は，

調査区北東側のF 6グリッドで古墳時代前期の土坑が 1 基確認されただけである。 平安時代では，

住居跡や特殊遺構が平坦な調査区中央からやや南側にかけて， 土坑が調査区北西側で確認されてい

る。 この他に， 縄文時代以降と考えられる時期不明の木炭焼成土坑が， 希薄であるが調査区全体に

認められる。 木炭焼成土坑の中には平安時代(9世紀）と考えられるものも見られる。 また， 調査区

を縦走する， 造り替えが行われた道跡が確認されている。 道跡は， 遺構の重複関係から平安時代の

2号住居跡より新しく， 明治17年に作成された地籍図では確認されなかった。

これらの遺構分布から， 縄文時代早期末葉の遺構はA6~8グリッドより西側の調査区外に延び

ており， また， 平安時代の遺構は調査区中央の東側と西側の調査区外に広がるものと推測される。

さらに， 道跡は調査区南西端の調査区外に広がっている。

なお， 遺物の分布から， 縄文時代中～後期の土器が調査区北側から北東側にかけてと， 調査区南

西側から出土する。 また， 古墳時代前期の遺物が調査区北東部から出土している。 これらの当該期

の遺構は， 調査区北東側の調査区外から検出されることが予想されるため， 今後の調査では注意を

要するものと考えられる。

基本土層（図3, 写真5)

調査区は， 段丘面の北側縁辺部に立地する。 現況は， AZ 16~18グリッドを除く調査区西側境が

畑地として使用され， それ以外は山林である。 基本土層は ， 調査区の東側（図3①～③） と北側

（図3④～⑥） で堆積状態を観察し， 5居に大別した。

L Iは， 黒褐色の表士である。 層厚は15~40cmを測り， 調査区北西端では盛士を含み厚く堆積す

る。 調査区西側境の一部では， 耕作による削平を受けているため， 本層直下がLWとなる。
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第1編 広谷地遺跡
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(1/800) 

1次調査

□ 2次調査

図2 遺構配置図

L IIは暗褐色土である。 耕

作を受けているため調査区西

境の一部を除いて確認され，

層厚は約20 cmを測る。 北側

に向かって厚くなる本層から

は， 少量ながら士師器が出土

している。 本層では， 図28

のAA' 断面より1 • 2号道

跡の掘り込みが認められる。

LIIIは黒褐色士である。 調

査区西境の一部を除く調査区

全域で安定した堆積が確認さ

れているが， 北側では厚く堆

積する。 最も厚く堆積する調

査区北西端の層厚は50 cmを

測る。 特に， 1号住居跡より

北側からは本層が黒味を増し

ている。 本層上面からは， 縄

文時代以降と考えられる35 • 

37 • 42号土坑の掘り込みが

認められる。 また， 本層の下

部からは， 明確な掘り込みが

確認されていない木炭焼成土

坑と者えられる22 • 27 • 31 

号土坑が検出されている。 遺

物は， 縄文時代早期末葉～同

後期の土器が出土しており

その中でも縄文時代早期末築

の土器は本層下部より多く出

土している。

LWは褐色土である。 いわ

ゆるロ ー ム質の土質で， 調査

区全体で確認されている。 本

層の上面では， 主に縄文時代

20 



第2章 第2節 竪穴仕居跡

゜

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
61. 27m 60. 61m 59. 70m 59. 40m 57. 66m 56. Sim 

100 cm 

LW 

LV 

基本土層
LI 黒褐色士 lOYRZ/3

L11 暗褐色土 10YR3/3 （炭化物粒少量）

LIII 黒褐色士 10YR3/2 （炭化物粒少足）

LW 褐色土 10YR4/6

LV 黄褐色砂質土 10YR5/6 （礫多量）

図3 基本土層図

の遺構が検出されている。 また， 本層の最上部からは旧石器時代の石器2点が確認されただけであ

る。 このことから， 旧石器出士地点以下が無遺物層のため， 本調査区の遺跡枯底面となる。

LVは黄褐色砂礫で， 段丘礫層の一部と考えられる。 調査区北西端付近では， 円礫を多く含む状

態で確認された。 その他， 旧石器確認調査を行ったE 4グリッド内のトレンチ底面と， 縄文時代早

期末葉の44 • 43号土坑の底面からも本層が確認されている。 （國 井）

第2節 竪穴住居跡

本調査区において竪穴住居跡は， 3軒確認できた。 1 号住居跡は縄文時代に属する。 縄文時代の

土坑や遺物が確認された調査区北半に位置する。 2 • 3号住居跡は平安時代に属する。 調査区南半

の平坦面に造られ， 小規模な集落を形成していたと推測される。

1号住居跡 S I 01 

遺 構（図4' 写真6. 7) 

本遺構は， 調査区中央部のB • C 8グリッドに位憤する。 標高59mの平坦部に構築されている。

検出時に灰黄褐色土が楕円形に観察されたことから， 遺構の検出は容易であった。 遺構検出面はL

Wである。

遺構内堆積土は4層からなる。 Q 1 ~ 3は流入土で， 遺構の中央に認められた。 Q 1 は黒褐色土

を含み， 遺物の多くは本層から出土した。 Q 4は壁際にのみ認められ， 壁面崩落土及び流人土であ

る。 各層とも堆積土の特徴や土質などから自然堆積と判断した。

平面形はゆがんだ楕円形である。 規模は長軸5.lm, 短軸5.0mを測る。 検出面から床面までの深

さは17cmである。 各壁とも急に立ち上がり， 遺存高は北壁で11cm, 南壁で16cm, 西壁で13cm, 東壁

で17cmを測る。 床面はほぼ平坦であるが， 北側はわずかに低くなる。 床面からは9埜の小穴を検出

した。 炉は確認されず， 明確な踏み締りの痕跡も認められなかった。

小穴9基はいずれも壁際から検出された。 Pl~P6 • P8 • P9は柱穴状の小穴となり， 南北

方向の長軸線を基準にすると東側にPl~P3· P8, 西側にP5 · P6 · P9が， 長軸上にp 4 
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第1編 広谷地遺跡
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第2章 第2節 竪穴什居跡

がそれぞれ位置する。 また， p 1とP 6, P 3とp 9がそれぞれ住居の短軸方向とほほ平行する。

各穴とも平面形は楕円形または円形を呈する。 規模は長軸30cm前後， 床面からの深さ 16~35cmを測

る。 堆積土はp 2を除く各穴がにぶい黄色または黄褐色土の単層である。 p 2のみ上層に褐灰色土

が堆積していた。

p 7は住居の南に位閥する。 平面形は楕円形を呈し， 規模は長軸174cm, 短軸65cmである。 床面

からの深さは 11cmを測る。 形や深さから柱穴ではないと考えられる。

遺 物（図5, 写真25)

遺物はQ 1を中心に縄文土器片 188点， 石器類31点が出土し， このうち縄文土器片7 点， 石器3

点を図示した。 Q 1出土の大型土器片の多くは， 住居の南西側から出土した。

図5 - 1 ~ 7は縄文土器片で， すべての胎土に繊維混和痕が認められる。

2 (ill) 

門
日
月

1 （床面・Ql ·P7Ql) 。

ロ径： （18. 4)cm 
器高：〔31.8〕 C1Il

10cm 
, (1/4) 4 （床面）

門

□

⑪5
 6 (i!,1) 

｀ 
＜二＞

長

さ：2. 2 cm 
幅 ：1.6 cm 

厚さ：0. 4 cm 
重さ：1.0 g 
石質：頁岩

圏5 1号住居跡出土遣物

8 (Ql) 

闊
川
川
川
口
V

昌
“こ

A
八
川
川
＞贔m

 
c
 

冗2
 
、
．••

 

さ

長

9 (Jll)幅 ：〔I.5〕cm
厚さ： 0. 5 cm 
重さ： I.4 g 
石質：頁岩

7 (Ql) 

O 5cm 
| | | 1 | | （2/5) 

＜ 

長

さ：〔1.8〕cm
幅 ： 1.3 cm 

厚さ： 0. 5 cm 
重さ： 0, 9 g 

10 (Ql) 石質：砂岩

O 2cm 
t::=::::I:::=:: (2/3) 
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第1編 広谷地遺跡

1は底部を欠損する深鉢である。 胴部下半から直立気味に関＜器形と考えられ， 口端部は弱く外

反する。 外面は口縁部文様帯と胴部文様帯の2段構成である。 口縁部文様帯は条痕文， 胴部文様帯

には単節の斜行縄文が認められる。 文様帯は横位の縄圧痕により区画されている。 口縁部文様帯は，

条痕地文上に半歓竹管による平行沈線で山形状と弧状モチーフが描かれる。 口唇部は指頭圧痕を加

え， 小波状に作り上げている。 内面には横位の条痕文が認められる。

2 ~ 6は口縁部または口縁部付近の資料である。 2~5は外面に横位の条痕文が施文される。 6

は単節の斜縄文が施文される。 2 • 4は条痕地文上に半歓竹管の平行沈線による弧状文が描かれる。

3は条痕地文上に半歓竹管の平行沈線による直線と円形刺突が施文される。 2 • 3 • 6は内面のロ

唇部付近に単節の斜縄文が施文される。 縄文施文以下胴部にかけては， 条痕施文である。 7 は胴部

資料である。 外面に単節の斜縄文， 肉面に条痕文が施されている。

石器は3点図示した。 形状は基本的に側縁が二等辺三角形になる。 8は凹基無茎鏃である。 基部

の袂りはわずかである。 側縁部に細かい調整剥離を連続的に加え， 先端部を鋭く作り出している。

9は先端部と基部の一部を欠損する凹基無茎鏃である。 基部と先端部にのみ細かい調整剥離を施し

ている。10は平基無茎鏃である。 先端部が欠損している。 断面は菱形になる。

まとめ

本住居跡は長軸が約5mを測る楕円形の竪穴住居跡である。 床面まで浅く， 遺存状態は悪い。 壁

際に柱穴と考えられる小穴が， 不規則に配置される。炉や踏み締まりは確認できなかった。 時期は

出土する土器片から， 縄文時代早期末葉と考えられる。 （管 野）

2号住居跡 S I 02 

遺 構（図6 • 7, 写真8 • 9) 

本遺構はA13 • 14グリッドに位置する住居跡である。 調査区南よりの西端に立地する。 地形は平

坦である。 カマドの煙道中程から煙出し部にかけて1 • 2号道跡の西側溝と重複し壊されているこ

とから， 本住居跡が古いことがわかる。 煙出部は遺存していない。 本住居跡は試掘調査時における

トレンチ調査により， 黒褐色土の落ち込みと土師器片が確認されていた。 平面形を明確に認識する

ために， LWまで掘り下げて検出を行った。 ぼんやりした暗褐色士をした方形の輪郭中央に黒褐色

土が広がる状況を確認した。

住居堆積土は5層に分類した。 R 1 ~ 4は三角堆積やレンズ状堆積が認められることから自然堆

積である。 R 1 ~ 3はL II • illに起因する土を主体とする周匪からの流入土である。 R 4は壁面崩

落土及び周囲からの流入土である。 R 5は黄褐色土を2cm程度敷いた貼床土で， 人為堆積である。

平面形は 1 辺約4.lmの隅丸方形である。 各壁面はほぼ東西南北を向いている。 カマドは東壁中

央から， やや南よりに構築されている。 壁面は床面からほぼ垂直で立ち上がり， 壁高は最大で 36cm

を測る。 貼床は北西隅と南隅の一部を除き敷設され， 床面は平坦に造られている。 住居跡の付属施

設はカマドと小穴 2 基を確認した。
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2号住居跡堆積土

1 黒褐色土10YR3/2（焼土粒·炭化物粒微黛）
2 暗褐色土10YR3/3（焼土粒 ・ 炭化物粒微誠）
3 黒褐色土10YR3/2（焼土粒 ・ 炭化物粒微嚢）
4 にぶい黄褐色土10YR4/3（焼土粒 ・ 炭化物粒微凸）
5 黄褐色土］OYR5/8（褐色土 ・ 炭化物粒少最）

p 1堆積土

1 暗褐色土IOYR3/4（炭化物粒多量， 焼士塊少呈）
2 褐色土10YR4/6（炭化物粒微量）

゜

P2堆積土

1 褐色土10YR4/6
（褐色土塊·炭化物粒少量）

知
(1/40) 

図6 2号住居跡
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第1編 広谷地遺跡
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2号住居跡カマド

引
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焼上化範囲.．．· • •9 

カマド堆積土

1 暗褐色土 7.5YR3/4 （焼土塊少量，炭化物粒微量）
2 褐色土 7.5YR4/6 （焼士塊少量）
3 明黄褐色土 10YR5/6 （炭化物粒微量）

o 50 cm 
(1/20) 
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2 (Jll · 2) 
ロ径： 13.0cm 
底径： 6.0 cm 

器直： 4.9cm 

2) 
ロ径： 11.0 cm 

器高： 4.8 cm 

畠□〗
<=> 1 (Q2) 

長さ：〔1.5〕 cm 重さ： 0.9 g 
幅 ： 1.8 cm 石質：流紋岩
序さ： 0.4 Clil 

O 2cm 

c:==r::::::::J (2/3) 

＼＼二［三: (Ql• 2) �窒．心 6(Q1 . 2, P2Q1) 

底径： 6．7 cm j翡紡ぶ
岱＂ 底径： 6.6 cm 
，器高：〔2.4〕 cm

器高：〔2.8〕cm

＿ ーーロ ―�；Q
2

:132)cm 
器高：〔 4.9〕 cm

図7 2号住居跡カマド・出土遺物

O 5cm 
t:===::J(l/3) 

カマドは東壁に付設され， カマド燃焼面と両袖部の 遺存状況は良好であった。 カマド内の堆積土

は3層に分けられた。 Q 1 • 2は住居跡廃棄後に堆積した流入土である。 焼土塊は少なく， 明確な

天井崩落土は認められなかった。 Q 3はカマド袖構築士とカマド掘形埋土である。 袖の内部には礫

や粘土などの芯材は認められなかった。 カマド右袖の先端には20cm大の角礫を立て， 袖先端の補強

材としている。 同様にカマド左袖にあったと想定できる角礫が， カマド左袖から20 cm程離れた床

面において検出されている。

カマドの規模は袖幅124cm, 袖の先端から遺存する煙道までは97cmを測る。 燃焼面の規模は焚口
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第2草 第2節 竪穴住居跡

幅43cm, 奥行き 61cmである。 燃焼部の中央奥壁よりには， 礫が支脚として据えられていた。 支脚は

長さ約30cm, 幅12cmで， 燃焼部底面から10cm程度埋め込まれていた。 燃焼部の底面は奥壁に向かっ

て緩く傾斜する。 支脚前面の燃焼部中央付近がわずかに窪むようである。

小穴は住居跡の南壁に沿って2基確認した。 カマド右袖と接して掘り込まれている小穴をp 1, 

その西に位置する小穴をp 2と呼称した。

p 1の平面形は径約80cmの円形である。 床面から底面までの深さは 25cmを測る。 堆積土は2層に

分層した。 C 1は遺構内堆積土のR 3と同層であることから， 住居跡が廃棄する直前まで開□して

いたことが想定できる。 R 2は褐色土で， 位置や規模から貯蔵用の小穴であると推測できる。

p 2の平面形は径約90cmの不整円形である。 床面から底面までの深さは12cmと浅い。 堆積士は褐

色土の 1層のみである。 p 2も位置や規模から貯蔵用の小穴として機能していたと推測できる。

遺 物（図7 • 8, 写真26)

2号住居跡からは， 土師器片369点， 石器l点が出土した。 遺存状況が比較的良好で， 器形が復

元及び推定可能な資料を図示した。

図7 - 1は縄文時代の無茎凹基の石鏃である。 流れ込みと考えられる。 先端は欠損しているが，

形状は甚本的に側縁が二等辺三角形になると推定できる。 甚部の袂りはわずかである。

同図2~ 6は士師器杯を示した。 すべてロクロ成形で， 肉面には黒色処理が施されている。 2は

底部から内湾しながら立ち上がる器形である。 体部下端には回転ヘラケズリ， 内面にはミガキ調整

が認められる。 3は底部から内湾しながら立ち上がり， 口縁部はわずかに外反する。 体部下端は回

転ヘラケズリ， 内面にはミガキ調整が認められる。 内面の黒色処理は施されていない。 4は内湾し

ながら立ち上がる器形で， 底部が欠損している。 5は底部から内湾しながら立ち上がる器形である。

口縁部が欠損している。 内面には細かいミガキ調整が認められる。 6は杓湾しながら立ち上がる器

形で， 底部の大半が欠損している。 底部には回転糸切り痕を回転ヘラケズリにより再調整を行った

痕跡が認められる。 2 • 5は底部中心がヘソ状に粘士がよじれた痕跡が認められ， 匝転ヘラ切りと

考えられる。

図8 - 1 ~7はロクロ成形の土師器甕及び鉢を図示した。 1は口縁の端部が外側に垂れるのが特

徴である。 内面のヘラナデ調整は口縁部まで及ぶ。 2は胴部上半に粘士が塗布されている小型甕で

ある。 3は口径や器形から鉢と考えられる。 器壁は薄く整えられ， 精緻な印象を受ける。 4~ 7は

長胴の嬰である。 4は頸部をやや絞り気味にロクロで調整した器形である。 内面には縦位のヘラナ

デ調整が施されている。 5はp 2に落ち込むようにして出土した。 外面の胴部下半には縦位の手持

ちヘラケズリ調整が施されている。 肉面は横方向のナデ調整が認められる。 器表面には内外面とも

下半がすすけ， タール状の付着物が目立つ。 また， 焼け弾けも目立つ。 6は胴部中ほどで大きく膨

らんで屈曲する器形である。 外面のケズリの痕跡が明瞭に残る。 7の外面胴部下半には縦位の手持

ちヘラケズリが認められる。 内面は横方向のナデ調整が施される。 内外面の器表面には煤の痕跡が

わずかに認められる。
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8 ~10は甕及び鉢の底部資料である。8は外面下端から底部全面にかけてケズリにより調整して

いる。内面底部中央はわずかに盛り上がる。9 • 10は外面底部下端にタタキ目痕が認められる。タ

タキ板により成形した後に， 手持ちヘラケズリにより器壁の厚さを調整している。内面はナデ調整

により， 器面は平滑に仕上げられている。11は須恵器甕の肩部に近い胴部上半の資料である。佐外

面にタタキ目痕が認められる。板目が外面は縦方向， 内面は横方向に残る。

まとめ

本住居跡は一辺約 4mの竪穴住居跡である。カマドと 2 基の小穴を有する。カマドは袖口に礫を

配し， 補強しているのが特徴である。 2 基の小穴は大きさや形から貯蔵穴と判断した。床面には貼

床及び硬化範囲が確認できた。柱穴は認められなかった。

本住居跡の時期は， 出土遺物から9世紀前半と考えられる。

3号住居跡 S I 03 

遠 構（図9~11， 写頁10 • 11) 

（三 浦）

本遺構はFllグリッドに位置する住居跡である。調査区南よりの東端に立地する。 lm北には2

号特殊遺構が位置する。本住居跡は試掘調査時におけるトレンチ調査により， 黒褐色土の落ち込み

と士師器片が確認されていた。平面形を明確に認識するために， LWの真上まで掘り下げて検出を

行った。ぼんやりした暗褐色土をした長方形の輪郭中央に黒褐色土が広がる状況で確認した。検出

後本住居跡の西壁が未調査部分に広がることから調査区を一部拡張して調査を進めた。

住居内堆積土は8層に分類したが， 大きく2つに分けられる。住居廃絶後に堆積した土と， 住居

構築時から使用時に堆積していた土である。

R 1 ~ R 5は住居廃絶後に堆積した層である。三角堆積やレンズ状堆積が認められることから自

然堆積である。 R 1 ~ 3はLII • IIIに起因する土を主体とする周囲からの流入土である。 R 4 • 5 

は壁面崩落士及び周囲からの流入土である。 ¢ 5は壁際や周溝に堆積している。

R 6 ~ 8は貼床土である。 R 6は白色粘土と褐色土の混土である。住居南西隅とp 7周囲に認め

られた白色粘土は， 5 ~10cmの厚さに貼られていた。 R 7は黄褐色粘土層で， 床面全体に貼られ，

最大18cmを測る。床面の中央から南側では厚く， 北側ほど薄い。 R 8は褐色士で掘形直上に認めら

れる埋土である。

平面形は南北に長い5.3m X4.5mの長方形である。長軸方向は Nl0
°

E を示す。周壁は遺存が良

く， 壁高は床面まで53cmを測る。各壁面はほぼ垂直に立ち上がる。南北壁の上端では一部崩落した

状況が認められる。床面は北側の一部を除いて貼床が施され， 平坦に整えられている。南北西壁際

には周溝が巡る。周溝幅は上端で10~14cm, 下端4 ~ 7 cmを測る。床面から底面まで4 cm程度であ

る。付属施設として床面からは新旧のカマド3基と7甚の小穴を検出した。

カマドは東壁と北墜に認められる。カマド袖や燃焼面が遺存する状況から東墜に位廣するカマド

を新カマド， 北壁に位置するカマドを1日カマドと呼称する。
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P2堆積土
1 褐色土 10YR4/6

（焼土粒・炭化物粒多凪， 暗褐色土少址 ）

2 灰黄色粘土 2.5Y6/2
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P 4堆積土

1 明赤褐色士 5YR5/6
（褐色士塊多最， 炭化物粒少抵）

P 5堆積土
1 褐色土 7.5YR4/6

（焼士粒・炭化物粒多最）

2 黄褐色士 10YR5/8
（炭化物粒微母）

P 6堆積土
1 褐色士 7.5YR4/6

（炭化物多最， 焼士塊少最）

2 黄褐色士 10YR5/8
（炭化物粒微呈）

P7堆積土
1 褐色士 10YR4/6

（炭化物粒少最）

2 灰黄色粘士 2.5Y6/2

（焼土塊・炭化物粒多址）

2
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新カマド 新カマドは東壁中央から， やや南よりに構築されている。カマド燃焼面と両袖部の遺

存状況は良好であった。カマド内の堆積土は5層に分けられた。P, 1 ~ 3は住居跡廃絶後に堆積し

た流入土である。焼土塊は少なく， 明確な天井崩落土は認められなかった。P, 4の上層は被熱によ

り赤化していることから， 煙道の掘形埋土であると判断した。煙道は表土掘削作業時と検出の際に

LW直上まで下げて確認したため， 煙道に配していた土師器甕が一部露出してしまった。煙道は掘

り下げたLWを煙道掘形埋土の¢ 4で埋めながら， 図13- 6の底部を穿孔した土師器の長胴甕を煙

突として設置している。新カマドの煙道は半地下式であったことがわかる。P, 5はカマド袖構築土

である。P, 5の袖内部には礫や粘土などの芯材は認められなかった。カマド袖の先端には15cm大の

小礫を設置し， 袖先端の補強材としている。

カマドの規模は袖幅110cm, 袖の先端から煙道までは192cmを測る。燃焼面の規模は焚口幅 46cm,

奥行63cmである。燃焼部の中央奥壁からは， 倒立した図13- 4の土師器甕が出土した。燃焼部の底

面は奥壁に向かって緩く傾斜する。燃焼部はよく焼けており， 奥壁の燃焼面は硬化が認められず土

層断面の観察時に半分を掘りすぎてしまった。

旧カマド 旧カマドは北墜中央からやや東よりに構築されている。遺存するのは煙出部と燃焼面

の痕跡と推察できる焼土化範囲のみである。旧カマドにおいても焼土化範囲と煙出部がそれぞれ2

基ずつ確認できたことから， 造り替えを行っていることがわかる。煙出部は南北に2基重複して位

置する。煙出部の土層断面の観察において， 焼土化範囲の切り合い関係により南の煙出部が新しい

ことがわかる。

煙出部の土層は5つに分層した。2つに大別可能である。P, 1 ~ 3は新しい煙出部の堆積土， ¢ 

4 • 5は古い煙出部の堆積土である。P, 1は旧カマド廃絶後に堆積した土で， 新しい煙出部に堆積

する褐色士である。P, 2は焼士塊を含んだ暗赤褐色士である。煙道天井部の崩落士で自然堆積と判

断した。P, 3は新しい煙出穴の底面上に堆積する黒色土層である。使用時に堆積した層で自然堆積

である。¢ 4は暗赤褐色士主体で褐色士塊が斑らに混入する層である。古い煙道の天井崩落士を含

んだ土と人為的に埋めた褐色土の混土と判断した。P, 5は古い煙出部の使用時に堆積した黒色土で，

自然堆積と判断した。床面に認められた2甚の焼土化範囲は南北に10cm程度ずれて認められる。焼

士化範囲の新旧関係は不明である。

小 穴 小穴は床面で7基， 掘形底面で7基， 計14基を確認した。図9に図示したP 1 ~ 7は

床面から検出できた。新カマド使用時に認められた小穴と判断した。明確に柱穴と判断できる小穴

は確認できなかったが， P 2 • 7が住居床面に配列することや， 床面から底面までの深さが深いこ

となどから柱穴である可能性を推測して調査を進めた。しかし， p 7は， 住居跡の床面中央に位置

することや断面形が底面に向かってすぼまる形であること， 壁際に白色粘士が認められることなど

からロクロビットである可能性を考えている。 p 7は径55cmの円形で， 検出面から底面までの深さ

は53cmを測る。底面は径 10cm程度になる。底面には硬化するような状況は確認できなかった。堆積

土は2層である。P, 1は褐色土で住居内堆積土P, 3と同層である。 [ 2は灰黄色粘土層で， 壁面に
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゜

沿って貼付されているような状況であった。

p 2は径約55cmの円形を枯調とする。 床面から底面まで26cmを測る。 堆積土は2層確認した。 f

1は褐色土で， 住居内堆積士Q 3と同層である。 Q 2は白色粘士で壁面に貼付されているような状

況で確認した。 p 3は新カマドの右袖に接して掘り込まれている。 長軸90cm程度の不整楕円形で，

検出面から底面までの深さは25cmを測る。 位置や規模から貯蔵穴の可能性を考えている。 p 4は

明赤褐色土が充埴された楕円形状の小穴である。 規模は90 X 78cmで， 検出面から底面まで35cmを測

る。 位置や規模から旧カマドの貯蔵穴の可能性がある。 新カマドを構築する際に， 旧カマドを廃棄
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したとぎの焼土などを一括して埋めた堆積土であると判断した。

小型の小穴P 1 • 5 • 6は， 径 5 0cm前後の円形を基調とする。検出面から底面まで20cm未満と浅

い。p 1はp 3に壊されている。P 5 • 6は規模と堆積土が類似する。P 1 • 5 • 6の性格は不明

である。

図10に図示したP8 ~14は貼床土を除去後， 確認できた小穴である。P8 • 9 • 12は平面形が径

5 0cm前後の円形を基調とする小穴である。検出面から底面まで10cm程度である。PlO•l lは平面が

方形を基調とする。検出面から底面まで深さ15 ~25 cmである。P13 • 14は新カマドの位置を意識し

て構築された小穴である。P13は径約5 0cmの円形で， 検出面から底面まで30cmを測る。P14は径約

7 0cmの円形で， 検出面から底面まで33cmを測る。

造 物（図12~14, 写真27 · 28) 

3号住居跡からの出土遺物は， 土師器片2,296点， 須恵器片10点， 剥片 1 点である。住居跡内堆

積土の遺存状況が比較的良好であり ， 土師器片の出土が多い臼象を受ける。器形が復元及び推定可

能な資料を図示した。

図12は士師器杯及び鉢を図示した。 1 ~16はロクロ成形の士且而器杯である。 1•2•4•7·9·

11はイ本部が内湾しながら立ち上がり ， 外傾する器形である。3• 5 •6•8 •10は体部が内湾しな

がら立ち上がり ， 口緑部が外反する器形である。2は外面｛本部に墨書が認められる。破片資料のた

め文字や図案などはわからない。 1 ~ 6 • 13~15は， 回転糸切り痕を回転ヘラケズリによって再調

整をしている痕跡が確認できた。これらの再調整は， 底部周縁部に認められる。12• 16には回転

糸切り痕の痕跡が認められず， 回転ヘラケズリのみ確認できる。回転ヘラ切りの可能性も残る資料

である。15は肉面の黒色処理が施されていない。

17 • 18は内面黒色処理を施したロクロ成形の鉢である。17の体部は直立し， 口縁部はわずかに外

反する器形である。内面には細かいミガキ調整が認められる。口径の推定計測値が 25 cmの大型の鉢

である。18の胴部は丸く球胴に近い器形になる。頸部はやや絞り気味にロクロで成形している。ロ

縁部は外傾して 立ち上げている。口径が 14.2cmの小型の鉢である。

図13- 1 ~ 6, 図14 - 1 ~ 5 は土師器甕を 示した。図13- 1はロクロ成形で， 底部に回転糸切

り痕が認められる嬰である。ほぼ完形品に近い資料である。器の外面は荒れ， 明瞭に調整は観察で

きない。内面の口縁部にはわずかに煤が確認できる。同図2も完成品に近い甕である。胴部外面に

は入念なケズリ調整が見られる。胴部下端の外面にはタタキ目痕が確認できる。タタキ板による調

整の後にケズリを行っている。ロクロは使用されていないと考えている。同図3は胴部が膨らむ器

形をした小型の甕である。胴部下半の外面にはケズリ調整が確認できる。口縁部内面にはわずかに

煤が付着している。同図4は口径の大きさから長胴形の甕になると想定できる。外面はケズリ， 内

面は口縁部にまで達するナデ調整が認められる。カマドの燃焼面底面に倒立して置かれていた資料

である。出士状況から住居跡廃絶後にカマド伏せの祭祀に利用され， 遺棄されたと推定できる。同

図 5 はp 4が位置する床面から出土した。口径や詞部の大きさから長胴形の器形になると推測でき
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る。 胴部下半には明瞭にケズ

リ調整痕が残る。 同図6は新

カマドの煙道に設置されてい

た甕である。 煮炊具として使

用後に， 煙適として再利用さ

れた上器である。 底部ば煙道

に使用するために打ち欠いて

いる。 内面にば煤が付着し，

火を受けたための剥落が確認

できる。

図14 - 1は胴部中央に最

大径を有する器形である。 胎

士は緻密で， 焼成も良く硬質

な印象を受ける。 同図2はロ

縁部資料である。 同図3は長

胴形の甕である。 外面下半は

ケズリ調整， 内面は横方向の

ナデ調整を行っている。 同図

4は丸い口唇部が特徴的な資

料である。 同図5は甕の底部

に近い資料である。 ロクロ成

形である。 外面に枯土を塗布

した範囲が認められる。

同図6は無底式の甑と判断

した。 下半部のみの資料であ

る。 底径24cmを越える資料で

ある。 ロクロは使用されてい

ない。 外面は下方向へのケズ

リ後， 指オサエで仕上げてい

る。 内面は横方向のナデを施

している。 胎上も祖く， 外面

のケズリ調整もやや粗雑な印

象を受ける。 同図7は甑の把

手である。 非常に薄手である。
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1 （n~3) 
ロ径： 14.2 cm 

底径： 8.2 cm 
器高： 13.5 cm 

-ーニニミン
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5 （床面）
ロ径： （19.6)cm 

器高：〔打．5〕cm
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図13

＼＼ロ
3号住居跡出土遺物(2)
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ロ径： （20.4) cm 
器底：〔10.6〕四

(Jl3)口径： （23.0) 
器高：〔10.3〕cm
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第1編 広谷地遺跡

指で摘んだ凸凹を残したままである。同図8は手捏土器である。指によるナデとオサエによって小

さな 器を形作っている。用途は不明である。同図9 • 10は須恵器甕である。9は甕の肩部から胴部

の資料である。10は胴部下半の資料である。外面にはタタキ目が認められる。内面はいずれも平滑

に仕上げられている。

まとめ

本住居跡は南北方向に長軸をもつ竪穴住居跡である。3回のカマドの造り替えが確認でぎた。最

も新しいカマドは東壁に構築され， その他のカマドは北側に認められた。新カマドの煙道には土師

器甕を煙突代わりに配置している状況が確認できた。

カマドの位置や壁際の掘形の状況から， 本住居跡新カマドを構築時に南側に拡張したと考えられ

る。複数甚のカマドと拡張した床面などから類推すると， 長 期間機能していたことが考えられる。

時期は土師器杯の底部調整の特徴から9世紀後半と考えられる。 （三 浦）

第3節 土 坑

1 • 2次の調査において45基の土坑を検出した。縄文時代の土坑は， 貯蔵を目的として造られ

た士坑が多い。縄文時代の士坑の分布は， 調査区北半に集中して構築されている傾向がある。検出

した木炭焼成土坑の多くは出土遺物が認められないが， 平安時代頃に機能した遺構であると推測し

ている。木炭焼成土坑は， 調査区内にまばらに分布する。

1 号土坑 S KOl（図15 · 23, 写真12 · 29) 

本遺構は， B 4グリッドに位置する。調査区北西の北側緩斜面に立地する。黒褐色士の不整な楕

円形として認識した。検出面はLN上面である。

平面形は， 北西 ― 南東方向に長い楕円形である。主軸方向はN55
°

Wである。規模は167X 130cm 

である。検出面から底面までの深さは18cmである。壁は比較的緩やかな角度で立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。断面形は浅い皿状である。

堆積士は 2 層からなる。R, 1 は黒褐色士で， R, 2 は暗褐色士である。士質や士色の状況から自然

堆積と判断した。

本士坑からは， 縄文士器片が 39点出士した。このうち3点を図示した。図23- 1 ~ 3は， いずれ

も胎土に繊維混和痕が認められる資料である。遺物はすべてR, 1より出土した。器形は深鉢になる

と推定できる。 1は口縁部資料で， 外面及び口唇部に単節の縄文が施されている。焼成以後に穿た

れた径1cmほどの孔が 1カ所確認できる。 2は外面に縄文， 内面に条痕が施された胴部資料である。

3は内外面に条痕が施されている。

本士坑は楕円形状の士坑である。遺構の性格は不明である。時期は出士士器の特徴から， 縄文時

代早期末葉以降と考えられる。 （青 山）
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2 号土坑 S K02（図15 · 24, 写真12)

本遺構はB 6グリッドに位置する。調査区中央西よりの平坦面に位置する。東側lmには15号土

坑が近接する。検出面はLN上面である。

平面形は南北方向に長軸をもつ楕円形である。長軸方位はNl5
°

Eである。規模は175X 130cmで，

検出面から底面までの深さは16 cmである。壁面は底面から緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で

ある。堆積土は暗褐色土の単層である。自然堆積の可能性がある。

本土坑からは土師器片16点と鉄製品が 1点出土している。土師器片l点を図示した。図24- 2は

ロクロ成形の甕の底部資料である。底面には回転糸切り痕が確認できる。その他の土師器片は小破

片で図示し得なかったが， ロクロ成形の黒色処理を施した杯が出土している。

本土坑の時期は， 出土遺物の特徴から平安時代と考えられる。性格は不明である。

3 号土坑 S K03（図15 · 23, 写真12 · 29) 

（小 河）

本遺構は B 7 グリッドに位置する。調査区中央部やや西よりの遺構が集中する地域に立地する。

周匪には 1号住居跡， 10 • 14 • 16号土坑が近接する。検出面は LW上面である。

平面形は南北に長軸をもつ楕円形である。長軸方位はN 25
°

Wである。規模は124X9lcm, 検出

面から底面までの深さは最大で68cmである。周壁は底面から30cm程まで垂直に立ち上がり， 検出面

に向かってやや緩やかになる。底面はわずかに凹凸が認められる。

堆積土は4層に分けられる。R 1 ~ 3 は流入土， R 4は壁面崩落土である。三角堆積やレンズ状

堆積が認められることから， 自然堆積と判断した。

遺物は縄文士器片 5点がR 2より出士した。図23- 4 ~ 6に3点図示した。いずれの士器も胎士

に繊維混和痕が認められる。4 • 5 の外面は撚りが弱い単節縄文が施されている。 6は外面に単節

縄文， 内面に条痕が施されている。

本土坑は， 規模や形状から貯蔵穴と考えられる。所属時期は， 出土遺物の特徴から縄文時代早期

末以降であると考えられる。 （小 河）

4 号土坑 S K04（図15, 写真12)

本遺構はB 7グリッドに位置する。調査区中央部やや西よりの平坦面に立地する。 5 • 8号士坑

が近接する。検出面は LW上面である。

平面形は不整楕円形である。規模は132X 107cmで， 検出面から底面までの深さは最大で32cmであ

る。周壁は緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸が認められる。

堆積土は 2 層に分けられる。 f 1 は炭化物を多量に含んだ黒褐色土， ［ 2 は褐色土と黒褐色土と

の混士である。 f 1 は自然堆積， f 2 は人為堆積と判断した。

出土遺物はなく ， 本遺構の性格・時期は不明である。 （小 河）
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5 号土坑 S K05（図15, 写真12)

本遺構は， A•B7グリッドに位置する。調査区中央部の西よりの平坦面に立地する。周囲には

1 号特殊遺構及び4 • 8号土坑が位置する。検出面はLW上面である。

平面形は ， 不整円形である。規模は ， 直径約1.5mである。検出面から底面までの深さは28cmで

ある。壁は比較的緩やかな角度で立ち上がり， 中ほどに段が認められる。底面はほぼ平坦である。

3層の堆積土を確認した。いずれの層も炭化物粒と焼土粒を含んでいる。 レンズ状堆積であるこ

とから， 自然堆積と判断した。

本士坑から遺物は出士せず ， 年代及び機能は不明である。

6 号土坑 S K06（図15 · 24, 写真12)

（青 山）

本遺構は， 調査区の西部Aの 7 • 8 グリッドに位置する。周囲の地形は平坦である。遺構の西半

は調査区外に延び， 全体の形は不明である。底面が比較的平坦であることから住居跡の可能性も検

討したが， 住居跡と認定するには根拠が弱く本報告においては士坑として報告することにした。南

東60cmには9号土坑が近接する。検出面はLW上面である。

検出できたのは， 東辺2.2m, 南辺1.2mの南東隅である。東辺はやや外側に湾曲するもののほぼ

直線的で， 北から10~25
゜

西に振れている。壁は緩やかに立ち上がる。壁高は， 床面から7cmであ

る。床面は凹凸が激しく， 施設等は認められなかった。遺構内堆積土は黒褐色の単層である。全体

的に薄く堆積しているが， 層中に含有物が見られないことから自然堆積と考えられる。

本遺構からは， 土師器片10点が出土した。このうちl点を図示した。図24- 3は， ロクロ成形の

鉢である。口縁部から体部上半の一部分が遺存している。｛本部上半は内湾し， 外傾する口縁部がつ

く。内面はミガキ後に黒色処理が施されている。

本遺構は， 全形を確認できなかったが，

一辺2m以上の遺構であると考えられる。住居跡である

可能性も残る。時期は出土した土器の特徴から， 9世紀頃と思われる。 （青 山）

7 号土坑 S K07（図16, 写真12)

本遺構は DlOグリッドに位置する。調査区中央部の平坦面に立地する。13 • 21号土坑が近接する。

検出面はLW上面である。

平面形は不整な楕円形である。規模は134X 106cmである。検出面から底面までの深さは最大で24

cmである。周壁はわずかに丸みを帯びて緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

堆積士は4層に分けられる。 R 1 ~ 3は流入土， P, 4は墜面崩落士及び流入士である。いずれの

層も自然堆積であると考えられる。

本士坑の各層中には炭化物や焼士が混入することや， 平面形や規模から木炭を焼成した遺構であ

る可能性も考えられる。出土遺物はなく， 所属時期は不明である。 （小 河）
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8 号土坑 S K08（図16 · 23, 写真12)

第2章 第3節 土 坑

本遺構は， 調査区西部のA•B8グリッドに位置する。調査区中央やや西よりの平坦部に立地す

る。北側2mに4• 5号土坑が近接する。検出面はLW上面である。

平面形は， N38
°

Wに主軸方位をもつ楕円形である。規模は162 X 100cmである。検出面から底面

までの深さは80cmである。壁は急な角度で立ち上がる。底面はLVである礫層まで掘り下げている。

底面には逆茂木の痕跡は認められなかった。

堆積土は4層からなる。 R 1 • 2は黒褐色土で， R 3は褐色土， ［ 4はにぶい黄褐色土が堆積し

ていた。レンズ状に堆積していることから， いずれも自然堆積である。

遺物は縄文土器片が2点出土した。 このうち1 点を図示した。図23- 7は朋部資料で， 器形は深

鉢になると推定でぎる。胎土に繊維混和痕が確認でぎる。外面に縄文， 内面に条痕が施されている。

本土坑は， 形状から落し穴斗犬土坑と考えられる。年代は， 出土土器から縄文時代早期末葉以降と

考えられる。 （青 山）

9 号土坑 S K09（図16 · 23, 写真13 · 29) 

本遺構は， 調査区西部の平坦部であるA8グリッドに位置する。北西に近接して， 6号士坑が位

置する。検出面はLW上面である。

平面形は円形である。規模は直径約1.lmである。検出面から底面までの深さは72cmである。壁

は垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦に造られ， LVの礫層まで掘り下げている。堆積土は6層に

分けられた。三角堆積やレンズ状堆積が認められることから， 目然堆積と判断した。

本士坑からは， 縄文士器が6点出士し， このうち3点を図示した。閲23- 8 ~10は， いずれも胎

土に繊維混和痕が認められる深鉢である。8は口縁部資料である。口唇部は角頭状になる。外面に

単節の縄文， 肉面に条痕が施されている。 9 • 10は外面に縄文が施される胴部資料である。

本土坑は， 規模や形から貯蔵穴の可能性が考えられる。時期は出土土器の特徴から， 縄文時代早

期末葉ころと考えられる。 （青 山）

10号土坑 S KlO（図16, 写真13)

本遺構はB• C 7グリッドに位置する。調査区中央部平坦面の遺構が集中する地域に立地する。

周匪には 1 号住居跡， 3 • 11号土坑が近接する。遺構検出面はLW上面である。

平面形は東西方向に長軸をもつ不整楕円形である。東壁は大きく撹乱を受け， 遺存していない。

長軸は遺存部分で110 X 100cmである。検出面から底面までの深さは最大で32cmを測る。周壁は底面

から丸みを帯びて， 緩やかに立ち上がる。底面には若干の凹凸がある。堆積土は2層に分けられる。

士質や士色の状況から， いずれの層も自然堆積と判断した。

出土遺物はなく ， 本遺構の性格及び時期は不明である。 （小 河）
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第1編 広谷地遺跡

11号土坑 SKll（図16, 写真13)

本遺構はC 7グリッドに位置する。調査区中央部の遺構が集中する平坦面に立地する。 周囲には

10 • 12号土坑， 東側約4mには 1 • 2号道跡が隣接する。検出面はLW上面である。

平面形は南北に長軸をもつ長方形である。規模は144X72cmである。検出面から底面までの深さ

は最大で20cmを測る。 周壁は緩やかに立ち上がり， 底面には若干の凹凸が認められる。堆積土は2

層に分けられた。いずれも流入土であると考えられ， 自然堆積と判断した。

出土遺物はなく ， 本遺構の性格及び時期は不明である。

12号土坑 S K12（図16 · 24, 写真13 · 30) 

（小 河）

本遺構は調査区中央部のC 7グリッドに位罹する。近接して11号土坑， 東側に 1 • 2号道跡が位

置する。遺構検出面はLW上面である。

平面形は西 側が後世の撹乱で壁が一部壊されているが， 不整円形であると思われる。規模は径約

lmである。検出面から底面までの深さ54cmを測る。底面は緩やかな窪みが認められ， 周壁は東西

北壁ともほぼ垂直に立ち上がるが， 南壁は若干緩やかに立ち上がる。

遺構内堆積士は 5層からなり， ［1 ~ 3の灰黄色士， R 4 • 5 の褐色士に大別される。R 4 • 5 

はレンズ状に堆積することから自然堆積と判断した。R 1 ~ 3は人為堆積の可能性も考えられる。

遺物は縄文土器片2点， 石器 1 点がR 1より出土した。縄文土器片は小破片のため， 図 示し得な

かった。縄文土器片は繊維混和痕が確認できる資料である。図24- 8に石器を示した。縦長の石匙

で上端部に袂りを入れ， つまみ部を形成している。周縁部に調整剥離を施し， 刃部を作り出している。

本遺構の時期は， 出士遺物の特徴から縄文時代早期以降と考えられる。形状から貯蔵穴の可能性

が高いと推測される。 （管 野）

13号土坑 S K13（図17, 写真13)

本遺構はD10グリッドに位置する。調査区中央の平坦面に立地する。 7号土坑が近接する。検出

面はLW上面である。

平面形は不整な楕円形を呈する。主軸方位はN53
°

Wである。規模は128X90cmを測り， 検出面

から底面までの深さは最大で16cmを測る。 周壁はやや急傾に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

堆積土は4層に分けられる。壁際からの流入状況が認められることから， いずれも自然流入土と考

えられる。

本遺構からの出土遺物はなく ， 所属時期や性柊は不明である。

14号土坑 S K14（図17 • 23, 写真13)

（小 河）

本遺構はB 7グリッドに位置する。調査区中央部やや西よりの平坦面に立地する。 3 • 16号土坑
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が近接する。検出面はLW上面である。

平面形は円形である。径約1.4mである。検出面から底面までの深さは最大で12cmを測る。周壁

は底面から緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で， 断面形は皿状になる。堆積土は単層で， 土質

の状況から自然堆積と考えられる。

堆積土内から縄文土器片2点が出土している。図23に示した。いずれの土器も胎土に繊維の混和

痕が認められる。11は深鉢の口縁部資料である。外反する器形である。口縁上部から端部にかけて

縄文が施され， 胴部文様帯と内面には条痕が施される。12は胴部資料である。外面に単節斜縄文，

内面に条痕文が施されている。

本遺構の時期は， 出士した遺物の特徴から縄文時代早期末葉以降であると考えられる。性格は不

明である。 （小 河）

15号土坑 S K15（図17, 写真13)

本遺構は調査区西部のB 6グリッドに位置する土坑である。周囲には2号土坑， 1号焼土遺構が

近接する。黄褐色士と黒褐色士が斑らに含んだ長方形として認識した。検出面はLW上面である。

本土坑の北壁と東壁の一部が撹乱により壊されている。遺存する平面形から， 隅丸長方形と推定

される。規模は遺存部で164X 112cmを測る。検出面から底面までの深さは最大で24 cmである。墜は

ほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

堆積土は 1層のみ確認された。にぶい黄褐色土と黒褐色土との混土であることから， 人為堆積で

あると考えられる。堆積土内から， 縄文土器片 1点， 土師器片9点が出土している。図示しなかっ

たが， 土師器はロクロ使用の黒色処理された杯である。

本遺構の時期は， 出士遺物の特徴から9世紀代と考えられる。性格は不明である。 （小 河）

16号土坑 S K16（図17, 写真13)

本遺構はB 7グリッドに位置する。調査区中央部のやや西よりの平坦面に立地する。 1号住居跡，

3 • 14号土坑が近接する。検出面はLW上面である。

平面形は東西がわずかに長い楕円形である。規模は118X 91cmを測る。検出面から底部までの深

さは最大で16cmである。壁面は丸みを帯びながら緩やかに立ち上がる。底面は若干の凹凸が認めら

れるが， 平坦である。堆積士は2層に分けられ， レンズ状堆積が認められることから自然流入士と

考えられる。

縄文土器片l点がP, 1 から出土しているが， 表面が摩耗しているため時期の判別はできない。胎

土に繊維混和痕が認められる。

本遺構の時期は， 出土遺物から縄文時代早期後半以降と考えられる。本遺構の性格や詳細な時期

は不明である。 （小 河）
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17号土坑 S K17（図17 · 23, 写真14)

第2章 第3節 土 坑

本土坑は， 調査区西側のA7グリッドに位置する。調査区西部の平坦面に立地している。近接し

て， 1号特殊遺構がある。検出面はLW上面である。

平面形は長楕円形である。主軸方位はN58
°

Eを示す。北東隅には突出する部分が認められる。

規模は22 7X9 3cmを測る。検出面から底面までの深さは12 cmと浅い。底面はほぼ平坦で， 断面形は

皿状となる。壁面は各壁とも底面から50度前後で立ち上がる。

堆積土は黄褐色土を主体とした2洒が認められた。三角堆積が認められることから， いずれも目

然堆積と判断した。

堆積土中から縄文土器片 1点が出土した。図2 3-13は£ lから出土した胴部資料である。外面に

縄文， 内面に条痕が施文されている。胎土には繊維混和痕が確認できる。

長楕円形をした土坑である。検出面から底面まで浅く， 遺存状況は良くない。時期は出土遺物の

特徴より， 縄文時代早期末葉以降と推測できる。性格は不明である。 （管 野）

18号土坑 S K18（図17, 写真14)

本遺構はC •D-13·14グリッドに位置する。調査区南よりの平坦面に立地する。近接して2.5

m南に 36号土坑がある。検出面はLW上面である。

平面形は不整楕円形を呈する。主軸方位はN 9 ° Wである。規模は140X 75cmで， 検出面から底

面までの深さは最大で2 4cmである。周壁はやや急傾である。底面はほぼ平坦である。

遺構内堆積土は2唇に分けられる。R, 1は炭化物粒や焼土粒を多星に含む唇であり， 流入土と判

断した。 ¢ 2は炭化物層である。出士遺物はR, 1より， 石器の剥片が2点出士している。

本土坑は， 壁面には明確な熱変化は認められないが， 炭化物層が認められることから木炭焼成土

坑と判断した。時期を特定できる資料はなく， 詳細な時期は不明である。 （小 河）

19号土坑 S K19（図18, 写真14)

本遺構はE 9グリッドに位憤する。調査区中央東よりの平坦面に立地する。南東10mに2号特殊

遺構が位置する。黒褐色土の長方形として認識した。検出面はLW上面である。

平面形は南北に主軸方位をもつ長方形である。規模は136X8 3cmである。検出面から底面までの

深さは最大で2 0cmである。周壁は， 西壁においてはやや急傾に立ち上がり， 東壁はほぼ直角に立ち

上がる。北東隅を除いた壁面には焼土化範囲が認められ， 焼土壁は約1 cmの厚さで焼けていた。底

面はほぼ平坦である。堆積士は2層に分けられる。R, 1は自然流入士， ［ 2は遺構底面に堆積する

炭化物唇である。

本士坑は炭化物層や焼士化範囲が認められることから， 木炭焼成士坑と判断した。出士遺物はな

く， 詳細な時期は不明である。 （小 河）
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20号土坑 S K20（図18, 写真14)

本遺構はD7グリッドに位置し， 調査区中央部の平坦面に立地する。 6m東に1 • 2号道跡が位

固する。 検出面はLW上面である。

平面形は直径約lmの不整な円形である。 検出面から底面までの深さは， 遺存の良い東壁で最大

16cmを測る。 東壁はほぼ垂直に立ち上がる。 西壁は緩く ， わずかに立ち上がる。 底面はほぼ平坦で

あるが， 西壁に向かって傾斜する。

遺構内堆積土は3層である。 壁際からの流入状況が認められることから， いずれも自然堆積であ

ると考えられる。 ¢ l からは黒色処理を施したロクロ士師器片l点が出士している。

本土坑からはロクロ土師器が出土しているが， 流入土によるため明確な時期決定資料とは言えな

い。また検出面から底面までの深さが浅く ， 遺存状況が悪いことから， 性格は不明である。 （小 河）

21号土坑 S K21（図18, 写真14)

本遺構はE 9 • 10 グリッドに位置する。 調査区中央の平坦面に立地する。 南西に7 • 13号土坑が

近接する。 検出面はLW上面である。

平面形は長方形を里し， 規模は105 X 87cmを測る。 検出面から底面までの深さは25cmである。 周

壁はやや急傾に立ち上がる。 壁面すべてに焼土化範囲が認められる。 焼土の厚さは1 cmを測る。 底

面はほぼ平坦である。 堆積土は4層に分けられる。 £ 1 ~ £ 3は壁際からの流入状況が認められる

ことから， 自然堆積土と考えられる。 £ 4は炭化物層である。

本土坑は， 炭化物唇並びに焼土化範匪が認められることから， 木炭焼成土坑と判断した。 出土遺

物はなく ， 詳細な時期は不明である。 （小 河）

22号土坑 S K2 2（図18, 写真14)

本遺構は調査区北側のC 4グリッドに位置し， L皿で検出した。 平面形は長方形を呈し， 主軸方

位はN52
°

Eを示す。 規模は91 X6lcmを測り ， 検出面からの深さは最大10 cmである。

周壁は底面から全体的に急角度で傾斜する。 南西側の壁上端には焼士化範囲が認められ， その厚

さは1 cmを測る。 底面はおおむね水平である。 堆積土は単層で， 底面直上には炭化物が， 壁際には

焼士粒や黄褐色士塊が認められた。 遺物は出士していない。

本遺構は， 焼土化した壁面や底面上に炭化物を多く含むことから木炭焼成土坑と判断した。 所属

時期は不明である。 （國 井）

23号土坑 S K23（図18, 写真14)

本士坑はF 6 グリッドに位置する。 調査区北東の平坦な地形に立地する。 試掘調査時において，

確認された遺構である。 本遺構に重複する遺構はなく， 北5m程に24 • 25号土坑が位置する。 黒褐
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色土の楕円形として認められた。検出面は， LN上面である。

平面形は主軸 方位を東西方向にもつ楕円形である。 規模は115 X84cmである。検出面から底面ま

での深さは7 cmである。周壁は緩やかに立ち上がる。北・南壁の一部に焼土化範囲が認められる。

焼土の厚さは2mm程度である。底面はほぼ平坦に造られている。堆積土は黒褐色土の 1 層のみで，

自然堆積と考えられる。

本土坑は焼土化した壁面が認められることから， 木炭焼成土坑と考えられる。 出土遺物はなく ，

詳細な時期は不明である。 （三 浦）

24号土坑 S K24（図18 · 24, 写真14 · 29) 

本遺構はF 6グリッドに位置する。調査区北東の平坦な地形に立地する。重複する遺構はない。

近接して西5mに45号土坑， 南 5mに32号土坑が位置する。検出面はLW上面で， ぼんやりした暗

褐色の円形として確認した。

平面形は円形を基調としているが， 北壁の一部がわずかに張り出した形である。規模は136 X 132 

cmである。検出面から底面までの深さは40cmである。壁面は垂直に近い角度で立ち上がる。底面は

中央から壁面にかけて丸みを帯びる。底面に硬化状況は認められなかった。

堆積士は4層に分層した。f 1 ~ 3は炭化物を含んだ暗褐色士・褐色士で， いずれの層も流入士

である。f 4は壁面崩落土と判断した。f 2中には粒径や色・質などの特徴から， 降下火山灰と考

えられる白色砂粒が流入していた。

出土遺物はf 1 中から土師器片が14点出士している。小破片が多いが， 1 点図示した。図24- 1 

は壺または甕の胴部資料と考えられる。器壁は薄く ， 堅い。外面は細かいハケ目で調整されている。

内面はナデにより仕上げられている。 出士した遺物は胎士や調整の特徴から古墳時代前期の士師器

片であると考えられる。

本士坑は円筒吠の土坑である。堆積士中には降下火山灰と考えられる白色砂粒が認められた。均

ーではないため， 流入して堆積したと判断している。 出土遺物の特徴から， 古墳時代前期の土坑と

推測している。底面に硬化面は認められない。形体から貯蔵穴の可能性も考えられる。なお ， 出土

炭化物の放射性炭素年代測定では， 2世紀前半～4世紀中頃の結果が得られた。 （三 浦）

25号土坑 S K25（図18, 写真15)

本遺構は， 調査区北東端のF 3 • 4グリッドに位置する土坑である。川房川へ向かって下る傾斜

の変換地点に立地する。重複する遺構はない。26号土坑と2号焼土遺構が近接する。検出面はLW

上面で， ぼんやりした暗褐色の楕円形として確認した。

平面形は主軸を東西方向にもつ楕円形である。規模は159 X 112cmである。検出面から底面までの

深さは12cmを測る。底面から壁面にかけて， 皿状に緩やかに立ち上がる。底面は丸みを帯びる。

堆積土は2層に分けた。土質からいずれも自然堆積と判断した。土層断面図には図示できなかっ
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たが， 壁面近くの堆積土中には弱い被熱した土が見受けられる。 おそらく， 翁＜被熱した壁面が崩

落し， 流入土とともに堆積した土ではないかと推測している。 出土遺物は縄文土器片3点が出土し

たが， 小破片のため図示できなかった。

本土坑は壁面や底面に焼土化範囲が認められなかったものの， 規模や堆積土の状況より木炭焼成

土坑であると想定される。 出土遺物はなく， 詳細な時期は特定できない。 （三 浦）

26号土坑 S K26（図19, 写真15)

本遺構は， 調査区北東端のE 3 • 4グリッドに位置する。 川房川へ下る傾斜変換点に立地する。

重複する遺構はないが， 25号士坑， 1 ・2号道跡が近接する。 検出面はLN上面で， ぼんやりした

暗褐色の円形として確認した。

平面形は直径約1.3mの円形を基調としている。 検出面から底面までの深さは， 23cmを測る。 底

面から壁面にかけて， 丸みを帯びながら緩やかに立ち上がる。 壁面の一部に焼土化範囲が認められ

る。 焼土の厚さは， 最も厚い部分 で2 mm程度である。 堆積土は2層に分層した。 いずれも炭化物を

含んだ層で， 自然堆積と判断している。 出士遺物はなかった。

本土坑は焼土化した壁面が認められることから， 木炭焼成土坑であると考えられる。 出土遺物は

なく， 詳細な時期の特定はできない。 （三 浦）

27号土坑 S K27（図19, 写真15)

本遺構は， 調査区北側のD 5グリッドに位置する。 重複する遺構はないが， S K 28 • 30, 1 • 2 

号道跡が近接する。 遺構検出面はL皿である。

平面形は楕円形を呈し， 主軸方位はN15
°

Wを示す。 規模は142 X 138cmを測り， 検出面からの深

さは最大27cmである。 周壁は， 底面から全体的に急角度で立ち上がるが， 東壁と南壁の上部では緩

やかに傾斜する。 底面はおおむね平坦である。 堆積士は4層に分 けられ， ［1 ~ 3がレンズ状の堆

積を示すが， ［ 4 は炭化物を多量に含み水平に堆積する。

遺物は土師器片45点が出土したが， 細片のため図示していない。 器種は杯・甕で， いずれもロク

ロ成形のものである。 士師器杯の特徴は， 内面黒色処理を施すものと施さないものが見られ， 底部

は匝転糸切り後に回転ヘラケズリ再調整が施されている。

本遺構は， 底面上に炭化物を多く含むことから木炭焼成士坑と判断した。 時期は， 出士遺物から

9世紀代と考えられる。

28号土坑 S K28（図19 • 23 • 24, 写真15 • 29) 

（國 井）

本遺構は調査区北側のD 5グリッドに位置する。 重複する遺構はないが， S K 27 • 30, 1 • 2号

道跡が近接する。 遺構検出面はLN上面である。 遺構の北西側は， 木根により一部壊されている。

平面形は長楕可形で， 規模は122 X 88cmを測る。 検出面からの深さは最大19cmである。 周壁は底
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面から急な角度で立ち上がり， 底面はおおむね平坦である。 堆積土は2層に分けられ， レンズ状の

堆積を示すことから 自然堆積と判断した。

遺物は縄文土器片4点， 石器1点が出土し， そのうち縄文土器と石器を各l点ずつ図示した。 図

23-14は口縁部破片で， 外面は条痕地文上に半歓竹管の凹面で2本同時施文により文様が描かれて

いる。 内面には条痕が施され， 口縁部上端にのみ縄文が施されている。 図 24- 9は掻器である。 縦

長剥片の先端部と側面部に刃部を形成し， 側縁部刃部の作り出しを両面から行っている。

本遺構の性格は不明である。 時期は， 出土遺物から縄文時代早期末葉と考えられる。 （國 井）

29号土坑 S K29（図19, 写真15)

本遺構はClOグリッドに位置する土坑である。 調査区中央部の平坦面に立地する。 重複する遺構

はないが， 西側に1 • 2号遥跡が近接する。 検出面はLN上面で， 焼土化範囲内の暗褐色土の長方

形として確認した。

平面形は主軸が南北方向を示す長方形である。 規模は 70X57cmである。 検出面から底面までの深

さは， 22cmを測る。 東南北墜はほぼ垂直に立ち上がる。 西壁は底面から検出面にかけて大きくオ ー

バ ー ハングして立ち上がる。 西壁は近接する後世の倒木痕より， 地山が持ち上げられて大きく挟れ

た現在の状態になったと想定している。 壁面は全周壁において， よく焼けている。 焼士化範囲の厚

さは1 cmである。 底面はおおむね平坦に造られているが， 中央部がわずかに窪む。

堆積土は2層に分層した。 R, 1は炭化物を多量に含んだ暗褐色土で流入土である。 R, 2は炭化物

層である。 出土遺物は認められなかった。

本土坑は焼土化範囲と炭化物層が認められることから， 木炭焼成土坑と考えられる。 出土遺物は

なく， 詳細な時期は不明である。 （三 浦）

30号土坑 S K3 0（図19, 写真15)

本遺構はB10グリッドに位置する。 調査区中央部西側の平坦面に立地する。 本遺構に直複する遺

構はなく， 東側4 mに1 • 2号道跡が位置する。 検出面はLW上面で， ぼんやりした暗褐色土の円

形として確認した。

平面形は直径2 mの円形である。 検出面から底面までの深さは， 約1.lmを測る。 東西南壁面は

ほぼ垂直に立ち上がる。 北墜は底面から墜面中程までオ ー バ ー ハングしながら立ち上がり， 垂直に

立ち上がりながら検出面に至る。 底面は丸みを帯びながら壁面に至る。 LVの礫層まで掘り込んで，

底面としている。

堆積士は7層に区分した。 土層観察により， レンズ状や三角堆積が認められることからすべて自

然堆積であると判断した。 £ lは暗褐色土を主体とした最上層に認められる流入土である。 R, 2. 

3は褐色士を主体とした流入士である。 R, 4はLWを基調とする黄褐色士であり， 墜面崩落士及び

流入土である。 R, 5は当時の表土であるLIII由来の流入土である。 f 6 • 7は壁面崩落土及び流入
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土である。 堆積土中から出土遺物はなかった。

本土坑は平面形が円形で， 断面形がフラスコ状に底面が挟れた形状の 土坑である。 出土遺物はな

かったが ， 形態より縄文時代の貯蔵穴と判断している。 （三 浦）

31号土坑 S K31（図20, 写真16)

本遺構は， 調査区北側のD 5 グリッドに位置する。 遺構検出面はLIIIである。 平面形は長方形を

呈し， 主軸方位はN48
°

Eを示す。 規模は98X54cmを測り ， 検出面からの深さは最大 5 cmである。

周壁は底面から全体的に緩やかに立ち上がり， 底面は水平である。 堆積土は単層で， 底面直上には

炭化物が ， 壁際には焼士粒が認められた。 遺物は出士していない。

本遺構は， 底面上に炭化物を多く含むことから木炭焼成土坑と判断した。 出土遺物はなく ， 所属

時期は不明である。 （國 井）

32号土坑 S K32（図20, 写真16)

本遺構は， 調査区南側のA14グリッドに位置する。 遺構検出面は1号道跡西側溝上面である。 そ

のため， 本遺構は1号道跡と重複しており ， 本遺構の方が新しい。 平面形は楕円形と推測され， 主

軸方位はN25
°

Eを示す。 規模は100X80cmを測り ， 検出面からの深さは最大 7cmである。 周壁は

底面から比較的緩やかに立ち上がり ， 底面は平坦である。 堆積土は単層で， 底面直上には炭化物粒

が ， 壁際には焼土粒が認められた。 遺物は出土していない。

本遺構は， 底面上に炭化物粒を多く含むことから木炭焼成土坑と考えられる。 所属時期は不明で

あるが ， 重複する1号道跡西側溝の埋没以降に構築されている。 （國 井）

33号土坑 S K33（図20, 写真16)

本遺構は， 調査区南側のB14グリッドに位箇する。 遺構検出面はLIIIである。 平面形は円形を旱

し， 規模は直径77cmを測る。 検出面からの深さは最大9cmである。 周壁は底面から緩やかに立ち上

がり ， 底面は平坦である。 堆積土は2層に分けられ， レンズ状の堆積を示すことから自然堆積と判

断した。 底面直上には炭化物粒が認められた。 遺物は出士していない。

本遺構は， 底面上に炭化物粒を多く含むことから木炭焼成土坑と考えられる。 所属時期は不明で

ある。 なお ， 出士炭化物の放射性炭素年代測定では7世紀後半～8世紀後半の結果が得られた。

（國 井）

34号土坑 S K34（図20, 写真16)

本遺構は， 調査区北側のD 6グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構内堆積土

は4層に細分し， 堆積状況から流入や壁崩落の様相が認められることから自然堆積と判断した。 平

面形は円形を呈し， 規模は直径140cmを測る。 検出面からの深さは最大37cmである。 周壁は底面か
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ら直立気味に立ち上がり， 底面はおおむね平坦である。

遺物は縄文土器片5点， 石器 1点が出土しているが， 図示していない。 縄文土器は， いずれも外

面に条痕文が施されている。

本土坑は， その形状から貯蔵穴と考えている。 所属時期は， 出土遺物から縄文時代早期末葉と推

定される。 （國 井）

35号土坑 S K35（図20, 写真16)

本遺構は， 調査区北側のC 2グリッドに位置する。 調査区境で検出され， L皿上面から掘り込ま

れていることが確認された。 平面形は円形もしくは楕円形と推測され， 規模は180X70cmを測る。

検出面からの深さは最大56cmである。 周壁は底面から急な角度で立ち上がり， 底面はおおむね平坦

である。 堆積土は4層に細分し， レンズ状堆積を示すことから自然堆積と判断した。

本遺構は， 調査区外に延びるため半分ほどが確認されている。 詳細な時期は不明であるが， 掘込

面から判断して縄文時代のものと考えている。 （國 井）

36号土坑 S K36（図20, 写真16)

本遺構は， 調査区南よりの C 13グリッドに位鷹する。 周辺の地形は平坦である。 遺構検出面は L

w上面で， 暗褐色土の広がりとして検出した。 約lm東に18号土坑が近接して存在する。

平面形は長方形で， 主軸方向はN25
°

Wである。 規模は107X 80cmで， 検出面から底面までの深

さは約20cmを測る。 底面は不整な長方形で， 規模は91X62cmを測る。 南底面が深く， 北へ向かって

緩やかに浅くなる。 底面はやや丸みを帯びる。 壁面は急角度で立ち上がる。 北東隅の壁面に焼土化

範匪がわずかに確認できる。 焼士化した墜の厚さは， 2 cm程度である。 遺構内堆積士は3層確認し

た。 £ 1 • 2は炭化物を含む流入土， P, 3は壁面崩落土であろう。

本士坑は焼士化範囲が認められることから， 木炭焼成士坑と判断した。 堆積士中から遺物の出士

はなく， 年代は不明である。 （宮 田）

37号土坑 S K37（図21， 写真16)

本土坑はE 12グリッドに位置し， 調査区中央部の東端に立地する。 調査区内の未調査地区壁に，

炭化物粒を含んだ褐色士の落ち込みとして確認した。 調査区壁において断面図を作成した後， 調査

区外を一部拡張し平面形を確認した。 掘り込み面は L皿上面である。 董複する遺構はないが， 北 7

mに3号住居跡が位置する。

平面形は主軸方位を南北方向に示す隅丸長方形である。 規模は81X65cmである。 壁面において確

認した掘込面から底面までの深さは， 40cmである。 底面から壁面にかけては緩やかに立ち上がる。

底面は平坦である。 堆積士は 1 層のみ確認した。 士質から自然堆積と判断した。

出土遺物はなく， 本土坑の時期や機能は特定できなかった。
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38号土坑 S K38（図21 · 24, 写真16)

本土坑はF13グリッドに位置する。調査区南よりの東端に立地し， 北側10mに 37号土坑が位置す

る。検出面は LW上面で， 「コ」の字形に検出された焼土化範囲と褐色土の広がりとして認めた。

平面形は長方形である。主軸方位はN46
°

Eである。規模は175X 127cmである。検出面から底面

までの深さは， 16cmを測る。壁面はほぼ垂直に立ち上がる。南北東壁に焼土化範囲が認められる。

焼土化した壁の厚さは 1 cm程度である。底面はほぼ平坦である。

堆積土は2層に区分した。 R, 1は土質や土色の様子から自然堆積と判断した。 R, 2は黄褐色土塊

や焼士粒を微量含む炭化物層である。

出土遺物は土師器片40点が， 散在して出土した。残りの良い資料3点を図示した。 図24-4 ~ 6 

はロクロ成形の杯である。4は底部が欠損しているが， 体部は内湾しながら立ち上がる。 口縁部は

わずかに外反する。内面は黒色処理を施している。 5 • 6 は底部資料である。 5 は回転糸切り後，

回転ヘラケズリにより再調整を行っている。底部中央にわずかに回転糸切り痕が観察できる。 6の

底部には再調整後の回転ヘラケズリ痕のみが観察できる。

本土坑は， 今匝， 調査を行った広谷地遺跡内において最も大型の木炭焼成土坑である。時期は出

士遺物の特徴から， 9世紀前半以降と推測している。 （三 浦）

39号土坑 S K39（図21, 写真17)

調査区北側の D 5 グリッドに位置する土坑である。遺構検出面は LW上面である。遺構の東側の

上部が2号追跡東側溝に壊されているため ， 本遺構の方が古い。

平面形は不整な長楕円形を呈し， 主軸方向はN35
°

Wである。規模は133X90cmを測り， 検出面

からの深さは最大76cmである。底面の平面形は長方形を呈し， 規模は 97X53cmを測る。周壁は底面

から垂直気味に立ち上がり， 上半部では下半部に比べて立ち上がりが緩くなる。底面は平坦で， 中

央部には直径20cm, 深さ 22cmのピットが認められる。堆積土は4層に細分し， レンズ状の堆積を示

す自然堆積と判断した。 R 3 • 4は壁の崩落土と考えられる。遺物は出土していない。

本遺構は， 底面にピットをもつ落し穴状士坑である。時期は堆積士の特徴から縄文時代と考えら

れる。 （國 井）

40号土坑 S K40（図21 • 23, 写真17 • 29) 

本遺構は， 調査区北側のE3グリッドに位置する。遺構検出面は LW上面である。遺構の東側の

上部が 1号道跡東側溝に壊されているため ， 本遺構の方が古い。遺構内堆積士は4層に細分し， レ

ンズ状の堆積を示すことから自然堆積と判断した。

平面形は楕円形を呈し， 規模は122X 109cmを測る。検出面からの深さは最大46cmである。周壁は，

西壁でわずかにオーバーハングするが， それ以外は直立気味に立ち上がる。底面は平坦である。
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遺物は， 縄文土器片 5点， 石器l点が出土している。 そのうち縄文土器l点を図示した。 図23-

15は縄文時代早期末葉の破片で， 外面の上部に条痕地文， 地文に縄文が施され ， 上部には半歓竹管

の凹面で文様が描かれた後に， 地文境に円形状の刺突が施されている。 また， 内面には条痕が施さ

れている。

本遺構は， 形吠から貯蔵穴と考えている。 本遺構の年代は， 出土遺物から縄文時代早期末葉と推

定される。 （國 井）

41号土坑 S K41（図21， 写真17)

本士坑は， ClOグリッドに位贋する。 調査区ほぼ中央の平坦面に立地する。 重複する遺構はない

が， 西に近接して 1 • 2号道跡が南北に延びている。 炭化物を含んだ暗褐色土の不整楕円形として

認識した。 検出面はLWである。

平面形は東側が膨らむ楕円形である。 主軸方位はN73
°

Wである。 規模は136X89cmである。 検

出面から底面までの深さは26cmを測る。 壁面の遺存状況が悪いが， 壁面はほぼ垂直に立ち上がるよ

うである。 西壁と北壁の一部に焼士化範囲が認められる。 焼士化した壁の厚さは 1 cm程度である。

底面は平坦に造られている。

堆積士は2層確認した。 士質や三角堆積が認められることから， 自然堆積と判断した。 出士遺物

はなかった。

本土坑は焼土化範囲が認められることから， 木炭焼成土坑と判断した。 出土遺物はなく ， 時期の

特定はできない。 （三 浦）

42号土坑 S K42（図21, 写真17)

本土坑はD14グリッドに位置する。 調査区中央南端の平坦面に立地する。 調査区境の断面に， 焼

土化した壁と炭化物粒を含んだ黒褐色士の落ち込みを確認した。 調査区壁において断面図を作成し

た後， 未調査地区の一部を拡張し平面形を確認した。 遺構の掘込面はL皿上面である。 蛍複する遺

構はないが， 北西7mに18号土坑が位置する。

平面形は東西方向に主軸をもつ隅丸長方形である。 規模は118X80cmである。 遺構掘り込み面か

ら底面までの深さは， 46cmを測る。 撹乱が認められ壁面の状況は悪いが， 底面から丸みを帯び なが

ら立ち上がるようである。 南北東壁に焼士化範囲が認められる。 焼士化した壁の厚さは2cm程度で

ある。 底面は平坦に造られている。

堆積土は4層に区分した。 R, 1 ~ 3は， 炭化物を含んだ暗褐色土及び黒褐色土を主体とした層で，

レンズ状堆積であることから自然堆積と判断した。 R, 4は炭化物層である。 出士遺物はなかった。

本土坑は焼土化した壁面が認められ ， 底面上に炭化物層が堆積していることから， 木炭焼成土坑

である。 出士遺物はなく ， 詳細な時期は特定できない。 なお， 出士炭化物の放射性炭素年代測定で

は， 7世紀中頃～8世紀後半の結果が得られた。 （三 浦）
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5 黒褐色土10YR3/1（炭化物粒少量）
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7 黒褐色土10YR2/2（炭化物粒・焼土粒少量）

゜

LV 

1m 
(1/40) 

図22 43 • 44号上坑

43号土坑 S K43（図22 • 23, 写真17 • 29) 

本遺構は， 調査区北側のC ·D6グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構の上

部が1 • 2号道跡の西側溝に壊されているため， 本遺構の方が古い。 遺構内堆積士は5層に細分し，

レンズ状の堆積を示すことからおおむね自然堆積と判断した。

開口部の平面形は円形を呈し， 規模は直径210cmを測る。 検出面から底面までの深さは， 最大102

cmである。 周壁は， 西壁と東壁で僅かにオ ー バ ー ハングしているが， それ以外は底面から直立気味

に立ち上がる。 底面は平坦である。 遺構の掘り込みは， LVの礫層上面で止めている。

遺物は縄文土器片2点が出土している。 いずれも胎土に植物繊維が混和されている。 そのうち，

1点を図示した。 図23-16は縄文時代早期末葉の破片で， 外面には条痕と縄文が， 内面には条痕が

施されている。

本遺構は， 大型の土坑で形状から貯蔵穴と考えている。 年代は， 出土遺物から縄文時代早期末葉

と推定される。 （國 井）
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図24 士坑出士遣物 (2)

/ 8 (SK12い1)
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重さ：8.7 g 
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こ
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幅 ：3.2 cm 石質 ：頁岩
厚さ：1.3 cm 

5cm 
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44号土坑 S K44（図22~24, 写真18 • 29 • 30) 

本遺構は， 調査区北側のC ·Dグリッドに位置する。遺構検出面はLIV上面である。本遺構の上

部が 1 • 2号道跡の西側溝に壊されているため， 本遺構の方が古い。遺構内堆積士は7層に細分し

た。 そのうち， Q 4には手のひら大の円礫が多量に投げ込まれ， Q 7は水平堆積を示している。 t

4 • 7以外はレンズ状の堆積を示す。このことからQ 4 • 7以外は自然堆積と判断した。

平面形は円形を呈し， 規模は直径210cmを測る。検出面からの深さは， 最大95cmである。底面の

平面形は楕円形を呈し， 規模は175 X 15 0cmを測る。そのため， 周壁は底面から壁上部にかけてオ ー

バ ー ハングし， 上端部にかけて外傾気味に立ち上がる。底面は平坦で， LV上面まで掘り込んでい

る。南壁際からは図23-22に示した縄文土器が底面上に伏せられた状態で出土した。

遺物は縄文土器片35点， 石器 1点が出土している。このうち， 縄文土器6点と石器を図示した。

図23-22のみが本遺構に伴うものと考えられる。

図23-17 • 18は薄手の土器で， 条痕地文と縄文地文の境には2段の縄圧痕が施され， 条痕地文上

に半戟竹管の凹面で2本同時施文により文様が猫かれている。同一個体と考えられる。19~21は，

外面に縄文， 内面に条痕文が施されている。22は， 底部と口縁部の一部を欠いたもので， 胴部がや

や膨らみ口縁部が外反する器形を呈する。内外面ともに条痕文が施されている。

図24-7は先端部が欠損する石鏃で， 埜部が凹枯となる。器体を整えるために， 側縁部と基部に
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第2章 第4節 焼土遺構

両面から比較的細かい調整剥離を加えている。

本遺構は形状から大型の貯蔵穴と考えている。 本遺構の年代は， 出士遺物から縄文時代早期末葉

と推定される。 （國 井）

45号土坑 S K45（図21, 写真18)

本遺構は， 調査区北側のE 6グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構の北西側

の一部が木根により壊されている。 遺構内堆積士は5層に細分し， レンズ状の堆積を示すことから

自然堆積と判断した。

平面形は， ほぼ円形を呈し， 規模は長径100cmを測る。 検出面から底面までの深さは最大60cmで

ある。 周壁は， 底面から中位までオ ー バ ー ハングしているが， 壁上半は外傾気味に立ち上がる。 底

面は平坦である。 遺物は， 胎土に植物繊維を混和した縄文土器片1点が出土している。

本遺構は形状から小型の貯蔵穴と考えている。 本遺構の年代は， 出土遺物から縄文時代早期末葉

と推定される。 （國 井）

第4節 焼 士 遺 構

本節は， 小穴など住居内に付随した関連遺構が認められない， 屋外炉と判断できる焼土化範囲を

焼土遺構としてまとめた。 3拮の焼土遺構が該当する。 主に調査区北半に認められ， 縄文土器片の

分布域に重なる。 遺物が出土しないため焼土遺構の時期は不明であるが， 縄文時代に機能した遺構

であると推測している。

1号焼土遺構 S GOl（図25, 写真19)

本遺構は調査区西側のB 6グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構は標高58.4

mの地点に構築されていた。 北西側に2 • 15号士坑が位罹する。
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図25 1 ~3号焼土遺構
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第1編 広谷地遺跡

平面形は東西方向に長い楕円形である。一部は撹乱により壊されている。規模は125X 56cmを測

る。焼土化範囲は， 最も厚い部分で8 cmを測る。焼土化が及んだ内部には石など認められなかった。

遺物は出土していない。

本遺構は， 長軸が1.2mを超える焼土遺構である。焼土が厚いことから， 長期間にわたり強い火

力を用いていたと想定できる。出土遺物がなく時期については不明である。縄文時代早期後半の竪

穴住居跡が近接することや周囲から縄文土器が出土することなどから， 縄文時代に属する屋外炉の

可能性も考えられる。 （管 野）

2 号焼土遺構 S G02（図25, 写真19)

本遺構は調査区北側のF4グリッドに位置する。 ほぼ平坦な地形に立地する。遺構検出面はLN

上面である。試掘調査時において， 確認された遺構である。重複する遺構はなく， 北東2.5mに25

号土坑が位置する。

平面形は南北に長い不整な楕円形である。規模は61X27crnを測る。焼土の厚さは4cmである。周

囲の精査を行い関連する小穴の検出を試みたが， 小穴は認められなかった。

遺物の出土はなく， 詳細な時期は不明である。 （三 浦）

3 号焼土遺構 sGO3 （図25, 写真19)

本遺構は， 調査区北側のC 4グリッドに位置する。遺構検出面はLW上面である。焼土化範囲は

不整円形を呈し， 直径50cmにわたって暗赤褐色に焼けている。その厚さは最大20cmまで逹する。表

面はかなり硬く焼き締まっている。その周囲には， 若干であるが炭化物粒が認められる。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

第5節 道 跡

1 号道跡 S FOl 

遺 構（図26 • 28, 写真20~22)

本遺構は， 調査区を直綜状に縦走するため広範囲にわたって確認された。道跡の全容については，

北側が川房川による崩落のため失われている。南側は調査区外に延びている。32 • 39 • 40 • 43 • 44 

号土坑， 2号道跡と重複しており， 39 • 40 • 43 • 44号土坑， 2号道跡より新しく， 時期不明の32号

土坑より古い。特に， 本遺構は2号道跡の上に重なるように確認された。道跡は， 調査区北側の断

面より， L Il上面から掘り込まれている。道跡の現況は， C •D6グリッドから北側が溝状の窪地

として確認され， 北端部では切り通し状の地形として捉えられていた。

遺構は， 幅の異なる溝跡2本が並行する状態で確認され， 溝と溝の間の一部に踏み締まりが認め

られることから道跡と判断した。遺構の名称については 西側の溝跡を西側溝， 東側の溝跡を東側
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第1編 広谷地遺跡

溝溝と溝の問を路面として記述する。 また， 路面と側溝底面の硬化範囲は， 網点で示した。

道跡はおおむね直線的に伸びているが， C • D 6, B • C 10, B 12グリッドの3地 点でわずかな

ずれが認められる。 このため， 道跡の主軸方向はN11~24
°

Eの範囲で傾く。 路面は， 調査区北端

と南西端の断面のみで路面上の硬化範匪として確認されている。 このため， 路面のはとんどは， 検

出の際に壊したものと考えられ， 本来の状態ではない。

道跡の規模は， 最長153.6mを測る。 路面幅は， 両側溝の内側上端で1.2~ 3.4mを測り， 幅にばら

つきが見られる。 側溝は， 西側溝が幅40~66cm, 深さ6~ 35cm, 東側溝が幅20~58cm, 深さ2~29 

cmを測る。 西側溝は， 全体的に梧50cm, 深さ 30cmとほぼ一定しているが， 南側に向かって側溝は浅

くなる。 東側溝は幅がおおむね30cmで， 深さは北端部のみが深く， それ以外は10cm以下と非常に浅

くなる。 そのため， 東側溝はB 14 • D 6グリッドで途切れてしまい， B 14グリッド以南では側溝が

確認されない。 西側溝は東側溝に比べ輻が広く， 深く掘り込まれている。 この他， 西側溝の底面で

は部分的に踏み締まりが確認された。

側溝の堆積土は， 両側溝ともに4層に細分され， レンズ状の堆積を示すことから自然堆積と判断

した。 堆積土の上部には， L IIに近似する士層が認められる。 この他， 調査区北側の西側溝底面上

には， 小礫と砂が堆積した部分（写真図版20 • 22)が認められた。

造 物（図29, 写真30)

遺物は縄文土器片4点土師器片35点， 鉄製品l点が出土している。 そのうち ， 縄文土器2 点と

土師器3点を図示した。 いずれも， 本遺構に伴うものではない。

図29- 1 • 2は胎土に植物繊維を混利する縄文土器で， 条痕地文と縄文地文に分けられ， 条痕地

文上に半歓竹管の凹面で文様を描いた後， 地文境に円形状の刺突が施されている。 これらは同一個

体と考えられ， また40号士坑から出士した図2 3-15の縄文士器も同一個体と考えている。

同図3~ 5はロクロ成形による土師器の底部片で， 器種は3が甕， 4 • 5が杯である。 4 • 5の

内面にはヘラミガキ後に黒色処理を施している。 底部の切り離しは， 5が回転糸切りであるが， 4 

は底部から体部下端にかけて回転ヘラケズリ再調整が施されている。

まとめ

本遺構は， 両側に側溝を伴う直線的な道跡である。 2号道跡の両側溝が埋め戻されてから， 本遺

構が構築されるまでに時間差は認められなかった。 また， 本遺構が2号道跡とほぼ一致するように

軍なることから， 本遺構は2号道跡が新しく造り替えられたものと考えている。 出士遺物では， 9 

世紀代の土師器が最も新しい。 この他， 明治17年に作成した地籍図には， 本遺構に一致する道跡が

記されていない。 遺構の時期は， 9世紀後半から明治17年以前の範囲で考えたい。 （國 井）

2号道跡 S F02 

遠 構（図27 · 28, 写真20~22)

本遺構は， 調査区を直綜状に縦走するため広範囲に渡って確認されている。 2号住居跡， 4 3 • 44 
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図28 1 · 2 号道跡
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号土坑， 1号造跡と重複しており， 43 • 44号土坑より新しく， 1号造跡より古い。 本遺構は， 1号

道跡と重なるように確認される。

本遺構を判断した理由や各部の呼称については， 1号造跡に記載したとおりである。 路面は， 調

査区北端と南西端の断面で確認されている。

道跡の規模は， 1号道跡と同様に最長153.6mを測る。 道跡の主軸方向はN11~24
°

Eの範囲で

傾いている。 道幅は， 両側溝の内側上端で3.4~5.7mを測る。 側溝は西側溝が幅35~65cm， 深さ39

~64cm, 東側溝が幅20~67cm, 深さ6 ~46cmを測る。 西側溝は， 東壁上半部が 1号道跡に壊されて

いるため遺存幅で示したが， 深さは45~50cmと安定している。 これに対し， 東側溝は調査区北端と

南端を除けば10cm前後と浅くなり， A14グリッドでは側溝が途切れる。

側溝の堆積士は， 西側溝で4層， 東側溝で5層に細分された。 おおむねレンズ状の堆積を示すも

のの， 両側溝とも部分的にLW塊が含まれることから， 人為的に堆積したものと考えられる。

遺 物（図29, 写真30)

遺物は縄文土器片9点， 土師器片82点， 石器2点， 鉄製品1 点が出土している。 土師器の多くは，

C6 • 7, D5グリッドの西側溝から出士しており， 中には底面から出土したものもある。 これら

の土師器の時期は9世紀代である。 出土遺物の中で最も新しいものである。

図29- 6 • 7は縄文土器である。 縄文時代後期のものと考えられる。 同図8は須恵器甕の胴部破

ここ二ニジここ
ふ碁喜苓；；ぷ

底径： （6.5)cm 底径：（7.Q) Clll 

葦声器高：〔1.2〕cm 忍冷忍 こ．；器面：〔1.6〕 Clll

1 (SFOl東側溝検出面）

5 (SFOl西側溝虹C6)
2 (SFOl西側溝Ql) 3 (SFOl西側溝Ql C6) 4 (SFOl西側溝Q1 C6) 

吟忍必況成如ふ
芍
祁

6 (SF02東側溝J!l A17) .-, 

7 (SFOZ東側溝 Jll Al7) 

8 (SF02西側溝Ql BlO) 

三／9 5)

9 (SF02東側溝 Jll E3) 
底径： 8.1 cm 
器高：〔1.9〕 CIII

図29 1 · 2号道跡出土遣物

10 (SF02西側溝Ql D4) 
長さ：12.0 cm 重さ：111.1 g 
幅 ： 5.5 cm 石質：珪質頁岩
厚さ： 1.4 cm 

o 5cm 

| l l l l 1 (1 / 3) 
〈4 • 5 • 9〉

こ
o 3cm 

t====::::::J(l/2) 
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第1編 広谷地遺跡

片と考えられ， 外面にタタキ目が認められる。同図9は非ロクロ成形の土師器甕の底部である。底

部外面の中央には円形状の窪みが認められ， 器面の特徴から古墳時代のものと考えられる。同図l

0は旧石器の彫刻刀形石器である。この出土地点については， 図 33に示した。この周辺では， 遺構

外から18石器が2点出土している。石刃の左側縁上端部と右側縁下端部に樋状の剥離が認められ，

左側縁上部の彫刻刀部には打面調整が認められない。

まとめ

本遺構は， 両側に側溝を伴う直線的な道跡である。両側溝が埋め戻され， 本遺構廃絶後から 1号

道跡が構築されるまでに時間差は認められない。このため， 本遺構は 1号道跡に造り替えられる以

前の道跡と考えている。遺構の構築年代は， 菫複する2号住居跡や地籍図等から判断して9世紀後

半から明治17年以前の範匪で考えたい。 （國 井）

第6節 特 殊 遺 構

住居跡や土坑など既存の遺構の範ちゅうに含むことが困難な遺構を特殊遺構と称して， 以下に報

告する。本調査からは 2 基の特殊遺構を検出した。いずれも地面を掘り窪める竪穴状の遺構である。

1号特殊遺構は住居内施設が認められないことや底面の起伏が激しいことなど， 住居跡とは認定し

得なかった遺構である。2号特殊遺構は， 小型の竪穴状の遺構から7mを超える溝が延びている遺

構である。

1 号特殊遺構 S XOl（図30, 写真23 · 30) 

本遺構は調査区の西部， A7 グリッドに位置する。検出面は LW上面である。本遺構の堆積士は

黒味が強く， 検出面の LW層との識別は比較的容易であった。検出された場所は平坦であるが， 南

から北に向かって緩やかに下る。本遺構の周辺は遺構が多く分布している。南東方約1.5mには 5

号土坑， 南西方4mには6号土坑， 北方約 lmには17号土坑がある。

遺構内堆積土は2層認められた。 [ lは黒色土で， P, 2は暗褐色土であった。いずれの唇にも微

量の炭化物粒が含まれていた。層境は不自然であり， 人為堆積の可能性も考えられる。

平面形は不整形で， 円形もしくは北西ー南東方向に長い楕円形を甚調とする。規模は4.0m X3.2 

mである。底面は凹凸が多く， LVに含まれる礫が部分的に露出している。底面に小穴や炉は認め

られなった。壁は比較的急な角度で立ち上がるものの， 西壁の一部は緩やかに立ち上がる。壁の高

さは， 最も残りの良い部分で床面から17cmである。

本遺構からは縄文士器片 258点が出士した。 R 1 • 2から多く出土し， 主に遺構の中央からやや

北よりで集中して出土した。すべての土器片の胎土には， 繊維混和痕が認められた。このうち図30

に4点を図示した。

図30- 1は， 口縁部から胴部上半にかけての深鉢である。外面は， 口縁部文様帯と胴部文様帯の
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2段構成となっている。 口縁部文様帯は， 横位の条痕地文上に半歓竹管による平行沈線で半円状や

「XJ 字状の文様を描いている。「X」字状の沈線の交点には， 平行沈線による円文が施されている。

胴部文様帯は斜縄文が施される。 口唇部から内面の口端部にかけて， 幅3cmほどの縦走縄文が施さ

れている。 その下の内面は横位の条痕が施されている。 2は胴部資料である。 色調や胎土の特徴か

ら1 と同一個体と考えられる。

3 • 4は表裏条痕文土器である。 胎土や色調などの特徴がよく似ているため， 同一個体と思われ

る。 口縁部から胴部上半にかけての資料である。 器形は深鉢と推定できる。 胴部下半から屈曲部に

かけて外反して立ち上がり， 胴部に認められる屈曲でほぼ直立し口縁部に達する。 胴部に有する屈

曲で， 口縁部から屈曲までの口縁部文様帯と屈曲以下の胴部文様帯に分かれる。 口唇部に突起をも

ち， 突起が付く口縁部から胴部の屈曲に垂下する隆帯も確認できる。 口唇部は面取りされ， 内面側

に傾斜している。 口縁部文様帯内には沈線により三角形や菱型のモチーフを描いている。 モチーフ

内を棒状のエ具による斜位刺突により， 充填している。 屈曲部には棒状のエ具による縦位の刻みが

施されている。 内面には横位の条痕が施されている。

本遺構は平面形が不整であり底面の凹凸が激しいこと， 柱穴や炉などが認められないことから住

居跡ではなく特殊遺構とした。 また住居を構築しようとして， 途中で掘削を放棄した可能性も考え

られる。 遺物は1 • 2の縄文時代早期末葉と3 • 4の同早期後葉の二時期の士器片がまとまって出

土しているのが特徴的である。 本遺構の時期は新しい土器の年代観から， 縄文時代早期末葉と考え

られる。 （青 山）

2 号特殊遺構 S X02（図31 · 32, 写真23 · 31) 

本遺構は， 調査区東部のF10 • 11グリッドに位置する。 検出面はLW上面である。 検出された場

所は平坦である。 近接して南に3号住居跡が位置する。 当初は住居跡として掘り込みを開始したが，

遺構の南側に溝が取り付くことが確認された。 これらについては， 重複関係が認められないことか

ら， 同一の遺構と判断した。

竪穴部分の遺構内堆積土は3層認められた。 壁際の三角堆積とレンズ状堆積が確認できることか

ら， 自然堆積と考えられる。 £ 1 は黒褐色士， £ 2 は暗褐色士である。 P, 3 はやや明度の高い暗褐

色土で， 壁際に三角形に堆積していたことから， 壁の崩落土を多く含んでいるものと思われる。 各

層には炭化物粒と焼士粒を少量含み， ［2 • 3には塊状の炭化物と焼士が部分的に含まれていた。

溝円には褐色土の小塊を少量含んだ暗褐色土が堆積していた。

平面形は， 方形の竪穴状の部分と南側に取り付く長い溝の部分に大別できる。 竪穴部分の平面形

は方形である。 規模は南北2.3m, 東西2.6mで， 東西方向がやや長い。 検出面から底面までの高さ

は20cmである。 壁は急な角度で立ち上がる。 底面は平坦に造られている。

溝は先端が丸く納まり， 両側縁を平行させながら直線的に延び， 竪穴部分と接続する部分で「ハ」

の字状に急激に幅を広げる。 溝は北から約30
゜

西に振れ， 竪穴部分の向きとは若干のズレがある。
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図32 2号特殊遺構出土遺物
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長さは竪穴の壁から測って7.5m, 幅は最も広い部分で 0 .9mである。 竪穴部分との接続部の幅は1.9

mである。 断面は逆台形で， 底面の深さは先端に向かうに従い浅くなる。 竪穴部分の底面との段差

は認められない。 検出面から底面までの溝の深さは， 竪穴部分との接続部分で17cm, 溝の中はどの

BB' で14cm, 先端に近いCC' で5 cmである。

竪穴部分の底面からは， 5枯の小穴が検出された。 北壁際の中央やや東よりで検出された小穴を

p 1, p 1の南側に近接して検出された2枯の小穴を東からP2 • P4, 東壁際の南寄りの位置で

検出された小穴をp 3' 溝との接続部分の西寄りの位置で検出された小穴をp 5とした。

p 1は平面形が東西方向に長い楕円形で， 壁は緩やかに立ち上がる。 規模は70 X 52cmである。 底

面からの深さは8 cmである。 賠褐色土が堆積していた。 p 2の平面形は不整楕円形である。 西側の

壁がやや緩やかに立ち上がる。 南北東壁は急激な角度で立ち上がる。 規模は 84X 68cmである。 底面

からの深さは 26cmである。 堆積土は賠褐色土の2層がレンズ状に堆積していた。 Q 1は炭化物粒と

焼土粒をやや多く含む。 p 3の平面形は不整円形である。 西側の壁が緩やかに立ち上がる。 南北東

壁は急な角度で立ち上がる。 規模は最大で径66cm, 底面からの深さは18cmである。 堆積土は， 炭化

物粒と焼土粒を少量含んだ賠褐色土の 1層である。 p 4の平面形は東西方向に長い楕円形である。

墜はいずれも急な角度で立ち上がる。 規模は 56X 39cmである。 底面からの深さは39cmで， 本遺構の

底面で検出された小穴の中では最も深い。 p 5の平面形は不整な円形である。 壁は緩やかに立ち上

がる。 規模は最大で 85cmである。 堆積土は， 黒褐色土と暗褐色土の2層がレンズ状に堆積していた。

いずれの層にも， 炭化物と焼土粒をやや多く含んでいた。 底面の北部からは長さ15cmほどの炭化材

が出土した。 5基の小穴の位罹には規則性がなく， 深さも異なることから各小穴が具体的にどのよ

うな機能を有していたのか調査の所見からは明らかにできなかった。

本遺構からは， 土師器片180点が出土している。 p 3とp 4の中間付近の底面と堆積土巾に集中

して， 破片の状態で大量に出士した。 遺物の集中地点付近の堆積土には， 炭化物と焼土粒が他地点

に比べ多く含まれていた。 溝内からは遺物は出土しなかった。 このうち土師器杯4点を図示した。
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図32- 1は， 平底の底部とやや湾曲しながら外傾する体部をもつ。ロクロ成形で， 内面は幅の広

いミガキの後黒色処理が施されている。底面には回転糸切り痕が明瞭に残る。2は底部平底で， 湾

曲しながら立ち上がり口縁部に至る。口端部はわずかに外反する。内面はミガキの後黒色処理が施

されている。底面には回転糸切り痕が観察でぎる。 1 • 2の体部外面には墨書が認められる。墨が

薄く判読しにくいが， 「家」と読むことができる。

3は平底の底部からやや湾曲し外傾しながら立ち上がる｛本部をもつ。ロクロ成形後， 体部下半に

手持ちヘラケズリによる調整が認められる。内面には幅の狭いミガキの後， 黒色処理が施される。

底面には回転糸切り痕が観察できる。4は平底の底部と外傾する体部をもつ。口端部はやや外反す

る。外面はロクロ成形の後， 体部下半と底部に手持ちヘラケズリによる再調整が見受けられる。内

面には幅の狭いミガキの後， 黒色処理が施される。

本遺構は方形の竪穴状の遺構に長さ7.5mの溝が取り付いている。一般の竪穴住居跡に認められ

る施設がないことなど， 住居とは異なる性格が想定される。底面と堆積土中からは狭い範囲に集中

して土器の破片が出土した。遺物が集中して出土した堆積土中には， 炭化物粒と焼土粒が多く含ま

れていたものの， 本遺構内で火を焚いた明確な痕跡は確認できなかった。これらの所見からも， 本

遺構の具体的な性格を特定することはできない。本遺構の年代は， 出土した土器からおよそ9世紀

代と思われる。 （青 山）

第7節 遺構外出土遺物

遺構外出土遺物は， 縄文土器844点， 石器23点が出土している。旧石器時代から近世までと幅広

い年代にわたっている。1日石器の調査・出士地点は図33に， 遺物の出士頻度については図34に示し

た。これらの分布をみると， 縄文土器と石器が調査区北側から， 土師器・須恵器が調査区中央から

北側にかけて多く出土している。

旧石器時代の石器（図33 · 38- 1 ~ 3, 写真24 · 35) 

1日石器は出士した3点を図示した。このうちの2点は， 遺構検出をしている際にLW上面で出士

したものである。この他参考のため2号道跡から出土した1日石器の出土地点を図33に加えた。調

査方法については， 図33に示した位置にトレンチを設定して掘り下げを行った。トレンチ調査は，

はじめに旧石器が出土した D •E4 グリッド地点から開始し， その周辺の順に範囲を広げてブロッ

ク範囲の絞込みができるように進めた。掘り下げは， 草削りでLWを薄く削り， 石が出土した場合

には石を原位置に残した。一辺が5 mのトレンチではLV上面まで， 一辺2mのトレンチでは， L

w上面から約20cmを掘り下げた。しかし， 1日石器はまったく確認されなかった。このため， 本資料

については遺構外出士遺物として報告する。

図38- 1 • 2については， LW上部から出土した。 1と2の遺物はLW上部から上下差約4cmを
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図33 旧石器調査地点と出士地点

もって出士している。 図33に示した垂直分布では， 1の地点から2の地点に向かって標高が低くな

るため2の方が低くなるが， 実際にはいずれもLW上部から出土している。

1は中央に稜をもつ先細りの石刃である。 打面調整は何度か行われ， 左側縁には微細剥離が認め

られる。 背面には自然面が残る。 2は小坂型彫刻刀である。 石刃の端部を断ち切るように調整を施

し， 右側縁上端部には樋状の剥離が認められる。 また， 背面左上端の切断面には微細な調整剥離が

認められる。

剥離を加え，

士

3は基部を欠損する尖頚器である。 黒曜石製の両面加工のもので， 器体全体に平坦な

凸レンズ状の断面を呈する。

器（図34~37, 写真32~34)

出土した土器は， 縄文時代早期後葉から平安時代までのものである。 これらの土器は， 縄文士器

がLIIIから， 古墳•平安時代の土器がL I • IIから多く出土している。 土器については時期ごとに

群別している。 この中で主体となる土器は， 縄文時代早期末葉と平安時代のもので， 縄文土器は遺

構外出土土器全体の約2/3を占める。

l群土器（図35- 1 ~23 • 25 • 27, 写真33) 本群は縄文時代早期後葉～末葉の土器である。 本群土

器の早期後葉の土器は1号特殊遺構から出土しているが， 遺構外からは明確なものは出土していな

し＼
゜ この時期に伴う条痕地文の土器と早期末葉の地文を区別することは難しい。 図35-1~25·27

は早期末葉の土器で， 胎土に多量の植物繊維を混和している。 図35-1 ~ 9は口縁部片で， 口縁端

部には1~ 3が刻み， 5が縄文施文される。 2 • 5の口縁瑞部は水平に削がれ， 4 • 6 • 8 • 9の
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11 

縄文土器

i 

土師器·須恵器 0は古瑣時代の土師器 石器

図34 遣構外出土土器・石器分布図

口縁部は先端先細りで外反する。 外面の地文は， 1 ~ 6が条痕文， 7~9が縄文である。 このうち，

2 • 4の外面には半蔽竹管の凹側による平行沈線で文様が描かれている。 4 • 7 • 9の内面上端に

は， 縄文が施されている。 このうち4 • 7の縄文には， 0段多条の原体が使用されている。 同図10.

11は， 器体に弱い屈曲を持つもので， 11の屈曲部上には刺突が施されている。 同図12 • 13の外面地

文は条痕と縄文からなり， 12の地文境には2段の縄圧痕が施されている。 このうち， 12の縄文には

0段多条の原体が使用されている。 同図14~16は条痕， 同図17~23 • 25 • 27は縄文が施される。 こ

のうち， 18 • 21~23の縄文には0段多条の原体が使用されている。 25には半蔽竹管の凸側による沈

線が施されている。

II群土器（図35-24 • 26) 本群は縄文時代前期前葉のもので， 出土鼠は少ない。 図35-24 • 26は

羽状縄文が施され， 中でも26は深めに施されている。 いずれも胎土に含まれる植物繊維の量は，ー

群土器に比べて少ない。

Ill群土器（図36- 1 ~ 6 • 26, 写真34) 本群は縄文時代中期のもので， II群と同様に出士量は少な

い。 図36- 1 • 2は口縁部文様帯に梯子状の沈線で渦巻文が描かれている。 同図3 • 26は， 縦方向

から斜縄文が浅めに施された後に結節回転が施されている。 これらの士器は， その特徴から中期前

菓のものと考えられる。 同図4~6は， 凹線により2重の楕円文が描かれ， その内側に縄文が充填

されている。 いずれも出土位置が同じで， 器壁の厚さや縄文の特徴から同一個体と考えられる。 中
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図35 遺構外出土遺物(1)
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期末葉のものと考えられる。

IV群土器（図36- 7 ~25 • 27 • 28, 写真34) 本群は縄文後期・晩期の土器と考えられる。図36- 7 

は口縁部の波頂部下が穿孔され， その周囲に逆「S」字状の沈線が横方向に施されている。 その内

側には， 刺突が施され， それを起点に横方向の沈線が伸びている。 同図8 ~22は沈線が施されるも

ので， 10には垂下する蛇行沈線， 9 • 11には楕円文， 12 • 18には数本単位の集合沈線， 13には矢羽

状沈線が施される。 16 • 17 は器壁が薄く焼成が良好なもので， 17には磨消縄文が認められる。19 • 

20は口緑部が無文で， 沈線により口縁部と胴部が区画されるものである。21 • 22は無文上に単沈線

が数本単位で施され， 21では波頂部下に円を描くように施されている。 このうち， 土器の特徴から

7 ~12 • 18は縄文後期前葉のものと考えられる。 同図 23~ 25は縄文地文の土器で， 23の口縁端部
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には刻み状の刺突が加えられている。同図27 • 28は底部片で， 28の底部には網代痕がみられる。

V群土器（図37- 1 ~ 9, 写真32) 本群は古墳時代の土師器である。調査区北東側から少量ながら

出土している。図37- 1 ~ 9に図示した。 1 • 2は甕の破片で， 器面に細かいハケメ調整が認めら

れる。4 • 7は高杯と考えられる。4は杯部， 7は杯部下端から脚部装着部分までの破片で， いず

れも内外面に丁寧なナデ調整が施されている。 3 • 5 • 6 • 8 • 9は甕と考えられる。 3は口縁部

が「く」字状を呈する。器面調整は口縁内外面にヨコナデ， 頸部外面にナデ調整後ケズリが施され

ている。 6は球吠の胴部から頸部にかけて強く搾まり， 口縁が外傾する器形を呈する。外面には赤

彩塗布されている。 5 • 8 • 9は甕の底部片で， 胴部の遺存状態から球状に近い胴部を呈するもの

と推測される。また， 8の底部外面には円形状の窪みが観察される。

VI群土器（図37-10~22, 写真32) 本群は平安時代の土師器・須恵器である。調査区北側から調査

区中央の東側にかけて出土している。図37に13点を図示した。

10~18はロクロ成形の土師器を図示した。10~14は内面黒色処理を施した杯である。体部下端か

ら底部にかけて回転ヘラケズリ調整を行っている。糸切り痕をまったく残さない点で， 回転ヘラ切

りの可能性も残る。11は内湾しながら立ち上がり ， 口縁部が外反する器形である。15はロクロ成形

の高台杯である。内面黒色処理を施している。16~18は甕である。 ほぼ垂直または内傾して立ち上

がり ， 口縁部が外側に外傾し口唇部が直立する器形である。

同図19~22は須恵器甕の胴部資料である。外面にはタタキ目痕が明瞭に残る。19 • 20 • 22は附面

にアテ具痕が認められる。 （國 井・三 浦）

石 器（図38- 4 ~ 7, 写真35)

旧石器を除いた石器は， 19点出士している。その内訳は， 磨製石斧l点， 剥片18点である。この

うち4点を図示した。

図38-4は上部が欠損する二次加工のある剥片である。打面調整が顕著であり ， 側縁に調整痕が

認められることから， 1日石器時代のナイフ形石器の可能性もある。 5 • 6は剥片である。いずれも，

側縁の一部に微細剥離が認められる。 5 はサイコロ状石核を打面調整により打ち欠いた剥片と考え

られる。 7は刃部を欠損する磨製石斧である。

銭 貨（図38- 8) 

2点の「寛永通寅」が出土したが， 1 点のみを図示した。

図38- 8は「寅」の字の下端が「ハ」字状になる新寛永で， 背文字をもつものであるが文字の摩

滅により判読不明である。 （國 井）
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第3章 自然化学分析

福島県広谷地遺跡出土炭化材の放射性炭素年代測定

1. はじめに

パレオ ・ ラボAMS年代測定グル ー プ

小林紘ー・丹生越子・伊藤茂・廣田正史・瀬谷薫

Zaur Lomtatidze • Ineza Jorjoliani •佐々木由香

福島県南祖馬市小高区広谷地遺跡より検出された試料について， 加速器質量分析法 (AMS法）

による放射性炭素年代測定を行った。 試料の調整は廣田， 瀬谷， Lomtatidze, Jorjoliani, 測定は

小林， 丹生， 伊藤が行い， 本文は伊藤， 佐々木が作成した。

2. 試料と方法

測定試料の情報調整デ ー タは表lのとおりである。 試料は炭化材8点である。 材は実体顧微鏡

下で観察し， 最外年輪（＝伐採年代あるいは枯死年代を示す）が遺存しているものは最外年輪を含

めて採取し， 不明なものについてはなるべく外側の年輪から測定に必要な星を切り出した。 また実

体顕微鏡下で判断可能な樹種については同定を行った。

試料番号No.1 は E 4 グリッドの LWから出土した炭化材で， 周辺から旧石器が出土している。 試

料番号No. 2 及び 3 は 2 号道跡の側溝から出士した炭化材で， 遺構の時期は平安時代から近世と考え

られている。 試料番号No. 4は古墳時代の24号土坑から出土した炭化材， 試料番号No. 5 ~ 8は平安時

代以降の木炭焼成士坑である29 • 33 • 38 • 42号士坑から出土した炭化材である。

試料は調整後， 加速器質量分析計（パレオ ・ ラボ ， コンパクトAMS: NEC製1.5SDH) を用い

て測定した。 得られた14

c 濃度について同位体分別効果の補正を行った後，
14

C年代， 暦年代を算

出した。

3. 結 果

表 2 に 同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比 (6
1
3C) ， 同位体分別効果の補正を行っ

て暦年較正に用いた年代値， 慣用に従って年代値， 誤差を丸めて表示した14

C年代，
14

C年代を暦

年代に較正した年代範囲を， 図 1 に暦年較正結果をそれぞれ示す。 暦年較正に用いた年代値は年代

値誤差を丸めていない値であり， 今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較

正を行うために記載した。

14 C年代はA D1950年を起点にして何年前かを示した年代である。 14
C年代(yrBP)の算出には，
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14
c の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。 また， 付記した14C年代誤差（士 1 a)は，

測定の統計誤差標進偏差等に基づいて算出され， 試料の14
c 年代がその14

c 年代誤差内に入る確

率が68.2％であることを示すものである。 なお， 暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正 暦年較正とは， 大気中の14
c 濃度が一定で半減期が5,568年として算出された14

c 年代

に対し， 過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動， 及び半減期の違い

ぴCの半減期5,730士40年）を較正することで， より実際の年代値に近いものを算出することであ

る。

14
c 年代の暦年較正にはOxCal3.10（較正曲線データ：INTCAL04)を使用した。 なお ， 1 a暦

年代範囲は， OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.2％信頼限界の暦年

代範匪であり， 同様に2 u暦年代範囲は95.4％信頼限界の暦年代範囲である。 カッコ内の百分率の

値は， その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。 グラフ中の縦軸上の曲線は
14C年代の確率分布

を示し， 二重曲線は暦年較正曲線を示す。 それぞれの暦年代範囲のうち ， その確立が最も高い年代

範匪については， 表中に下線で示してある。

4. 考 察

試料について， 同位体分別効果の補正及び暦年較王を行った。 得られた暦年代範囲のうち ， その

確率の最も高い年代範囲に着目すると， それぞれより確かな年代値の範囲が示された。

2 a暦年代範匪に注目して年代を整理する。 2 a暦年代範匪は， 95.4％の確率で年代がこの範囲

に収まることを意味する。

試料番号No. 1 は1800-1940calAD (61.9%), 1670-1780calAD (33.5%)であり， 近世ー近代

の年代範囲を示した。 平安時代から近世の可能性がある2号道跡から出士した炭化材である試料番

号No.2 • 3は， 660-780calAD (95.4%）と670-780calAD (95.4%)で， 7世紀後半から8世紀

後半の年代範囲を示した。 古墳時代と推定されている24号土坑から出士した炭化材である試料番号

No. 4は130-340calAD (95.4%)で， 2世紀前半から4世紀中頃の年代範囲を示した。

平安時代以降と推定されている木炭焼成土坑29 • 33 • 38 • 42号土坑から出土した炭化材である試

料番号No. 5 ~ 8は， No. 5 が575-655calAD (95.4%)で6世紀後半から7世紀中頃， No.6 ~ 8は高

い確率で650~780calADと7世紀中頃から8世紀後半の年代範囲内であった。

なお ， 木材の14
c 年代が示すのは， その部分の年輪が形成された年代である。 最外年輪を試料と

した場合， その年代が示すのは枯死あるいは伐採の年代であり， 木材が利用された年代に試料とし

た場合， その年代が示すのは枯死あるいは伐採の年代よりも古い年代である。 これは古木効果と呼

ばれる。 今回測定した炭化材は， 1点を除き最外年輪以外の部位不明であったため ， 測定した年輪

部分と最外年輪の間にどのくらいの年輪数があるかによって古い年代が示されている可能性を考慮

する必要がある。
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表1 測定試料および処理

測定番号 遺跡デ タ 試料データ 即 処 理

グリ ッ ド E 4 試料の種類 炭化材(2年綸？ 広葉樹） 超音波洗浄
酸・アルカリ・敷洗浄PLD-8987 試料Nn 1 試料の性状 最外年輸 （塩酸12N，水酸化ナトリウム1N，塩酸12N)

層位 LW 状態 dry サルフィ ッ クス

遺構 2 号遺跡 試料の種類 炭化材(3年輪 針葉樹） 超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄PLD-8988 試料Nn 2 試料の性状 最外年輸以外部位不明 （塩酸1.2N．水酸化ナトリウム ．［N，塩酸12N)

暦位 £ 4 状態 dry サルフィ ッ クス

遺構 2 号道跡 試料の種類 炭化材(3年翰 広葉樹） 超音波洗浄
酸・アルカリ・醗洗浄PLD-8989 試料Nn 3 試料の性状 最外年輪以外部位不明 （塩酸12N，水酸化ナトリウム ＇［N，塩酸12N)

層位 i 4 状態 dry サルフィ ッ クス

遺構 24号土坑 試料の種類 炭化材(3年輪．広葉樹） 超音波洗浄
酸・アルカリ・敢洗浄PLD-8990 試料Nn 4 試料の性状 最外年輸以外部位不明 （塩酸12N，水敢化ナトリウム［N，塩酸12N)

屑位 ,f 1 状態 dry サルフィ ッ クス
遺構 29号土坑 試料の種類 炭化材(5年輪 広葉樹） 超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄PLD-8991 （木炭焼成土坑） 試料の性状 最外年輪以外部位不明 （塩酸12N，水酸化ナトリウム［N,塩酸12N)試料Nn 5 
層位 £ 2 状態 dry サルフィ ッ クス
遺構 33号土坑 試料の種類 炭化材(2年輪 クリ） 超音波洗浄

酸·アルカリ・醗洗浄PLD-8992 （木炭焼成±坑） 試料の性状 最外年翰以外部位不明 （塩酸12N，水酸化ナトリウム［N,塩酸12N)試料No 6 
暦位 £ 2 状態'dry サルプィ ッ クス
遺構 38号土坑 試料の種類 炭化材(3年輪 広葉樹） 超音波洗浄

酸・アルカリ・敢洗浄PLD-8993 （木炭焼成土坑） 試料の性状 最外年輪以外部位不明 （塩酸12N,7k醗化ナトリウム1N，塩酸12N)試料Nn 7 
層位 £ 2 状態 dry サルフィ ッ クス
遺構 42号土坑 試料の種類 炭化材(5年輪 広葉樹） 超音波洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄PLD-8994 （木炭焼成土坑） 試料の性状 最外年輪以外部位不明 （塩酸1.2N，水酸化ナトリウム，［N，塩酸12N)試料Na 8 
層位 ,f 4 状態 dry サルフィ ッ クス

表2 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号
613c 暦年較正用年代 "C 年 代 "C年代を暦年代に較正した年代範囲
（9&,) (yrBP+ 1 a) (yrBP+ 1 a) la暦年代範囲 2 a暦年代範囲

1680AD(10 9%) 1700AD 

PLD-8987 1720AD( 8 2%)1740AD 1670AD (33 5%ll780AD 
試粕伽 1 -25.67+0.20 130+20 130+20 1800AD( 7 6%l 1820AD 1800AD(61 9%)1940AD 1830AD(29 5%) 1880AD 

191DAD(ll 9%) 194DAD 
PLD-8988 -26 70+0 24 1291 +23 1290+25 670AD(42 5%)715AD 660AD(95 4%)780AD 試料Nn 2 745AD(25 7%)770AD 

PLD-8989 -27 64 +o 2s 1285+23 1285+25 675AD(40 1%l715AD 670AD (95 4%) 780AD 試料Nn 3 740AD(28 1%l770AD 

PLD~8990 ←25 34+0 22 1777+22 1775+20 220AD(37 6%)260AD 130AD(95 4%)340AD 試粕N� 4 280AD(30 6%)325AD 

PLD-8991 -28 33+0 25 1433+24 1435+25 605AD(68 2%)645AD 575AD (95 4%) 655AD 試料Nn 5 

PLD~8992 -25 34 +o 30 1284 +24 1285+25 675AD(39 9%l720AD 660AD (95 4%) 780AD 試粘Nn · 6 740AD(28 3%l770AD 

PLD-8993 -27 40+0 21 1261 +21 1260+20 690AD(59 7%)750AD 670AD(93 2%)780AD 
試料Nn 7 760AD( 8 5%)775AD 790AD ( 2  2%) SlOAD 

PLD-8994 -26 34 +o 21 1316+22 1315+20 660AD(54 2%)700AD 650AD(73 1%)730AD 
試料伽 8 740AD(l4 0%l770AD 7 40AD (22 3%l770AD 
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第4章 ま と め

第4章 ま と め

今回の調査では， 遺跡西側の一部にあたる7,300面の調査を行い， 旧石器・縄文・古墳•平安時

代の複合遺跡であることが確認された。遺構は住居跡3軒， 土坑45基， 焼土遺構3基， 道跡2条，

特殊遺構2基が検出され， 遺物は縄文土器， 土師器， 須恵器， 石器， 鉄製品， 銭貨が出土した。そ

の中で本遺跡は， 縄文時代早期末葉と平安時代が主体となる。本章では， 各時代の遺構・遺物や道

跡についての特徴を整理し， 今回の調査のまとめとする。

旧石器時代 旧石器は調査区北側から 5点が出土し， このうち2点（図38- 1 • 2 )は褐色土のLN

上部で確認されている。器種は石刃・彫刻刀・ナイフ？・尖頭器からなる。尖頭器以外はE 3 • D 

4グリッドと近接して出土し， 石質はいずれも珪質頁岩である。特徴的なものとして， 稜調整のあ

る石刃技法が見られるものや小坂型彫刻刀と考えられるものがあげられる。これらの特徴から尖頭

器以外は後期1日石器時代の石核調整技術を伴う石刃技法が隆盛した時期の所産と考えられる。

縄文時代 遺構は， 住居跡l軒(S I 01)， 土坑17甚(S KOl • 03 • 08 • 09 • 12 • 14 • 16 • 17 • 28 • 3 

0 • 34 • 35 • 39 • 40 • 43~45)， 焼士遺構3基(S G01~03)， 特殊遺構l基(S XOl)が確認された。

遺構や遺物から， 早期後葉～末葉， 中期前葉・末葉， 後・晩期の生活の痕跡が認められる。まず，

早期後葉では， 調査区北側から鵜ガ島台式土器が出土した特殊遺構l基(S XOl)が確認されただけ

である。早期末葉になると， 遺構数や遺物量が多くなるが， 遺構の切り合いがないため変遷を追う

ことはできなかった。

士器は， 縄文 一条痕文士器で， 文様に先が潰れたエ具や半歓竹管凹面で2 本同時施文され， 2 段

撚りの縄圧痕文も見られることから， 茅山上層式・北前式に比定されるものと考えられる。

この時期の遺構は， 段丘の北側縁辺にあたり， JII房川から入る小谷の谷頭に住居跡や士坑が帯状

に確認されている。特に西側の住居跡周辺では土坑が集中する。このため， 遺構はさらに西側の調

査区外に延びるものと考えられる。住居跡は， 平面形が楕円形で炉が無く， 壁際に柱穴が巡るもの

である。貯蔵穴は， 小型のもの(S K 09 • 40 • 45)や大型のもの(S K43 • 44)があり， 住居跡の周辺

に認められる。このことから， 早期末葉には小規模な集落が営まれていたものと考えられる。

その後中期～晩期は遺物が調査区北側や南西側でわずかに出士している。遺構は， 中期末葉と

考えられる円筒状の貯蔵穴(S K30)が調査区中央で確認されている。この他， 調査区北側で確認さ

れた落し穴状土坑(S K08 • 39)は， 軸方向が一致することから同時期のものと考えられ， 早期後葉

～末葉を除くある段階ではこの地区が狩猟場として機能していたものと考えられる。 （国 井）

古墳時代 遺構は調査区北東側で確認された24号土坑のみである。該期の遺物は， 遺構内外を含め

て士師器片が72点出士した。器種には高杯・甕・壺が見られる。これらの中でも特に高杯や甕の胴

部には， 細かいハケ目調整が認められることから， 塩釜式の中でも比較的新しい様相をもつ土器群
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と考えられる。

平安時代 遺構は住居跡2軒(S I 02 • 03)， 土坑6基(S K02 • 06 • 15 • 20 • 27 • 38 )， 特殊遺構l

基(S X02)が確認されている。 集落は， 段丘のやや奥まった平坦な調査区中央から南側にかけて確

認されている。

2軒の住居跡は明確な柱穴を持たず， カマド袖の作り方に共通性が認められる。 3号住居跡は床

面に白色粘土が認められ， 床面中央にはロクロピットと想定でぎる小穴が確認されている。 本住居

跡では土器製作が行なわれたものと考えられる。 本住居跡と同様な白色粘土が貼られ床面中央にロ

クロピットが伴う住居跡は， 本遺構の南側に近接する四ツ栗遺跡2次調査の 1号住居跡でも確認さ

れている。 両遺跡で確認されたものは， ロクロピットの位置， 白色粘士が検出された点， ロクロ回

転台などの痕跡が見られない点が一致する。

土坑は， 住居跡から離れて確認されており， 中には27 • 38号土坑のように木炭焼成土坑も含まれ

ている。 時期不明としている木炭焼成土坑の中にも， 平安時代に含まれるものがあると考えられる。

遺物は土師器と須恵器からなり，

一般的な住居跡から出土する供膳具・煮炊具・貯蔵具が確認され

ている。 士師器はロクロ成形によるものである。 杯は底部全面に回転ヘラケズリ再調整が見られる

もの， 回転糸切り後に底部周縁部から体部下端に回転ヘラケズリ再調整が施されているものが見ら

れる。 調整などの特徴から9世紀前半～後半を中心とした小規模は集落跡と考えている。 集落的で

は最低限の土師器製作を行っていたものと考えられる。 （三 浦）

道跡について 道跡は調査区内を縦走する2条が重なるように確認されている。 これらの追跡は，

2号道跡が 1号道跡に作り替え が行われ ， 路面幅は狭くなっている。 道跡は南北方向で直線状に走

り， 調査区内で全長約140mの範囲で確認され ， 路面幅は古い段階が3.4~5.7m, 新しい段階が1.2

~3.4mを測る。 道跡の北側は川房川による崩落を受けているため失われているが， 南側について

は， 調査区南西端の調査区外に広がるものと考えられる。 遺構の時期については， 9世紀前半より

新しく， 明治17年より古いとしている。 ここでは， 時期の絞込みを行う材料として側溝内堆積土や

出土遺物， 周辺の遺構についてもう一度考えてみたい。 1号道跡側溝の堆積土では， 上部に古代の

遺物を含むL IIが確認されている。 この他， 2号道跡西側溝のC6 • 7, D5グリッドからは土師

器がまとまって出士している。 また， 両道跡の側溝からは士師器片が117点も出士しており， この

中には， 側溝底面付近から出土したものも見られる。 出土した土師器杯の特徴は底部に回転糸切り

痕が残り， 体部下端に手持ちヘラケズリが施されるものがみられる。 この特徴は3号住居跡出士の

土師器杯に近いものである。 3号住居跡を見ると軸方向が道跡とほぼ平行するようである。

以上のことから， 道跡の時期は古代の可能性が高いものと考えている。 （國 井）

参 考 文 軟

（財）福島県文化センター編 1991「四ッ栗遺跡」『請戸川地区遺跡発掘調査報告I』

（財）福島某文化振興事業団編 2006「四ツ栗遺跡」『常槃自動車進遺跡調査報告43』
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いし がみ

石神遺跡

遺跡記号

所 在 地

時代・種類

MSC-IG 

南相馬市原町区石神字石神・中山

縄文時代 集落跡

平安時代 集落跡

中・近世 散布地

調査期間 平成19年9月4日～12月14日

調 査 員 國井 秀紀 今野沙貴子 鈴木裕一郎





第1章 遺跡の位筐と調査経過

第1節 位置と地形

石神遺跡は， 南相馬市原町区石神字石神・中山に所在する。 南相馬市原町区の中央， JR常磐線

の原ノ町駅から西方向へ直線距離で4.5kmほど離れて位置し， 遺跡の南側を市道原町高倉線が東西

方向に， おおむね北側を林道石神中山線が南北方向に走っている。

本遺跡は， 阿武隈高地東縁部にあたる高の倉ダム北側のニツ森から東へ張り出す丘陵上に立地す

る。 この丘陵は， ニツ森の北側と南側を開析して東方向に流れる新田川支流の北側の境堀川と， 南

側の水無川に挟まれた東西に長い台地となっている。 遺跡は， 水無川に面する丘陵中央の南端に位

置する。

遺跡の南側は， 急峻な断崖状を呈する。 遺跡南側の宅地から本遺跡までの比高差は約15mを測る。

地形的には， 平坦部を中心に北・東向き斜面と谷部からなり， 西端部では， 果樹圏のために平坦に

削平されている。 遺跡内の標高は， 遺跡の東側平坦部が標高82mと高く ， 北側の谷部では標高67m

と低い。 その比高差は約15mを測る。 なお， 遺跡の現況は全て山林であるが， 調査区の北側では，

以前斜面部を桑畑に使用していたため， 斜面の一部が階段状になっていた。

今回の調査区は， 遺跡範囲の西側の一部分である。 地形的には， 南側の平坦面と北側の谷部・斜

面部からなり， 南側では水無川方面に向かって緩やかに標高を減じるが， 北側は北東側から入る谷

の谷頭に相当するため北向き・西向きの急斜面となる。 南側平坦面の標高75~80mからは縄文時代

の遺構が集中して検出され， 北側では西向き斜面から平安時代の遺構が確認されている。

（國 井）

第2節 調 査 経 過

石神遺跡は， 平成10年度に実施された表面調査により確認された。 その後， 平成17年に， （財）福

島県文化振興事業匝が常磐自動車道建設に伴う試掘調査を実施した結果， 縄文•平安時代の集落跡

と推定され， 常磐自動車道の計画路線内では3,700面が要保存範囲と確定された。 その後， 要保存

範匪の路線が変更になった。 これにより， 平成19年度は， 福島県教育委員会から委託を受けた（財）

福島県文化振輿事業団が石神遺跡の調査として， 3,300面を対象に記録保存する目的で発掘調査を

実施した。 2期線範囲については， 約530面が残る。 以下， 遺跡の調査経過の概要を記述する。

調査は9月4日から開始した。 まず， 現地に発掘器材の搬入を行うとともに調査範囲を確認し，

調査区の現況写真撮影を行った。 5日には， 重機を使用して表士除去作業を開始した。 表士の除去

作業については， 調査区南側から北側の順序で行い， 排土については， 調査区内にクロ ー ラダンプ
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第1章 第2節 調査経過

が進入できないため ，
バ ックホ ー 0.7を使用して調査区外北側の路線内に匿くこととした。調査区

の南側平坦面の排土は， 調査区の北側谷部に仮置きをした。中旬には， 調査区北側の排土置場が斜

面であるため， 排土の流出防止対策として， 調査区境となる斜面下にコンパネを使用した土留めを

作った。下旬には， 表土除去が終了した調査区南側から作業員を導入して遺構検出を開始した。遺

構検出に伴う排土については， 0.8 tと2.5 tのクロ ー ラキャリアと一輪車で土砂運搬を行った。調

査区内でクロ ー ラキャリアが稼動する際， 作業員と機械との接触を防止するため， クロ ー ラキャリ

アの通路を設けて安全の確保に努めた。

遺構の検出作業に伴い， 調査区南側から縄文時代前期～晩期の土器が出土した。縄文土器が出土

するLIII上部からは， 周壁が焼けた木炭焼成士坑を検出した。調査区内の境の壁で基本士層を確認

し， その結果， 調査区南側ではLIIが部分的に確認された。L I直下のLIIIから多量の縄文土器が

出土することから， LIIIは縄文時代の遺物包含層であることが確認された。表土除去作業は， 調査

区中央の北向き斜面に移行した。

10月上旬には， 調査区南側に甚準測量杭を打設した。平坦部の遺構検出に並行し， 遺物出土の状

況を確認するため北向き斜面の遺構検出も開始した。検出された士坑の掘り込みも開始した。斜面

での排土については， 足場板2枚を「V」字状にあわせた樋を使用して斜面下に集めた。

谷部には， 排士が集められることから， 調査区外への排士流出を避けるため， 谷部の低い位置に

沈砂池を設置した。中旬には， 遺構検出作業が本格化し， 調査区北側では， LN上面から縄文時代

早期末葉の竪穴住居跡や土坑等の遺構を検出した。検出された遺構は， ／頓次掘り込みを開始した。

下旬には， 平坦部から住居跡や土坑等の遺構が次々と検出され， 調査員が遺構の掘り込みや図面作

成に追われた。また， 調査区北側では遺構や遺物が極端に少ないことを確認した。

11月上旬には， 調査区南側の地形測量を行った。調査区北側では平安時代の住居跡が確認された

ため， 順次遺構の掘り込みを開始した。調査区内に仮置きした排土は，
バックホ ー 2台を使用して

調査区北側の路線内に移動した。中旬には， 調査区中央の北向き斜面のLIIIb'より縄文時代早・

前期の土器が多量に出土した。調査区北側の谷部が掘り上がり， 谷部の断面観察から， 当初確認し

た基本土層以外の層が確認されたため， 新たな層を追加した。下旬に入ると， 調査区北側で遺構の

プランが路線肉である北側に伸びることが確認されたため， 調査範囲を北側に拡張した結果， 平安

時代の住居跡が確認された。また， 調査区南側では， LW上面から中・近世のピット群が確認され

た。このように， 発掘調査の進捗に伴い， 遺跡の様子が伺えるようになったことから， 26日にはラ

ジコンヘリコプタ ー を用いて上空から遺跡の写真撮影を実施した。

12月上旬には， 遺構精査と一部の発掘器材等の片付けを行ない， これに並行して調査区北側の地

形測量を行った。遺跡の調査も終了に近づき， 10日には福島県教育庁文化財グル ー プ， 東日本高速

道路株式会社， （財）福島県文化振輿事業匝の各担当者により， 調査経緯や成果， 排土置き場の状

態等の確認を行い調査区の引渡しを行なった。14日には発掘器材の片付けと撤収を行い， 直接調査

に関わる作業を終了した。
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以上のように， 石神遺跡の発掘調査は， 9月 4日から12月14日までの延べ70日をもって， その全

日程を終了した。

第3節 調 査 方 法

今回の調査では， 遺跡の位置関係と遺構・遺物の出土位置を明示するために， 調査区内に世界測

地系に合わせた測塁基準杭を打設した。 この基準杭の座標値をそのまま用い， 南北の軸線を真北に

合致させ10m四方のグリッドを設定した。 グリッドの原点は， X : 182 ,310, Y : 95,860の交点で，

Xは緯線， Yは経線を表す。 各グリッドの名称は， 東西方向に西から東へA•B.，•とアルファベッ

トの大文字を， 南北方向には北から南へ1 • 2 …と算用数字を付し，
Alグリッド， C 2グリッド

などと呼称した。 遺構の記録に際しては， このグリッドをlmの方眼に細分し， 交点を側点として

用いた。 また， 交点の表記には座標値をそのまま 使用した。

今匝の調査では， 表土除去作業にバックホ ー 0.7を使用したが， それ以外は人力で遺跡基底面ま

で掘り下げ ， 層位ごとに遺構・遺物の確認につとめた。 また， 排士の移動には， クロ ーラキャリア

0. 8 tと2.5 tを使用した。 遺構の調査では， 土層観察用の畦を設け ， 堆積土の状態や遺物の出土状

況に留意しながら精査・記録を行った。

遺構の記録は1 /10 • 1 /20, 調査区内の地形図は1 /200の縮尺で記録した。 遺物の取り上げは，

遺構ごとに， 遺構外出土遺物はグリッドごとに取り上げているが， いずれにも出土層位を明記して

いる。 特に， 遺物が多く含まれていたL皿b·L皿b' では段階的に分けて掘り下げ， 出土遺物の

塁や時期の違い等を確認した。 遺構外の遺物集中地点については， 10mグリッドを5m四方に4分

割し， 北東隅から 時計回りにa • b • c • dという枝番をつけて取り上げた。 また， 住居跡では，

住居内の北東側から a •b• c •dと区分けして遺物を取り上げた。 出土層位については， 遺構外

堆積士をアルファベット大文字のLとロ ー マ数字との組み合わせによりLI •LII 等とし， 遺構内

はアルファベット小文字の£と算用数字の組み合わせによりR 1 • R 2等と表記した。 また， 土層

の注記には新版標準土色脹を基準として使用した。

記録写真については， 検出吠況や士層の堆積状況等に留意し， 35mm判のモノクロ ー ムとカラ ー リ

バー サルのフィルムを使用し， 同一被写体を同一方向から 撮影した。 また， デジタルカメラでも同

様に撮影した。

（國 井）
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第2章 遺構と遺物

第1節 遺構の分布と基本土層

遺構の分布

石神遺跡で検出された遺構は， 住居跡6軒， 土坑48基， 焼土遺構13基， 竪穴遺構3基， 柱列跡l

列， ピット58基である。 出土遺物は， 縄文土器4,8 27点土師器605点， 須恵器8点かわらけ8点

陶磁器29点， 羽口6点瓦2点石器・石製品30 2点鉄製品2点鉄滓18点(745 g) ， 銭貨5 点，

銃弾l点である。 遺物の年代は， 縄文時代早期末葉から現代まであり， 縄文時代早•前期と平安時

代(9世紀後半）が主体となる。

遺跡は， 新田川の支流である境掘川と水無川に挟まれた丘陵に立地する。 調査区内は丘陵頂部の

平坦地， 北側の斜面と谷部からなる。 遺構は， 調査区南側の平坦部から， 縄文時代～近世にかけて

の住居跡や土坑群， 焼土遺構， ピット群等が集中して検出されている。 中でも縄文時代早•前期の

遺構が主体を占める。 中・近世の遺構は， 平坦部南側の 1号竪穴遺構， 柱列跡， 平坦部中央の南側

ピット群が確認されている。 また， 時期が不明である木炭焼成土坑は平坦部に散在する。 遺構が集

中する平坦部の地形は， 調査区外の西側と東側に広がることから， これらの平坦部には， 当該期の

遺構が存在する可能性が高い。 また， 調査区北側の東向ぎ斜面では， 平安時代の住居跡や土坑等の

まとまりが認められる。 この他， 調査区中央の北向き斜面と谷部で遺構は確認されていないが， 遺

物は， 調査区中央の北向き斜面LIIIa •b' から縄文土器が多量に出土した。 このように， 時期的

に見ると， 縄文時代の遺構は調査区北側に， 平安時代の遺構は調査区南側に分けることができる。

なお， 平安時代の住居跡や調査区南側から精錬滓や鍛鎌鍛冶滓が出土しており， 本遺跡の北側に

近接する平安時代の鍛冶遺構が確認されている中山C遺跡との関連性が高いものと考えられる。 ま

た， 中世の遺構については， 本遺跡の南側の戸烏土遺跡との関連も考える必要がある。

基本土層（図 2, 写真6)

調査区は， 丘陵南側の縁辺部に立地する。 甚本土層は， 調査区南側の平坦部（①～③）と中央部

斜面（④）， 北側の谷部（⑤・⑥）で堆積状態を観察し5 層に大別した。 以下， 各士層の特徴と遺

構遺物との関係について述べる。

L Iは， 黒褐色を呈する表土である。 調査区全体に広がっており， 層厚は10~55cmを測る。 調査

区南側の平坦部は薄く， 調査区北側の谷部では厚い。 調査叉の北側斜面部は桑畑に使用されていた

ため， 斜面が階段状となる。 本層からは， かわらけ・陶磁器等の中・近世の遺物が出土している。

L IIは黒褐色士である。 調査区全体に認められ， 層厚は10 ~ 3 4 cmを測る。 L I同様， 平坦部

では層厚が約10cmと薄く， 谷部では厚くなる。 本層を掘り込んでいる遺構としては， 木炭焼成土
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坑と考えられる6 ~ 8 • 23号土坑， E10-P2があげられる。 また， 平安時代の遺構と考えられ

る40 • 42号土坑には， 本層が堆積していた。 本層からは少量ながら平安時代の土師器が出土して

いる。

LIIIはa~hとい の9層に細分した。 a~hについては， 平坦部と谷部調査の段階で， すでに

層位が確定していたが， 縄文土器が多量に出土した調査区北向き斜面部の調査で， L III C の上部に

一層人ることが確認された。 ただ， この層については， 平坦部で確認されたLIIIbとの上下関係を

明確にすることはできなかったが， ほほL皿bに近い， 斜面部に堆積する土層と判断した。 このた
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め， この段階ではLIIIb以下の層位変更が困難と判断し， 調査区北向き斜而部で確認したL皿cの

上部の層については， LIIIb' と命名した。

LIilaは褐色砂質土で， 調査区北西端部を除いた範囲で確認されている。 平坦部では層厚が15cm

前後と薄いのに対し， 谷部上部に当たる⑥では層厚が37cmを測る。 遺構は， 木炭焼成上坑と考えら

れる1 · 4·18号土坑が， また平安時代と考えられる43号士坑が本層を掘り込んでいる。 その他，

2·6 ·11号焼土遺構が本層内で確認されている。 遺物は， 縄文時代前期から同晩期の士器が多く

出土している。
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L皿bはやや赤味のある褐色土である。 本洒の上部ほど赤味が強い。 平坦部でのみ確認され， こ

こでは層厚が26~45cmと安定した堆積が確認されている。 本層からは焼土遺構の多くが確認されて

いる。 また， 本層下部から縄文時代早期末葉と考えられる17 • 19 • 29号土坑が確認されている。 遺

物は， 本層の上部からは縄文時代早期から同前期にかけての土器が多く出土し， 下部からはわずか

であるが縄文時代早期中葉の薄手の土器が確認されている。

L皿b
1

は暗褐色砂質土である。 調査区中央の北向ぎ斜面から谷部にかけて確認された。 本層は，

LIIIbに近似しているが， 本層が斜面に位置することや土質が異なることから分けている。 層厚は

E 5グリッドで25cm前後を測り， 斜面下に向かって厚く堆積する。 LIIIじ 下部には縄文時代前期

後葉の土器が多い。

L皿cは黒褐色砂質土である。 LIIIb' とほぼ同様な広がりが確認されている。 北向き斜面の④

地点では確認でぎなかったっが， D 5グリッドやE 5 • 6グリッドでは確認されていた。 遺物は，

縄文時代早期中葉から同前期前葉にかけての土器が多く出土している。 特に， E 5グリッドの上部

から縄文時代前期前葉の羽状縄文が多く確認されていた。

LIIIdは褐色士である。 谷部の中央Aパ断面とその周辺のみで確認され， 北側斜面側にやや厚

＜堆積することから， 北側からの再堆積層と考えられる。 暦厚は最大22cmを測る。 本層からはわず

かながら縄文時代早期の士器が出士している。

L皿e~gは暗褐色土で調査区中央谷部の堆積層として確認されている。 いずれの層も非常に近

似しているが， 土色や含有物等のわずかな違いから細分した。 本層からは， 縄文土器がわずかなが

ら出土している。

L皿hは主に谷部の北側で確認され， LIIIの最下層である。 このため， 調査区北側でのLNの漸

移層である。

LWは黄褐色土である。 いわゆるロ ー ム質の土質で， 調査区全体で確認されている。 特に， 平坦

部では本層の上面が主に縄文時代の遺構検出面となる。 遺物は本暦以下から出土していないため，

本層は本調査区における遺跡基底面となる。

LVは黄褐色砂質土で， 基盤層の表層部が風化したものと考えられえる。 調査区南側の平坦部で

26~31 • 47 • 48号士坑等の底面で確認されている。 （國 井）

第2節 竪穴住居跡

今回の調査で検出された竪穴住居跡は， 6軒である。 これらは， 調査区南側の丘陵の平坦部で3

軒， 調査区北側の東向き斜面で3軒が認められた。 時期的には， 南側が縄文時代早期末葉， 北側が

平安時代に分けられ， 時期によって住居が構築される地形が異なる。 平安時代の住居跡については，

本遺跡の北側に近接する平安時代の鍛冶遺構が確認された中山C遺跡との関連性があるものと考え

られる。
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1号住居跡 S I 01 

遺 構（図5, 写真7 • 8) 

本遺構は調査区南側平坦面のE 7 • 8グリッドに位置し， LIV上面で検出した。 地形的には， 南

側平坦面の北縁に相当する。 東側1.8mの地点には， 3号焼土遺構がある。

掘り過ぎにより周壁の半分以上を失っているが， 本来の平面形は隅丸長方形を呈していたと考え

られる。 遺存する西壁のガ位は， N21
°

Wである。 規模は， 遺存する長軸で283cmを測る。 検出面

から床面までの深さは， 最大20cmを測る。 周壁は底面から忽傾斜で立ち上がる。 床面はLIVに形成

されており， 平坦である。 ピットは検出されなかった。

住居跡の南端では焼土化範囲を確認した。64X48cmの隅丸長ガ形の範囲が焼土化しており， 最大

14cmの厚さで赤褐色に変色している。 焼土化範囲上面での焼き締まりは確認できなかった。

堆積土は1層である。 Q 1は， 壁際から崩落したLIV塊を含む褐色砂質士である。 炭化物粒を含

んでおり， L III bに起因する自然堆積土と考えられる。

遺 物（図5, 写真31)

遺物は， Q 1から縄文土器片30 点が出土した。 いずれも， 胎土に植物繊維を混和するI • II群土

器である。 そのうち， 3点を図5 - 1 ~ 3に示した。 1 • 2は刺突や沈線が施され， 内面に条痕文

が施されている。 3は地文にル ー プ文を施す。
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第2草 第2節 竪穴住居跡

まとめ

本遺構は， 隅丸長方形の竪穴住居跡である。 時期については， 遺物から縄文時代前期前葉と考え

ている。 （今 野）

2号住居跡 S I 02 

遺 構（図6' 写真9)

本遺構は， 調査区南側平坦部のG 9グリッドに位置する。 遺構検出面はL III b下部である。 遺構

の東側の一部は撹乱により失われている。 北側と東側には縄文時代と考えられる貯蔵穴や焼土遺構

が隣接する。 堆積士は4層に細分され， 主に周囲からの流入による自然堆積と考えられる。 R 4に

ついては， 水平に近い堆積状況から人為堆積の可能性もある。

平面形は長方形を呈し， 規模は243X 2 07cmを測り， 検出面からの深さは北壁で最大50cmである。

周壁は床面からやや急角度で立ち上がる。 床面はLWにつくられ， 小凹凸が認められるもののおお

むね平坦である。 踏み締まりは確認できなかった。

住居施設としては， 床面からピット3基が確認された。 ピットは東壁際と西壁際で確認され， そ

のうちp 2とp 3を結んだラインは西壁とおおむね並行する。 平面形は楕円形を呈し， 規模は13~

21cmを測り， 床面からの深さは18~50cmである。 堆積士はいずれも暗褐色砂質士である。 これらの

ピットについては， その形状や配列， 堆積土から柱穴と考えている。

遺 物（図6' 写頁31 • 34) 

遺構からは， 縄文土器片10点， 石器8点が出士した。 すべて¢ lからの出土である。 縄文土器は，

いずれも胎土に植物繊維を混和するものである。 このうち， 縄文土器8点， 石器l点を図示した。

閃6- 1~ 8は縄文士器である。 1は口緑部資料で， 口縁端部の断面形は外削状を呈する。 肉外

面には条痕文が施され， 外面の条痕文上には半歓竹管による縦方向の平行沈線が描かれている。 3.

4 • 6は 1と同様に条痕文が施され， 3には浅めの平行沈線が， 4には先がつぶれたエ具による沈

線が描かれている。 1 • 3 • 4 • 6の胎土に含まれる植物繊維の量は多い。 図6-2• 7•8は外

面に縄文が施される。 2は波状□縁の破片で， 波頂部は円形状の刺突が施され肥厚する。 8は結束

羽状縄文となる。 同図5は細かい刺突が横方向に施されている。 図6-2•5· 7·8の胎士に含

まれる植物繊維の量は， 1•3•4•6に比べて少ない。 これらの土器の特徴から 1• 3 • 4 • 6 

は縄文時代早期末葉， それ以外は同前期前葉と考えられる。

同図9は縦形の石匙で， 表裏面の側縁部を中心に粗目の調整剥離が施されている。 各側縁が直綜

的に整形され， 形状は三角形状を呈する。

まとめ

本遺構は， 長方形を呈する小型の住居跡である。 住居施設として壁際から3基の柱穴が確認され

た。 堆積士からは， 本遺構靡絶後自然堆積により埋没したものと考えられる。 時期は， 出士遺物か

ら縄文時代前期前葉と考えている。 （國 井）
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2号住居跡堆積土
1 褐色士7.5YR4/3 （炭化物粒少量）

2黄褐色土10YR5/6
3褐色土7.5YR4/3 （炭化物粒微量）

4暗褐色土7.5YR3/3 （炭化物粒多量）

P1堆積土
1暗褐色砂質土10YR3/3

P2 • 3堆積土
1暗褐色砂質土10YR3/4

゜ 1m 

(1/40) 

5 (a区/Jl)

3 (a区Q1) 4 (a区Q,1)

2 (b区Q1)

6 (a区Q1)

灼
H
扁 ｀｀ 

8 (a区Jll) く長さ：3．2 CII1 
幅 ：2.2 cm 
厚さ：0.6 cm 
重さ：2.6 g 
石質：凝灰質頁岩
O 2cm 
l:::::::::::::: (2/3) 

9 （似2)

O 5cm 
�(2/5) 

図6 2号住居跡・出土遺物
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3 号住居跡 S I 03 

遺 構（図7' 写真10)

第2草 第2節 竪穴住居跡

本遺構は， 調査区南側平坦部のE• F 8グリッドに位固する。遺構検出面はLN上面である。地

形的には， 南側に向かってわずかに傾斜している。そのため， 本遺構は南側の壁が失われているた

め遺存状態が悪い。調査当初， Lill b下部で不明瞭な範囲として見られたが， 遺構プランはLW上

面まで削ってようやく確認された。27号士坑， 南側ヒ
°

ット群のE8-P6とF8-P7 • 8 •10• 

11 • 15~17と重複し， 本遺構の方が古い。

堆積士はやや赤味のある褐色士の単層で， 炭化物粒以外に混じりがなく均質であることから自然

堆積と考えられる。また， 本層はLillbに起因する。

平面形は遺存状態から長方形と推測され， 規模は510X 206cmを測る。検出面からの深さは北壁で

最大20cmである。

周壁は床面からやや急角度で立ち上がる。床面はLWに形成され， 小凹凸が認められるもののお

おむね平坦である。踏み締まりは確認できなかった。

住居施設としては， 床面からピット 7 基が確認された。ピットは P 1 • 2 が東壁際， P 1 • 6 • 

7 が北壁際で確認され， P 3 ~ 5 を結んだラインはおそらく住居の南壁に相当する範匪と考えてい

る。平面形は円形もしくは楕円形を呈し， 規模は径12~16cmを測る。いずれも小型のものである。

床面からの深さは10~20cmである。堆積土は暗褐色土と黒褐色土である。これらのピットについて

は， その形状や配列から柱穴と考えている。

造 物（図8' 写真31 • 34) 

遺物は縄文士器片32点， 石器36点が出士した。縄文士器は， 胎士に植物繊維を混foするもので，

内外面に条痕文が施されたものが多い。石器は石鏃以外は剥片である。これらのうち， 縄文土器4

点石器 1 点を図示した。

図 8 - 1 ~4 は縄文土器である。 1 は外面に浅目の条痕が施された器壁の薄いものである。縄文

時代早期中葉のものと考えられる。 2は隆起綜文と条痕文が施されるもので， 縄文時代早期後葉の

ものと考えられる。 3には0段多条原体による斜縄文， 4には条痕と縄文がそれぞれ認められ， 縄

文時代早期末葉のものと考えられる。

同図 5 は棒状を里する凸基有茎石鏃である。両側から細かい調整剥離を行い， 両側の先端は鋭く

尖っている。

まとめ

本遺構は長方形を呈する住居跡である。住居施設として賠際に柱穴が確認された。遺構内堆積士

から， 本遺構廃絶後は自然堆積により埋没したものと考えられる。時期は， 出土遺物から縄文時代

早期末葉と考えている。 （國 井）
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図8 3号住居跡出土遺物

4号住居跡 S I 04 

4 (Ql) 

5 (Ql) 
長さ： 4.1 cm 
幅 ：1.2 cm 
厚さ： 0.8 cm 
重さ：2.8 g 
石質：デイサイト

o 3cm 

i:::::::=:==J (2/5) こ 9 ,  3翌/3)

遺 構（第9図， 写真11 • 12) 

本遺構は， B 2 • C 2グリッドの東向き斜面に位置する。 遺構検出面はLIIIa上面である。 北西

側には5号住居跡， 44号・45号土坑， 東側には42号土坑， 南側には36号・40号土坑が隣接する。 本

遺構は， 表土除去の際に遺構の北側半分を壊してしまった。 検出当初， カマドが確認されたため，

住居跡と判断した。

平面形は， 遺存状況からは不明である。 遺存規模は196X 120cmを測り， 深さは南西側で最大45cm

を測る。 周壁は南西隅付近で， 床面から約60
゜

の急斜で立ち上がる。 床面は全体に貼床が施され，

おおむね平坦である。

堆積士は10層に細分した。 Q 1 • 2ぱ煙道に， Q 3 • 4はカマド内に堆積した流人土， Q 5 • 6 

はピット内に堆積した流人土， Q 7は床面やカマドの底面で確認されたカマド崩落土， Q 8はカマ

ド袖の構築土， Q 9はカマド袖石の掘形埋土， t 10は貼床と考えている。 このため， Q 1 ~ 7が自

然堆積， Q 8 ~10が人為堆積である。

住居施設としてはカマドとピットを確認した。 カマドは西壁に敷設され， 袖の一部と燃焼部， 煙

造が遺存している。 カマドは床面上と壁面に構築され， 遺存規模は西壁から北側袖の先端までの長

さ47cm, 両袖の外側から幅86cmを測る。 袖には先端に平石を立てた袖石が認められる。 袖は褐色粘

質土を使用して構築されている。 壁から袖の長さは， 右袖で39cm, 左袖で46cmを測る。 袖の遺存高

は， 右袖で9cm, 左袖で4cmを測る。 両袖の先端には袖石が用いられており， 左袖の袖石は焚口内

部に向けて傾いている。 また， カマド固辺に散乱していた石は， その多くが赤変していたことから

袖石あるいは支脚等に使用されていたものと考えられる。

燃焼部は床面に形成され， 周壁の上部から袖内側まで広く焼けている。 燃焼部の規模は， 焚口側

から奥壁まで60cm, 両袖の内側幅が最大65cmを測る。 燃焼部の中央部では， 硬く焼き締まった暗赤

褐色の焼土化範囲が確認されている。 この燃焼面の厚さは最大12cmを測る。 また， 燃焼部の中央に

は焼けていない範囲が確認され， 本来，支脚が設置されていた部分と考えられる。

煙道は奥壁からの長さ75cm, 幅8~15cmを測る。 煙道の断面形は横方向に長い長方形を呈し， そ

の高さは9cmを測る。 煙道の焼土化範囲は， 主に周壁の上部に認められ， その厚さは4cm程度であ

る。 煙出しピットの平面形は22X 15cmの台形状を呈し， 検出面からの深さは50cmである。 煙出しピッ
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トの焼土化範囲は， 煙造の天井からピット周縁部にかけて確認され， その厚さは 1~ 2 cmを測る。

煙出しピット内からは， 図10- 6の土師器甕破片が割れた状態でピット底面付近から出土しており，

カマド使用時に煙出しピット周辺で使用されていたものと考えられる。 煙造はカマドからみると南

側に傾き， 煙出しピットから見て北側に傾いている。 このため， 煙迫構築時に煙出しピット側とカ

マド側の両側から煙造を掘ったために， 煙道が傾いたものと考えられる。

ピットは南壁際で3枯を確認した。 p 1はカマド南側の袖に接する直径21cm, 深さ10cmを測るカ

マドに伴う貯蔵穴と者えられる。 p 2は不整円形を呈するもので性格は不明である。 p 3は円形を

呈する直径16cmのもので， その位置や形状から柱穴の可能性が高い。

遺 物（図10, 写真31)

出土遺物は士師器片85点である。 杯・甕・筒形士器が出土しており， その多くは筒形土器の破片

である。 このうち土師器6点を図示した。

図10- 1は土師器の筒形土器破片である。 器形はほぼ直立に立ち上がり， 口縁端部で内湾する。

外面には指頭圧痕と輪積痕が残り， 内面にはナデが施される。

同図2~4はロクロ成形の士師器杯であり， いずれも内面に黒色処理が施されている。 2の黒色

処理は， 二次的な被熱により薄れている。 底部切り離し調整は， 2が静止糸切り， 3 • 4が回転糸

切りで， 2 • 3の底部周縁から体部下端には手持ちヘラケズリが施される。

5 • 6は土師器甕である。 5はロクロ成形で， 胴部下端から底部にかけての破片である。 底部は

手持ちヘラケズリにより調整され， 切り離し技法は不明である。6は非ロクロ成形のもので，約1/3

が遺存する。 器形は丸底風の底部から内湾気味に立ち上がり， 口縁部で大きく外反する。 器面調整

は， 外面にヘラケズリ後にナデ， 内面にナデが施される。

1 (d区Q3)

2 (Q7) 
底径： 5.0 cm 

器裔：〔3.3〕Clil

図10 4号住居跡出士遺物

＼ー □三ジう
4 （如7)
底径：6.0

器高：〔1.2〕

5 ( Q 7 )  
底径： （8.S)cm 

器高：〔3,3〕cm

6 (.(ll) 
ロ径： （20.0)cm 

底径： （6.0)cm 

器高： 18.8 cm 

o 5cm 
i====:J(l/3) 
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第2編 石神遣跡

まとめ

本遺構はカマドとその周辺が確認された。所属時期は， 出土遺物から9世紀後半と考えられる。

5号住居跡 S I 05 

遺 構（図11 • 13, 写真13 • 14) 

（鈴 木）

本遺構は調査区北側斜面部のB 1グリッドに位置し， LN上面で検出した。住居跡の長軸は等高

線に平行する。遺構の北側が試掘トレンチにより壊され， 東側半分は斜面崩落のため失われている。

本住居跡では， 当初カマドを確認した住居貼床下から焼士化範囲が確認され， 住居の拡幅が行わ

れたものと判断した。本住居跡では2時期確認されたことから， 新しい方を5 a号住居跡， 古い方

を5 b号住居跡と命名した。

5 a号住居跡 5 a号住居跡は， 遺存部分から推測すると， 平面形は長方形であったと考えられ

る。規模は南北長350cm， 東西遺存長260cmを測り， 西壁の方位はほぼ真北を指す。検出面から掘形

底面までの深さは， 最大34cmを測る。貼床が設けられており， その上面は平坦に整えられている。

貼床の厚さは， 2 ~16cmである。周壁は， 急角度で立ち上がるように整形されている。

堆積士は4層に分けられる。 C 1 • 2は廃絶後の堆積士で， レンズ状の堆積状況を示すことから

自然堆積と判断した。f 3は， 床面南西隅の集石の下に認められた。f 4は貼床で， 焼土塊・炭化

物粒と遺物を多く含み， 硬く踏みしめられていた。貼床範囲は， 住居南西隅以外で確認された。貼

床からは， 精錬滓と考えられる鉄滓と鍛錬鍛冶滓が出土している。

住居内施設として， カマド 1 基とビット3基を検出した。カマドは 西壁の中央よりやや南側に

位置する。左右袖部の石組， 石組間に収まるように広がる焼士化範囲， 煙道を確認した。石組と煙

道の向きから考えると， 本遺構のカマドは主軸をN34
°

Eに向けていたと考えられる。石組の礫は

右袖部に5点， 左袖部に2点残存しており， 長軸6 ~22cmほどの礫で構成されている。焼士化範囲

は， 最大9cmの厚さで赤褐色に変色している。煙道はわずかに残存しており， 最大幅30cm, 奥行19

cmを測る。

カマド内堆積士は， 5 層に分けられた。 C 1 • 2 には斜面上部から流れ込んだ堆積状況が認めら

れるため， 自然堆積と判断した。このうち£ l は， 住居内堆積土のf 2に相当する。f 3 • 4は，

堆積状況や含有物等からカマド崩落士と判断される。 C 5は， カマド構築粘士塊を特に多く含んで

いる。袖等が遺存しない状況から， カマドは壊されていた可能性が高い。

P 1 ~ 3については， 住居遺存部東端で確認した。 p 1 は径24cmの円形を呈し， 深さ26cmを測る。

堆積士は， LW塊を少量含む黒褐色土である。 P 2 • 3は長軸23~3lcmの楕円形状を呈し， 深さは

18~30cmである。堆積土は， 焼土粒• LW粒を少量含む黒色土である。

この他， 集石部分では， 住居掘形の掘り込みが10cmほど浅くなっている。集石は， 9 ~44cm大の

11点の礫で構成されている。カマドの近くであることから， カマドの使用に関わる施設であったこ

108 



第2章 第2節 竪穴仕居跡

ふ＼

試掘トレンチ ／／
／

／
／

／
／ 

�
-

/ ---

5a号住居跡

X=l82,307 + 
Y=95,872 

P1 (26) ゜
P3(1B) 

ぶ

十 X=182,307

Y=95,874 

5a 号住居跡堆積土
1 黒色士 10YR2/l （焼土粒少拭 炭化物粒微凪）
2 黒褐色土 10YR2/3 （焼土粒微量）
3 黒褐色土 10YR2/2 （焼士塊 ・ 炭化物粒多量， LN塊少量）
4 暗褐色土 10YR3/3 （焼土塊 ・ 炭化物粒多量）

汐 叫

日
0
g
.

S
L

1
＜
 

Al
T
 

`
g
 

日
O
S'
S
L
-
ー
ー＇

g
 

゜ 1m 

(1/40) 

I / r X=182,309 

十 Y=95,872

□゜

`
3
 

B
I 

5a号住居跡カマド

Y=95,873 + 
X=182,308 

十 Y=95,873

X=182,309 

叫

W
O
£
 ·
s
l
 

A —75. 30m A
' 

叫

s

 
貼床

LIV 

一75. 30m 

5a 号住居跡カマド堆積土

1 黒褐色土 10YR2/2 （焼土粒・炭化物粒微量）
2 暗褐色士 10YR3/3 （焼土塊・炭化材少品）
3 暗褐色土 7.5YR3/3 （焼士塊多量）

B' 4 褐色土 10YR4/4 （焼土粒少量， 炭化材微嚢）
5 にぶい黄褐色粘質土 10YR4/3 （焼土粒 ・ 炭化物粒微量）

貼床

LW 焼士化範囲
゜ 50pm 

(1/20) 

図11 5 a号住居跡

109 



第2編 石神遺跡

ロ □ロ

三 □□'�/\
3 （検出面，カマドQl)

4 (M) 
ロ径： （12.9)cm 

底径： （ 6.4) cm 

S 器高： 3.4 cm 

5 （床面直上， J!1 ~3, カマド1!2 • 4, Pll!l) 
ロ径： 16.8 cm 器高： 14.6 cm 

底径： 8.6 cm O 5cm 
| l l l l I (l/3) 

図12 5 a号住居跡出上遺物

とが想定される。 また， カマド北側の床面にも長軸42cm, 幅15cmの四角柱状の礫を1点確認した。

これもカマドに関係する可能性がある。

掘形には， 北側と南側に段差が認められる。

5 b号住居跡 5 b号住居跡は， 5 a号住居跡貼床下で検出した。 5 a号住居跡と同様に， 北側

で試掘トレンチにより壊され， 東側半分を斜面の崩落で失っている。 遺存部分から推測すると， 平

面形は長方形と考えられる。 規模は南北長3 50cm, 東西遺存長240cmを測り， 西壁の 方位はほぼ真北

を指す。 周壁は緩やかに立ち上がり， 床面は平坦に整えられている。

堆積土は1層である。 fJ,1は貼床で， 陪褐色土粒・塊を含む褐色士である。 貼床は， 床面全体に

厚さ1~ 6 cmで貼られており， 踏み締まりは床面全体で確認された。

住居遺存部の中央に焼士化範囲を検出した。 焼土化範囲は貼床面に形成されており， 最大12 cm 

の厚さで赤褐色に変色している。 また， 焼土化範囲から 20 cmほど離れた住居跡遺存部東端に， 焼

士塊集中域を確認した。 貼床と同質の土が被熱した焼士塊の集中域で， 床面の窪地部分で最大3 cm 

の厚さに堆積している。

他に住居内施設として， ビット2県を確認した。 それぞれ， 住居南西隅で検出した。 p 1は， 長

軸22cmの楕円形を呈し， 深さ8 cmを測る。 p 2は， 長軸66cm, 幅 54cmの楕円形を呈し， 深さは3 cm 

と浅いものである。 5 a号住居跡で検出した集石と重複する。 P1 • 2ともに， 巾には5 a号住居

跡の貼床が充填していた。

遺 物（図12, 写真31)

5 a号住居跡の遺物は， fJ, 1 ~ 4・床面， カマド， fJ,1 • 2 · 4, Pl • P3から縄文上器片7

点， 石器6点， 土師器片 263点， 羽□3点鉄滓6点が出土した。 鉄滓はfJ,1 • 2から出士した精

錬滓と考えられる鉄滓と鍛錬緞冶滓である。 5 b号住居跡の遺物は， fJ, 1から土師器片が8点出士

した。 いずれも細片のため図示しなかった。 そのうち， 5 a号住居跡から出上した土師器甕1点，

杯4点を図示した。

図12-1 ~ 4はロクロ成形の上師器杯である。 器形を見ると， 1 ~ 3は底部から体部が内湾気味
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に立ち上がり， このうち2 • 3は口縁部が外反する。 4は， 体部が直線的に立ち上がるものである。

1 ~ 3の内面には， ヘ ラミガキ後黒色処理が施されているが， 4には認められない。 底部の切り離

しは， 1 ・ 2 • 4が回転糸切りである。 3は体部下端から底部全面にかけて， 手持ち ヘ ラケズリ再

調整が施されているため不明である。

同図5は， ロクロ成形の土師器甕である。 小型のもので， 底部から口縁部までの約7割が遺存す

る。 器形は胴部が膨らみをもち， 口縁部が「く」字状に開き， 口唇部が上方につまみ出されている。

底部の切り離しは， ミガキ状の再調整により不明である。 器面調整は， 外面の胴部下半に ヘ ラケズ

リが施されている。

まとめ

本遺構は長方形を呈する竪穴住居跡であるが，試掘トレンチに壊され，また， 斜面に構築されている

ため遺存状態が悪い。住居内で新旧が確認され，5 a号住居跡が5 b号住居跡の上に構築されている。

5 a号住居跡の貼床からは， 錆に覆われた精錬滓と考えられる鉄滓と鍛錬緞冶滓が出士している。

また， 5 b号住居跡では床面に焼土化範囲や焼土塊の集中範囲が確認されている。 このような状況

から， 5 b号住居跡では緞錬鍛冶が行われていたものと考えられる。 また， 5 a号住居跡構築時に

は， 古い段階の5 b号住居跡の鍛冶炉が壊されたものと考えられる。 時期は， 出士遺物から9世紀

後半と考えられる。 （今 野）
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第2編 石神遣跡

6 号住居跡 S I 06 

遺 構（図14, 写真15)

本遺構は， B • E 1グリッドに位置する。東向ぎ斜面裾部に構築され， 遺構の約半分以上が失わ

れている。このため ， 遺存状態は悪い。遺構検出面はL III h上面である。西側には43号土坑や11号

焼土遺構が隣接する。本遺構は， 検出段階でカマド袖石やその周辺から土師器が出土したことから

住居跡と確認された。

本遺構の平面形は， 遺存状態から方形状と推測される。煙道の軸方向はほぼ真西に近い。遺存規

模は310X190cmで， 深さはカマド付近で最大11cmを測る。周壁は西壁では急角度で立ち上がる。床

面は凹凸があるものの平坦であり， 踏み締まりは確認されなかった。

住居内堆積土は6層に細分された。 R, 1 • 2は流入土， R, 3はカマド崩落土， ¢ 4は支脚埋土，

R, 5 はカマド袖の構築土， R, 6は貼床である。

屋内施設としては， カマドとピットを確認した。カマドは西壁に取り付き， カマド両袖と燃焼面，

煙道が確認され， 燃焼面からは支脚が直立した状態で出士した。カマド両袖は， 粘質士を使用して

西壁と床面上に形成され， 床面から最大8 cmの高さまで遺存する。燃焼面は， 64X 62cmの範囲で確

認され， 中央は特に強く焼けていた。その厚さは最大6cmまで逹する。

煙道は， 西側に張り出し， トンネル状で煙出部に至る。規模は， 奥壁から煙出部まで125cmを測

り， 幅は7~13cmである。煙出部は楕円形状を呈する。煙出部の底面には， 煙道からの雨水等の侵

入を防ぐと考えられるピット状の掘り込みが確認される。検出面からピット底面までの深さは48cm

を測る。 この他支脚は燃焼面中央のやや南側で直立した状態で確認されている。支脚は， 長さ19

cm, 幅8 cmの棒吠の花岡岩が使用されている。

ピットは 1基を確認した。 p 1 はカマド南側に接し， 南側の一部が失われている。遺存規模は，

54X33cmを測り， 床面からの深さは4cmである。ピットの位置や規模から貯蔵穴と考えられる。

遺 物（図15, 写真31)

出土遺物は， 縄文土器片l点， 土師器片131点， 須恵器片2点である。土師器片の多くはカマド

から多く出士している。このうち， 士師器3点， 須恵器 1 点を図示した。

図15- 1 • 2はロクロ成形の土師器杯である。器形は， いずれも底部から体部が内面気味に立ち

上がり， 口縁部がわずかに外反する。器面調整は佐面にヘラミガキ後黒色処理が施されている。 1

の底部切り離しは回転糸切りであるが， 2は｛本部下端から底部にかけて手持ちヘラケズリ再調整が

施されている。2の外面は再び火を受けたことにより赤化し， 器面の一部が剥落している。このた

め ， 内面の黒色処理が約半分以上薄れている。

図15- 3は， ロクロ成形の土師器甕である。小型のもので， 底部から口縁部までの約7割が遺存

する。器形は， 胴部が膨らみをもち， 口縁部が「く」字状に関き口唇部が上方につまみ出されてい

る。底部の切り離しは不明である。器面調整は， 外面の胴部下端と内面胴部下半にヘラナデが施さ
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1 （床面）
ロ径：13.8 cm 
底径： 6.2 cm 
器高： 4.8 cm 

三
三号二三-- : ·: ： · ::: •: ： :： :： · : 

三三 2（床面）

二— 口径：13.0 cm 
底径： 6.1 cm 

← ← 器illi : 4.6 cm 

図15 6号住居跡出土遺物

れている。

o 5cm 

3 （床面，Ill)
ロ径： （18.6)cm 
底径： 11.3 cm 
器高： 15.1 cm 

4 (Q,3) 

O 5cm 

l:::===:r:::::J (1/ 3) | l | 1 | |（2/5) 

図15- 4は， 須恵器甕の破片である。 外面には明瞭なタタキ日痕が認められるが， 内面にあて具

痕は認められなかった。

まとめ

東向き斜面に構築された住居跡である。 この斜面の上方には， 本遺構と同様にカマドが取り付く

4 • 5号住居跡が認められる。 これらの住居跡は， 出土遺物から本遺構に近いものと考えられる。

時期は9世紀後半と考えられる。 （國 井）

第3節 土 坑

土坑は48基検出された。 調査区南側の平坦部では， 縄文時代の貯蔵穴や平安時代の木炭焼成土坑

等が確認される。 また， 調査区北側の東向き斜面では， 近接する住居跡に関連する平安時代の土坑

か確認されている。 その他， 調査区中央の北向き斜面では， 木炭置場と考えられる時期不明の土坑

が 1基のみ確認されている。

1 号士坑 S KOl（図16, 写真16)

本遺構は調査区南側のE • F 10グリッドに位置し， L IIで検出した。 遺構の北西端では， ElO­

p 2と重複し， 本遺構の方が古い。 遺構の東には， 8号土坑がみられる。 平面形は隅丸方形を呈す

る。 規模は130 X 111cmを測り， 検出面の深さは最大24cmである。 周壁は底面から緩やかに立ち上が

る。 底面はおおむね平坦である。

堆積土は3屠に分けられ， レンズ状の堆積を示す。 底面直上には炭化物が多量に認められた。

遺物は縄文土器片 1点， 鉄製品 1点が出土した。 鉄製品は棒状のものであるが， 図示していない。

本遺構は， 焼土化した壁面は認められなかったが， 底面に炭化物を多く含むことから木炭焼成土坑

と判断した。 所属時期は不明である。 （國 井）
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2 号土坑 S K02（図16 · 26, 写真16 · 32) 

第2章 第3節 土 坑

調査区南側平坦部のD7グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構内堆積土は2

層に分けられ， レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積と判断した。 平面形は楕円形であり，

規模は157 X114cmを測る。 検出面からの深さは最大44cmである。 周壁は急角度で立ち上がり， 底面

は多少の凹凸があるもののおおむね平坦である。

遺物は， ［ l から縄文土器片27点が出土した。 このうち2点を図示した。 図26- 1 は口縁部で，

外面に先のつぶれたエ具により「X 」字状の文様が描かれている。 同図 2 は口縁部と胴部の境にわ

ずかな稜状の高まりが認められ， この上に斜め方向の刻みが施されている。 これらは， 胎士や文様

の特徴から同一個体と考えられる。

本遺構の時期については， 判断でぎる遺物の出土はないが， 縄文時代早期後葉と考えている。

（今 野）

3 号土坑 S K03（図16, 写真16)

本遺構は調査区南側のF 6 • 7グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 平面形は長

方形を呈し， 主軸方位はN15
°

Eを示す。 規模は116X7 6cmを測り， 検出面の深さは最大18cmであ

る。 周壁は北壁を除いて急角度で立ち上がる。 西壁上端の一部には焼土化範囲が認められ， その厚

さは4 cmを測る。 底面はおおむね平坦である。

堆積土は2層に分けられ， 底面直上には炭化材が， 壁際には焼土粒や黄褐色土塊が認められた。

遺物は出土していない。

本遺構は， 焼士化した墜面や底面上に炭化物が多く認められることから木炭焼成士坑と判断した。

所属時期は不明である。

4 号土坑 S K04（図16 • 26, 写真16 • 32) 

（國 井）

本遺構は， 調査区南側のF •G9グリッドに位置する。 遺構検出面はLIIIaである。 平面形は長

方形を呈し， 主軸方位はN34
°

Eを示す。 規模は111X82cmを測り， 検出面の深さは最大34cmであ

る。 周壁は底面から全体的に急角度で立ち上がる。 底面は凹凸が認められるものの， おおむね平坦

である。 堆積士は 4層に分けられ， ［ 1 ~ 4 がレンズ状の堆積を示すが， f 5 は炭化物を多量に含

み水平に堆積する。

遺物は縄文土器片4点， 石器1点が出土した。 このうち縄文土器l点を図示した。 図26- 3は単

節の縄文地文上に平行沈線が施される。 胎士には植物繊維痕が少量混和する。

本遺構は， 焼土化した壁面や底面上に炭化物が多く認められることから木炭焼成土坑と判断した。

時期は不明である。 （國 井）
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5 号土坑 S K05（図16, 写真17)

調査区南側平坦部の D8 グリッドに位置する。遺構検出面は L 皿 b である。遺構の西側部分が調

査区外に延びるため， 全体像は不明である。遺構断面図に明らかであるが， 本遺構周辺ではL IIの

堆積が確認できなかった。遺構内堆積土は 5唇に分けられる。全体的にレンズ状の堆積状況を示す

ことから， 自然堆積と判断した。 R 1 • 2がL IIに近似するため， 本遺構は本来， L II面から掘り

込まれた土坑であった可能性も考えられる。底面上には， 焼土粒や炭化材が認められる。

今回調査できた範囲から推測すると， 平面形は隅丸長方形であり， 規模は145 X 118cmを測る。検

出面からの深さは最大62cmである。周壁は， 北壁において大きく崩落しているが， 遺存部分から急

角度で立ち上がっているのが分かる。北壁では焼土化範囲が認められ， 最大3cmの厚さで赤褐色に

変色している。底面は， 若干南側に傾斜する。

遺物は， ［ 5 から土師器の細片l点が出土した。本遺構は， 焼土化した壁面や底面上に炭化材を

含むことから， 木炭焼成土坑と考えられる。時期については， 判断できる遺物の出土はないが， 遺

構の掘込面が L IIである可能性が高いことや， 遺構の特徴から古代と考えている。 （今 野）

6 号土坑 S K06（図17, 写真17)

本遺構は調査区北側の F 8 グリッドに位置し， L Ilで検出した。遺構底面では， 22号土坑と重複

しており， 本遺構の方が新しい。遺構の南半分は掘りすぎにより壊している。遺構の遺存状況から

平面形は隅丸方形と推測される。遺存規模は140 X 82cmを測り， 検出面の深さは最大30cmである。

周壁は底面からやや急角度で立ち上がる。底面は凹凸が認められるが平坦である。

堆積士は4層に分けられ， レンズ状の堆積からおおむね自然堆積と判断した。 C 1 • 2がLIlに

近似するため， 本遺構はLIl面から掘り込まれたものと考えられる。底面直上には炭化物粒が多量

に認められた。

遺物は縄文土器片7点石器2点が出土した。いずれも図示していない。

本遺構は， 焼土化した壁面が認められなかったが， 底面上に炭化物粒を多く含むことから木炭焼

成士坑と判断した。詳細な時期は不明であるが， 遺構の掘り込みがLIlの可能性が高いことや， 遺

構の特徴から古代と考えている。 （國 井）

7 号土坑 S K07（図17, 写真17)

本遺構は調査区南側の F 10 グリッドに位置する。遺構検出面は L Ilである。平面形は隅丸長方形

を呈し， 主軸方位はN40
°

Eを示す。規模は139 X 120cmを測り， 検出面からの深さは最大25cmであ

る。周壁は底面から急角度で立ち上がる。底面は平坦である。

堆積士は3層に分けられた。 ¢ lがLIlに近似するため， 本遺構はLIl面から掘り込まれたもの

と考えられる。底面直上には炭化物粒が， 壁際には焼土粒が認められた。

117 



第2編 石神遣跡

遺物は縄文土器片4点， 石器1点が出土したが， いずれも図示していない。

本遺構は， 焼土化した壁面が認められなかったが， 底面上に炭化物粒や壁際に焼土粒が認められ

ることから木炭焼成土坑と判断した。詳細な時期は不明であるが， 遺構の掘り込みがL IIの可能性

が高いことや， 遺構の特徴から古代と考えている。 （國 井）

8 号土坑 S K08（図17 · 26, 写真17 · 32) 

本遺構は， 調査区南側のFlOグリッドに位置する。遺構検出面はL IIである。遺構の北東側が撹

乱により壊されているため， 遺構の全体像は不明である。遺構の遺存状態から， 平面形は隅丸方形

と推測される。遺存規模は90X88cmを測り， 検出面の深さは最大30cmである。周壁は底面から急角

度で立ち上がる。底面は東側に向かってやや低くなるが平坦である。

堆積土は3層に分けられる。 R, 1 • 2がレンズ状の堆積を示すが， R, 3は炭化物を多星に含み水

平に堆積する。 R, 1 がLIIに近似するため， 本遺構はL II面から掘り込まれたものと考えられる。

遺物は縄文土器片l点， 石器1点が出土した。このうち縄文土器l点を図示した。図26- 4 は，

外面に結束羽状縄文が施され， 胎士には植物繊維が混和されている。

本遺構は， 焼土化した壁面や底面上に炭化物を多く含むことから木炭焼成土坑と判断した。詳細

な時期は不明であるが， 遺構の掘り込みがLIIの可能性が高いことや， 遺構の特徴から古代と考え

ている。 （國 井）

9 号土坑 S K09（図17, 写真17)

調査区南側平坦面のG 7 • 8グリッドに位置する。遺構検出面はLW上面である。すぐ南東側に

48号士坑が隣接し， lm南西には47号士坑がある。

平面形は不整長方形であり， 規模は117X80cmを測る。検出面からの深さは最大19cmである。南

側部分が大きく撹乱で壊されているが， 遺存部分から周壁は急角度で立ち上がり， 底面は平坦であっ

たと推測できる。東壁の一部が焼土化しており， 最大2cmの厚さで明赤褐色に変色している。

遺構内堆積土は3層に分けられ， レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積と判断した。遺物

は出士していない。

本遺構の所属時期については， 明確に判断できる遺物の出土はないが， 遺構の形態から古代と考

えている。 （今 野）

10号土坑 S KlO（図17, 写真17)

本遺構は， 調査区南側のE 7グリッドに位置する。遺構検出面はLW上面である。

平面形は長方形を呈し， 主軸方位はN40
°

Eを示す。規模は126X82cmを測り， 検出面の深さは

最大44cmである。周壁は底面から全体的に急角度で立ち上がる。底面は凹凸が認められるものの，

おおむね平坦である。

118 



第2章 第3節 土 坑

Y =95,918 

十X=l82,236

Y =95,920 
十 X= 182,236

Y =95,918 

十X=l82,235

A 
- — ― 

A
' 

6号土坑堆積土
1 黒色土7.5YR2/l（炭化物粒少甚，焼士粒微量）
2 思褐色士10YR3/2（炭化物粒少量，焼土粒微量）
3 褐色士10YR4/4（炭化物粒少曇，焼士粒微量）
4 暗褐色土10YR3/3（炭化物粒多蓋焼土粒少呈）

Y= 95,915 

X= l82,216 十

X= 182,215 十
Y= 95,915 

,
A-

LIi 
二ニニニニ―-LIIla

ー一ーニLIIIb

Y= 95,917 
X= 182,216 十

X= l82,215十
Y=95,917 

Y=95,917 
X= l82,213 十
7号土坑堆積土

1 黒褐色土10YR2/3 A A' 
（炭化物粒少量） 一76.70m

：旦忘：：量） Lこ:こ:-
十X= l82,241

Y=95,920 

十 X= 182,240

Y= 95,920 

8号土坑堆積土
1 黒褐色土lOYRZ/3

（炭化物粒 ・ 焼土粒微量） _!:.._ 77.IOm 
A' 

: :

髯喜

:;土L責□�::

ゞ

Y= 95,922 
十X= l82,241

十X=l82,215
Y=95,919 

叫

日
0
6.
8
L

叫
A AI 

78.90m 

ロニ□LW 
3 2 

撹
乱

ー／

T
3 

9号土坑堆積土
1 褐色砂質士10YR4/6 (LIV塊多呈，焼土塊 ・ 炭化物粒微量）
2 黒褐色砂質土10YR2/2 (LN塊 ・ 炭化物粒 ・焼士塊少星）
3 褐色砂質士10YR4/4（焼土粒 ・ 炭化物粒少量）

10号土坑堆積土
1 黒褐色砂質士10YR2/2 (LIV塊少忌炭化材微且）
2 黒色砂質±10YR2/l（炭化材少菌焼土粒微藍）
3 暗褐色砂質士10YR3/4

（炭化材多量， LIV塊少最，焼土粒微塁）
4 褐色砂質土10YR4/6（炭化材微盤）
5 黒色砂質士10YR2/l（炭化材多呈）

�1 

Y=95, 908 

X= 182,243 十

X= 182,24 2十 —
Y=95, 908 

十 X= 182,242
Y=95,909 

An
 

X= !82,244 十 —
Y=95,912 

日
09.
6
L
i
ー

ー_＜
 

X= l82,243 十
Y=95,912 

十X= 182;2.44
Y=95,914 

A —79.30m s 

LIV
2 ー二ニ,2

A
' 

11号土坑堆積土
1 褐色砂質土7.5YR4/4 (LIV塊 ・ 炭化物粒微量）
2 明褐色砂質土7.5YR5/6

焼士化範囲
゜ 1m 

(1/40) 

図17 6~11号土坑

119 



第2編 石神遣跡

堆積土は5謄に分けられ， R 1 ~ 4がレンズ状の堆積を示すが， ［ 5は炭化材を多屋に含み水平

に堆積する。 R 1がL IIに近似するため ， 本遺構はL II面から掘り込まれたものと考えられる。

遺物は縄文土器片4点が出土したが， いずれも細片のため図示していない。

本遺構は， 焼土化した壁面や底面上で炭化材を多量に検出したことから木炭焼成土坑と判断した。

詳細な時期は不明であるが， 遺構の掘り込みがL IIの可能性が高いことや， 遺構の特徴から古代と

考えている。 （國 井）

11号土坑 SKll（図17, 写真17)

調査区南側平坦面のF 7グリッドに位鷹する。 遺構検出面はLW上面である。 平面形は不整円形

であり， 規模は径7 9~86cmを測る。 検出面からの深さは最大16cmである。 周壁はほぼ垂直に立ち上

がり， 底面は平坦である。

遺構内堆積土は2層に分けられ， レンズ状の堆積吠況を示すことから自然堆積と判断した。 Q 1 

はL皿aに近似する。

遺物は， ［ 2から縄文士器片 1点， 石器 l 点が出土したが， いずれも図示していない。

本遺構の時期については， 明確に判断できる遺物の出土がないため不明である。 （今 野）

12号土坑 S K12（図18, 写真17)

本遺構は， 調査区南側のG 9グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。

平面形は楕円形を呈し， 規模は 94 X 74cmを測る。 検出面からの深さは最大12cmである。 周壁は底

面から緩やかに立ち上がる。 底面は南側に向かって低くなるがおおむね平坦である。 遺構内堆積土

は単層で， Lillbに相当する士が流入したものと判断した。

遺物は縄文土器片2点が出土しているが， 図示していない。 縄文土器は， いずれも胎土に微量の

植物繊維を含む縄文前期後葉のものである。

本遺構の時期は出土遺物や堆積土の特徴から縄文時代と考えておきたい。 （國 井）

13号土坑 S K13（図18, 写真18)

本遺構は， 調査区南側のE • F 8, E • F 9グリッドに位置する。 遺構検出面は， Lmb上面で

ある。 遺構の北には， 2号住居跡が隣接する。

平面形は不整楕円形を呈し， 規模は103 X94cmを測る。 検出面からの深さは最大19cmである。 周

壁は底面から緩やかに立ち上がり， 底面は凹凸が認められるがおおむね平坦である。 堆積土は3層

に細分し， レンズ状堆積を示すことから自然堆積と判断した。 遺物は出土していない。

本遺構は， 底面上に炭化材・炭化物粒が， 壁際に焼土が認められることから木炭焼成土坑と判断

した。 時期は不明であるが， 遺構の特徴から古代と考えている。 （國 井）
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14号土坑 S Kl4（図18, 写真18)

本遺構は調査区中央部北向き斜面の E 5 グリッドに位匿する。 遺構検出面は L皿aである。 周囲

に遺構はなく， 単独で存在している。 遺構の西壁は， 斜面下側に当たるため失われている。 遺存状

態から， 平面形は長楕円形と推測される。 規模は368Xl78cmを測り ， 検出面の深さは最大 17 cmで

ある。 周壁は底面からやや緩やかに立ち上がる。 底面は北西に向かって低くなるがおおむね平坦で

ある。

堆積土は3層に分けられ， f 1 • 2はレンズ状の堆積を示すことから自然堆積と判断した。 底面

直上のR, 3には10~20cmの炭化材や炭化物粒が多量に認められた。 遺物は出士していない。

本遺構は， 焼土化した壁面が認められず， 地山まで掘り込んで構築していないため， 木炭窯とは

判断しなかった。 底面上で炭化材を多く検出したことから木炭を仮置ぎしたものと考えている。 所

属時期は不明である。 （國 井）

15号土坑 S K15（図18, 写真18)

調査区南側平坦部のFlOグリッドに位置する。 遺構検出面はL皿bである。 7号土坑の下から確

認され， 重複関係は本遺構の方が古い。 平面形は楕円形を呈し， 規模は127X109cmを測る。 検出面

からの深さは最大60cmである。 周壁は急角度で立ち上がり ， 底面は多少の小凹凸があるものの平坦

である。

遺構内堆積土は3層に分けられ， レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積と判断した。 R, 1. 

2はLIIIa •  bに相当すると考えている。 遺物は出土していない。

本遺構は， 形吠から小型の貯蔵穴と考えられる。 時期は， 遺物が出士していないため不明である

が， 堆積土や遺構の特徴から縄文時代と考えている。 （國 井）

16号土坑 S K16（図18 · 25 • 26, 写真18 · 32) 

調査区南側平坦部の E 8 グリッドに位置する。 遺構検出面は LW上面である。 遺構の北側には

20 • 38号士坑， 東側には37号士坑が隣接する。 調査当初， 縄文士器の胴部下半が出士し， その周囲

に小型のプランが確認されたため， 埋甕と考えたが， 遺構や遺物の状態が悪いため土坑と判断して

調査した。

平面形は楕円形を呈する。 規模は48X38cmを測り ， 検出面の深さは最大14cmである。 周壁は北壁

を除いて緩やかに立ち上がり ， 断面形は播り鉢状を呈する。 堆積土は単層で， 黄褐色土塊を含む人

為堆積と判断した。 士器はほぼ正位の状態で出土した。

遺物は縄文土器片8点が出土し， このうち2点を図示した。 図25- 2は検出時に出土した胴部下

半の士器である。 外面は無文で肉面には炭化した付着物が認められる。 図 26 - 5 は単節縄文の原

体を横と斜めの2方向から施している。 本資料は， 28 号土坑から出土した図27- 3の土器と同一
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個体である。

本遺構は， 土器の出土状況や堆積土から埋甕の可能性も考えられる。 時期は出土遺物から縄文時

代後期後半と考えられる。 （國 井）

17号土坑 S K17（図19, 写真18)

調査区南側のH 9グリッドに位置する。 遺構検出面はL皿bである。 本遺構は， 竪穴状の遺構で

あるが， 炉や柱穴が認められないため土坑と判断した。 遺構は南向きの緩斜面に構築され， 斜面下

側に当たる南壁は認められない。 遺存状態から， 平面形は隅丸長方形と推測される。 遺存する規模

は331X 169cmを測り ， 検出面の深さは最大42cmである。 周壁は底面から急角度で立ち上がる。 底面

は凹凸が認められるものの， おおむね平坦である。 堆積土は4層に分けられ， レンズ状の堆積を示

すことから， 自然堆積と判断した。

遺物は縄文土器片5点が出土した。 いずれも， 縄文時代早期末葉のものである。

本遺構は， 大型の土坑である。 詳細な時期は不明であるが， 出土遺物から縄文時代早期末葉と考

えている。 （國 井）

18号土坑 S K18（図19, 写真18)

調査区北側平坦部のG8グリッドに位置する。 遺構検出面はL皿aである。 遺構西側には， 6号

土坑が隣接する。 平面形は長方形を呈し， 主軸方位はN71
°

Eを示す。 規模は133X96cmを測り ，

検出面の深さは最大31cmである。 周壁は底面から急角度で立ち上がる。 西壁を除く壁面には焼土化

範匪が認められ， その厚さは3 cmを測る。 底面は平坦である。

堆積士は3層に分けられ， レンズ状の堆積からおおむね自然堆積と判断した。 底面直上には多量

の炭化物粒が認められ， 壁際には焼土粒が認められる。

遺物は縄文士器片2点が出士したが， いずれも図示していない。

本遺構は， 焼土化した壁面や底面上に炭化物粒が認められることから木炭焼成土坑と判断した。

詳細な時期は不明であるが， 遺構の特徴から古代と考えている。

19号土坑 S K19（図19 · 26, 写真18)

（國 井）

調査区北側のH 9グリッドに位置する。 遺構検出面はLmbである。 遺構の北側には， 貯蔵穴と

考えられる26 • 28~30号土坑が近接する。

平面形は楕円形を呈し， 規模は121X 104cmを測る。 検出面からの深さは最大50cmである。 周壁は

北側が内傾気味に立ち上がるが， それ以外は直立気味に立ち上がる。 底面はおおむね平坦である。

遺構内堆積土は 5層に細分し， レンズ状の堆積を示すことからおおむね目然堆積と判断した。

遺物は縄文士器片8点が出士している。 縄文士器は， いずれも縄文時代早期末葉から前期前葉の

ものである。 このうちl点を図示した。 図26- 6は内外面に条痕文が施されている。
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本遺構は， 形状から貯蔵穴と考えている。 所属時期は， 出土遺物から縄文時代早期末葉～前期前

葉と推定される。 （國 井）

20号土坑 S K20（図19, 写真18)

調査区南側平坦面のE 8グリッドに位置する。 遺構検出面はLN上面である。 東側に38号土坑が

隣接する。 平面形は楕円形であり， 規模は136X 113cmを測る。 検出面からの深さは最大30cmである。

周壁は急角度で立ち上がり， 底面は中心部に向かって少しずつ深みを増していく。

遺構内堆積土は 1層である。 褐色土塊・炭化物粒を多く含んだ土が単居で掘形を埋没させている

ことから， 人為堆積と判断した。 遺物は出士していない。

本遺構の時期は， 遺物の出土がないため不明である。

21号土坑 S K21（図19 • 26, 写真19 • 32) 

（今 野）

調査区北側平坦部のF 9グリッドに位匿する。 遺構検出面はLN上面である。 本遺構は試掘調査

で確認された土坑である。 そのため， 士坑の西側の一部が壊されていた。

平面形は長方形を呈し， 主軸方位はN68
°

Eを示す。 規模は170X87cmを測り， 検出面の深さは

最大20cmである。 周壁は底面から急角度で立ち上がり， 底面は平坦である。 堆積士は4層部分けら

れ， R 1 • 2 は周囲からの流入， R 4 は壁の崩落による自然堆積と考えられる。 R 3は， 水平に堆

積し， 炭化材が 多量認められる。

遺物は縄文土器片l点， 石器2点が出土し， このうち縄文土器を1点図 示した。 図26- 7は肉外

面の条痕文が施された土器である。

本遺構は， 焼士化した壁面が認められなかったが， 底面上に炭化材が認められることから木炭焼

成土坑と判断した。 詳細な時期は不明であるが， 遺構の特徴から古代と考えている。 （國 井）

22号土坑 S K22（図20, 写真19)

調査区北側平坦部のF 8グリッドに位置する。 遺構検出面はLN上面で検出した。 本遺構は6号

士坑下から確認され， 重複関係は本遺構の方が古い。

平面形は楕円形を呈し， 規模は90X78cmを測る。 検出面からの深さは最大25cmである。 周壁は底

面からやや急角度で立ち上がり， 底面は中央に向かって低くなる。 堆積士は単層で， 黒褐色士塊や

褐色土塊を多量に含むことから人為堆積と判断した。 堆積土に締まりは認められなかった。 遺物は

出土していない。

本遺構は， 小型の士坑で人為的に 埋め戻されていた。 時期は重複関係や堆積土に締まりがないこ

とから古代と考えている。 （國 井）
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23号土坑 S K23（図20, 写真19)

調査区南側平坦部のG7グリッドに位置する。調査区境の土唇断面から本遺構を確認した。この

ため， 遺構の西側半分は表土除去の際に壊してしまった。遺構の西側部分が失われているため全体

像は不明であるが， 今回調査した範囲から推測すると， 平面形は隅丸長方形である。遺存規模は ，

122 X 100cmを測る。検出面からの深さは最大22cmである。周壁は緩やかに立ち上がり， 底面は平坦

である。

遺構内堆積土は4層に分けられる。遺構断面の観察から， L II上面から掘り込まれていた遺構で

あることが分かった。全体的に壁際の崩落に起因するL II塊を多く含むことから， 自然堆積と判断

した。遺物は出土していない。

本遺構の時期については， 遺物の出土がないため不明であるが， 遺構の形態から古代と考えてい

る。性格については不明である。 （今 野）

24号土坑 S K24（図20 • 26, 写真19 • 32) 

調査区北側平坦部のF •G8グリッドに位置する。遺構検出面はLIIIbである。開口部の平面形

は楕円形を呈し， 規模は180X 150cmを測る。検出面からの深さは最大89cmである。また， 底面の平

面形は円形を呈する。周壁は， 底面から壁上部にかけて直立あるいはオーバーハングする。底面は

平坦でLV上面まで掘り込んでいる。

遺構内堆積土は6層に細分し， レンズ状の堆積を示すことからおおむね自然堆積と判断した。［

5 からは縄文時代早期末葉の土器や焼土がまとまって出土したことから， これらの土器や焼土等は

自然埋没する段階で一時的に投棄が行われたものと考えられる。

遺物は縄文土器片56点， 石器6点が出土している。そのうち， 縄文土器6点を図26- 8 ~ 13に

示した。8~ 10 は比較的細い単沈線で山形や矢羽状の文様が施され， 10では縦走縄文上に描かれ

ている。8の口縁端部には刺突が施されている。11~13は縄文地文のもので， 11 • 12には0段多条

の原体が使用され， 12では縦走縄文が施されている。 13 は単節斜縄文で， 肉面の口縁上部にも外

面と同一原体による縄文が施されている。これらの士器は， いずれも縄文時代早期末葉のものと考

えられる。

本遺構は， 形状から大型の貯蔵穴と考えている。本遺構の年代は， 出士遺物から縄文時代早期末

葉と推定される。 （國 井）

25号土坑 S K25（図20, 写真19)

調査区北側平坦部のG9グリッドに位置する。遺構検出面はLN上面である。遺構の北側は， 調

査の段階で掘りすぎにより壊してしまった。

平面形は楕円形を呈し， 規模は132X 117cmを測る。検出面からの深さは最大34cmである。周壁は，
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図20 22~25 · 27号土坑
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南壁が緩やかであるが， それ以外は急角度で立ち上がる。底面はおおむね平坦である。

遺構附堆積土は単層で， 褐色土塊を不均ーに含むことから人為堆積と判断した。遺物は出土して

いない。

本遺構の時期は ， 出土遺物がないため不明である。

26号土坑 S K26（図21 · 26 · 27, 写真19 · 32 · 34) 

（國 井）

調査区南側平坦部のG9グリッドに位置する。遺構検出面はLN上面である。遺構の南側は ， 調

査時に掘りすぎてしまった。遺存状態から平面形は円形と推測され， 規模は直径150cmを測る。検

出面からの深さは最大77cmである。周壁は ， 北側でオ ー バ ー ハングするが， それ以外は直立気味に

立ち上がる。底面は平坦である。遺構内堆積土は 5 層に細分し， レンズ状の堆積を示すことから自

然堆積と判断した。

遺物は ， 胎土に植物繊維を混和した縄文土器片74点， 石器17点が出土している。石器はすべて剥

片である。このうち， 縄文土器4点， 石器l点を図26-14~16, 図27-11に示した。

図26-14 • 15は内外面に条痕文が施されている。15は波状口縁の破片で， 波頂部下には刻み状の

刺突が施され， 縦方向の隆帯が取り付いている。16は単節の斜縄文が施されている。

図27-11は石鏃である。基部の袂りが非常に洩く ， 側縁部にのみ簡単な調整が施されている。

本遺構は形状から小型の貯蔵穴と考えている。本遺構の年代は， 出土遺物から縄文時代早期末葉

と推定される。 （國 井）

27号土坑 S K27（図20 · 26 · 27, 写真19 · 32 · 34) 

調査区南側平坦部のF8グリッドに位置する。遺構検出面はLN上面である。本遺構は3号住居

跡 F8-P8と重複し， 3号遺跡より新し<, F8-P8よりは古い。開□部の平面形は長方形

を星し， 主軸方向はN42
°

Wである。規模は136X72cmを測り， 検出面からの深さは最大102cmであ

る。底面の平面形は長方形を呈し， 規模は120X44cmを測る。周壁は底面から直立気味に立ち上が

る。底面は平坦で， 中央部には直径13cm, 底面からの深さ15cmの小穴が認められる。堆積土は4層

に細分し， レンズ状の堆積を示す自然堆積と判断した。

遺物は縄文土器片6点， 石器6点が出土している。このうち縄文土器4点， 石器2点を図示した。

�26-17~20は縄文士器である。17 • 18は外面に斜縄文が施され， 口縁端部に刻み状の刺突が施

されている。19は縦走縄文上に単沈線で山形状の文様が描かれている。20は結束羽状縄文が施され

ている。

図27-9は石鏃である。基部の挟りが浅く ， 縦長の二等辺三角形を呈する。器面全体に調整剥離

が施されている。同図12は小型の打製石斧である。要面には調整がほとんど加えられていない。

本遺構は ， 落し穴状士坑である。時期は縄文時代前期初頭以降と考えられる。 （國 井）
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調査区南側平坦部のG•H9グリッドに位置する。遺構検出面はLW上面である。遺構北側が26

号土坑に掘り込まれているため， 本遺構の方が古い。北側には29• 30号土坑， 南側には19号土坑が

近接する。

平面形は円形を呈し， 規模は直径24cmを測る。検出面からの深さは最大74cmである。周壁は北壁

から東壁にかけてオ ー バ ー ハングしているが， 南壁から西壁にかけては直立気味に立ち上がる。底

面は平坦で， LV上部まで掘り込んでいる。

遺構内堆積士は 4 層に細分した。 レンズ状の堆積を示しているが， 堆積士内に LNに相当する黄

褐色土塊を含むことから， 人為的に埋め戻されたものと考えられる。

遺物は縄文土器片131点， 石器l点が出土している。縄文土器は内面に条痕が見られないものが

多く ， 外面には竹管凸面を使用した沈線文， 撚糸文や非結束朋状縄文が施されている。このうち，

縄文土器2点を図26-21•22に示した。21は内外面に条痕が施され， 口縁端部には刻み目が見られ

る。22は外面に縄文， 内面には条痕が施される。

本遺構は， 形状から大型の貯蔵穴と考えられる。本遺構の年代は， 出土遺物から縄文時代早期末

葉と推定される。 （國 井）

29号土坑 S K29（図21 · 27, 写真20 · 34) 

調査区南側平坦部のG9グリッドに位置する。遺構検出面はLlllbである。遺構の東側で30号土

坑を掘り込んでいるため， 本遺構の方が新しい。遺構内堆積土は5層に細分されている。 レンズ状

の堆積を示しているが， 褐色士塊・黄褐色士塊を含むことから， 自然堆積する段階で人為的な投棄

が行われたものと考えられる。

平面形は楕円形を呈し， 規模は90X80cmを測り， 検出面からの深さは最大70cmである。周壁は，

東壁で直立気味になる以外， オ ー バ ー ハングする。底面は平坦である。

遺物は縄文土器片2点， 石器 1 点が出土している。縄文土器は， いずれも外面に縄文， 内面に条

痕が施されている。図27-10に石器を示した。10は縦長の石鏃である。基部の挟りが浅く ， 器面全

体に調整剥離が施されている。

本遺構は形状から小型の貯蔵穴と考えている。本遺構の年代は， 出士遺物から縄文時代早期末葉

と推定される。 （國 井）

30号土坑 S K30（図21 • 26 • 27, 写真20 • 32 • 34) 

調査区北側平坦部のG9グリッドに位置する。遺構検出面は LN上面である。遺構の東側が26号

士坑， 西側が29号士坑に掘り込まれているため， 本遺構はこの両士坑よりも古い。

遺構内堆積土は4層に細分され， 褐色土塊や黄褐色土塊を多量に含むことから， 人為堆積と判断
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した。平面形は楕円形を呈し， 規模は16 8X 140cmを測る。検出面からの深さは最大61cmである。周

壁は， 北壁でオ ー バ ー ハングする以外， 直立気味に立ち上がる。底面は平坦である。

遺物は縄文土器片19点， 石器10点が出土している。石器はすべて剥片である。このうち， 縄文土

器4点石器 1点を図示した。図26-23~26は縄文土器である， 23は器壁が厚く ， 内外面に条痕が

施されている。24は器壁が薄く ， 外面に貝殻文が施されていることから， 縄文時代早期中葉の土器

と考えられる。25は縄文地文上に横と斜め方向の沈線が施されている。この土器は， 図25- 1と同

一個体と考えられる。26は平行沈線が施されている。図27-13は削器である。素材剥離の比較的直

線的な側縁部に刃部を形成している。

本遺構は形状から中型の貯蔵穴と考えている。本遺構の年代は， 出土遺物から縄文時代早期末葉

と推定される。 （國 井）

31号土坑 S K31（図21 · 25 • 26, 写真20 · 32) 

調査区北側平坦部のG9グリッドに位匿する。遺構検出面はL皿bである。遺構の南側には2号

住居跡が近接している。遺構内堆積土は6層に細分され， レンズ状の堆積を示すことから目然堆積

と判断した。

平面形は円形を呈し， 規模は直径150cmを測る。検出面からの深さは最大6 8cmである。周壁は，

北壁から西壁にかけてオ ー バ ー ハングする以外， 直立気味に立ち上がる。底面は凹凸が見られるが

おおむね平坦である。

遺物は縄文土器片 26 点， 石器l点が出土している。縄文土器は， いずれも胎土に植物繊維が混

和されている。このうち縄文土器3点を図25 - l ， 図 26 -27 • 28に示した。図 25 - 1は 4 7 号土

坑から出士した士器と接合したもので， 縄文地文上に斜め方向の沈線が施されている。 図26-27 • 

28は外面に縄文が施され， 28の縄文は縦方向に施される。

本遺構は形状から中型の貯蔵穴と考えている。本遺構の年代は， 出士遺物から縄文時代早期末葉

と推定される。 （國 井）

32号土坑 S K32（図22 · 26 • 27, 写真20 · 32) 

調査区南側平坦部のE 9グリッドに位置する土坑である。遺構検出面はL III bである。開□部の

平面形は隅丸長方形を星し， 主軸方向はNl8
°

Wである。規模は144X 9 4cmを測り， 検出面からの

深さは最大7 6cmである。底面の平面形は長方形を呈し， 規模は119X4 7 crnを測る。周壁は底面から

直立気味に立ち上がる。底面は平坦で， 小穴は認められなかった。堆積土は4層に細分し， レンズ

状の堆積を示す自然堆積と判断した。

遺物は縄文土器片3点， 石器2点が出土している。このうち縄文土器2点を図示した。図26-29

は外面に結束羽吠縄文が施され， 口縁端部には刺突が施されている。図27- 1は内外面に条痕が施

された波状□縁の破片である。外面には縦方向の隆帯が2本平行するように貼り付けられ， 隆帯の

131 



第2編 石神遣跡

下に短沈線が施されている。

本遺構は， 底面ビットをもたない落し穴状土坑である。 時期は縄文時代と考えられる。 （國 井）

33号土坑 S K33（図22, 写真20)

調査区北側平坦部のG9グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構内堆積土は4

層に細分され， レンズ状の堆積を示すことから自然堆積を判断した。

平面形は楕円形を呈し， 規模は162X 142cmを測る。 検出面からの深さは最大88cmである。 周壁は，

底面から直立気味に立ち上がるが， 上端部にかけては外側に傾く。 底面は平坦で， LV上面まで掘

り込んでいる。 遺物は出士していない。

本遺構は， 底面にヒ
°

ットが見られる中型の貯蔵穴と考えられる。 本遺構の時期は， 出土遺物がな

いため不明であるが， 遺構の特徴から縄文時代と考えられる。 （國 井）

34号土坑 S K34（図22 · 27, 写真20 · 32) 

調査区南側平坦部のE • F 9グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構の上部に

6号焼土遺構が認められ， 新旧関係は本遺構の方が古い。 遺構内堆積土は単唇で， 褐色土塊を不均

ーに含むことから埋め戻されたものと考えられる。

平面形は楕円形を呈し， 規模はllOX100cmを測る。 検出面からの深さは最大16cmである。 周壁は

底面から急角度で立ち上がる。 底面は平坦である。 底面の南西側には， 火を使用した痕跡が認めら

れ， その厚さは4 cmまで及ぶ。

遺物は縄文土器片3点が出土している。 このうち， 縄文土器l点を図27- 2に示した。 2は肉外

面に条痕が施された口縁部破片である。 外面には縦方向の隆帯が貼り付けられ， 隆帯上に刺突が施

されている。 口縁端部には刻み状の刺突が施されている。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 遺物や遺構の状況から縄文時代と考えている。 （國 井）

35号土坑 S K35（図22 · 27, 写真21 · 35) 

調査区南側平坦部のG8グリッドに位置する。 遺構検出面はLillbである。 本遺構からは， 大型

の平石が3枚重なった状態で確認された。 遺構の南東側は掘りすぎにより壊してしまった。

遺構内堆積士は単層で， 褐色士塊や褐色士粒を不均ーに含むことから埋め戻されたものと考えら

れる。 遺存状態から平面形は楕円形と推測され， 遺存する規模は134X80cmを測る。 検出面からの

深さは最大23cmである。 周壁は底面から急角度で立ち上がる。 底面は北に向かって低くなるが平坦

である。

平石は断面図に示したように， 埋め戻された土の上に3枚重なって出土した。 この平石を確認し

たところ ， 上の石は僅かに敲打痕が認められ（図27 -16) ， 真ん中の石は石皿（図27 -15) ， 下

の石には使用痕跡は認められなかった。 いずれも， 安定して置くことが可能なものであるため， 石
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第2編 石神遣跡

皿以外は台石として使用された可能性がある。

遺物は石製品2 点が出土している。 図27-15は石皿である。 石皿は周縁を打ち欠いて皿状に成形

されており， 表面にやや窪むような磨面が認められる。 同図16は表面の中央に敲打痕が認められる

ことから台石と考えられる。 表面は哀面に比べ， 滑らかである。

本遺構の詳細な時期は不明であるが ， 遺物や遺構の状況から縄文時代と考えている。 （國 井）

36号土坑 S K36 （図22, 写真21)

調査区北側東向き斜面のB2グリッドに位置する小型の土坑である。 遺構検出面はLW上面であ

る。 遺構内堆積土は2層に細分される。 R 2の黄褐色粘質士は上面が水平で硬く締りがあることか

ら， 構築時に10cm前後の厚さで貼ったものと考えられる。 R 1は遺構廃絶後に堆桔したもので ， 自

然あるいは人為的要因によるものか判断でぎなかった。

平面形は楕円形を呈し ， 規模は 84X 75cmを測る。 検出面からの深さは最大32cmである。 周壁は全

体的に急角度で立ち上がり， 底面はおおむね平坦である。

遺物は士師器片l 点が出士した。 時期は ， 周囲から確認されている平安時代の住居跡の時期に近

いものと考えている。 （國 井）

37号土坑 S K37（図23, 写真21)

調査区南側平坦面のE 8グリッドに位置する。 遺構検出面はLN上面である。 lm北に 38号土坑

がある。 遺構附堆積土は単層であり， £ 1はLIIIbに起因する土であることから， 自然堆積と判断

した。 平面形は隅丸長方形であり， 規模は100X90cmを測る。 検出面からの深さは最大32cmである。

遺構の南側部分が撹乱で壊されているが ， 遺存部分から周墜は急角度で立ち上がり， 底面は平坦で

あったと推測される。 遺物は出土しなかった。

本遺構の時期については ， 遺物の出士がなく明確ではないが ， 縄文時代の遺物包含暦であるLIII

bが遺構内に堆積していることから， 縄文時代と考えている。 （今 野）

38号土坑 S K38（図22 • 27, 写真21)

調査区南側平坦面のE 8グリッドに位置する。 遺構検出面はLN上面である。 西側に 20号土坑が

隣接し ， lm南には 37号士坑がある。 遺構内堆積士は単層である。 R 1はLIII bに起因する士であ

ることから， 自然堆積と判断した。 平面形は楕円形であり， 規模は16 2X 138cmを測る。 検出面から

の深さは最大32cmである。 周壁は急角度で立ち上がり， 底面は若干の凹凸があるもののおおむね平

坦である。

遺物は ， ［ lから縄文土器片12点が出土した。 縄文土器は ， 胎土に繊維を含まないものである。

このうち 1 点を図27- 3に示した。 3は ， 単節縄文の原体を横と斜め回転で施文したものである。

この土器は ， 16 号土坑から出土した図26 - 5と同一個体である。
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第2章 第3節 土 坑

本遺構の時期は， 出土遺物から縄文後期と考えている。 （今 野）

39号土坑 S K39（図23, 写真21)

調査北側東向き斜面のC 2グリッドに位箇する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構内堆積土は

単層で， 暗褐色土塊を多量に含むことから人為的に埋め戻されたものと考えている。

平面形は不整楕円形を呈し， 規模は131X 127 cmを測る。 検出面からの深さは最大100cmである。

周壁は全体的に急角度で立ち上がり ， 底面は若干の凹凸が見られるがおおむね平坦である。

遺物は 縄文土器片l点が出土した。 胎土に繊維を含まないものである。

本遺構は， 時期・性格ともに不明である。 （國 井）

40号土坑 S K40（図23, 写真21)

調査区北側東向き斜面の B 2 グリッドに位置する小型の土坑である。 遺構検出面はLW上面であ

る。 本遺構は斜面に構築され， 斜面下側にあたる南壁は失われていた。 遺構の北側には4号住居跡，

南側には36号士坑が近接する。 遺構佐堆積士は単層でL IIが流入したものと考えられる。

平面形は隅丸長方形を呈し， 規模は68X47cmを測る。 検出面からの深さは14cmである。 周壁は南

壁を除いて全体的に急角度で立ち上がり ， 底面はおおむね平坦である。

遺物は土師器12点が出土した。 土師器は全て筒形土器である。

本土坑の時期は， 堆積土にL IIが入ることから， 周囲で確認されている平安時代の住居跡の時期

に近いものと考えている。 （國 井）

41号土坑 S K41（図23, 写真21)

調査区中央北向き斜面の D 7 グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構の南西側

には13号焼士遺構が近接する。 遺構佐堆積士は2層に分けられ， 斜面上部からLillaが流入したも

のと考えられる。 平面形は楕円形を呈し， 規模は113X79cmを測る。 検出面からの深さは最大37cm

である。 周壁は全体的に急角度で立ち上がる。 底面は北壁が低くなるがおおむね平坦である。

時期は， 堆積士にLillaが入ることから， 縄文時代のものと考えている。 （國 井）

42号土坑 S K42（図23, 写真21)

調査区北側東向き斜面の D 2 グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構内堆積土

は単層で， 斜面上部からL IIが流入したものと考えられる。 平面形は隅丸方形を呈し， 規模は80X

78cmを測る。 検出面からの深さは最大18cmである。 周壁は全体的に急角度で立ち上がる。 底面は小

凹凸が見られるがおおむね平坦である。 遺物は出土していない。

時期は， 堆積士に L IIが入ることから， 周囲で確認されている平安時代の住居跡の時期に近いも

のと考えている。 （國 井）
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43号土坑 S K43（図23 · 25, 写真22 · 32) 

第2章 第3節 土 坑

調査区北側東向き斜面のD 1グリッドに位置する。遺構検出面はLIIIaである。遺構の北側には

11号焼土遺構が近接する。遺構内堆積土は単層で， L IIに相当する。この中にLW粒や焼土粒を含

むことから人為堆積と判断した。

平面形は正方形を呈し， 規模は一辺62cmを測る。検出面からの深さは14cmである。周壁は全体的

に急角度で立ち上がる。底面は小凹凸が見られるがおおむね平坦である。遺構の南側の底面付近か

ら土師器杯が伏せられた状態で出土した。

遺物は士師器片15点が出土した。このうちl点を図25- 3に示した。 3はロクロ成形の士師器高

台付杯である。高台が欠損し， 約9割が遺存する。杯部は底部が回転糸切り技法によるもので， 底

部周縁には高台を取り付けた痕跡が認められる。器形は体部が内湾気味に立ち上がり， 口縁端部が

外反する。肉面にはヘラミガキ後黒色処理が施されている。

本遺構の時期は， 出土遺物や遺構内にL IIが入ることから， 周囲で確認されている平安時代の住

居跡の時期に近いものと考えている。 （國 井）

44号土坑 S K44（図23, 写真22)

調査区北側斜面部のB 1グリッドに位置する。遺構検出面はLN上面である。 1~2m離れたと

ころに 5 号住居跡と45号土坑がある。

遺構内堆積土は2層に分けられる。斜面上部から流れ込んだような堆積状況を示すことから， 自

然堆積と判断した。斜面上に立地するため， 東側が大きく崩落しているが， 遺存部から平面形は隅

丸方形と推測される。遺存規模は187X93cmを測る。検出面からの深さは最大18cmである。周壁は

南壁以外が急角度で立ち上がり， 底面は平坦であったことが分かる。遺物は出土しなかった。

本遺構の時期については， 遺物の出士はないものの， 調査区北側では平安時代の遺構が検出され

ていることから， 本遺構も同時期のものと考えている。 （今 野）

45号土坑 S K45（図24, 写真22)

調査区北側斜面部のB 1グリッドに位匿する。遺構検出面はLW上面である。0.8m北東に44号

士坑がある。遺構内堆積士は2層に分けられ， レンズ状の堆積状況を示すことから自然堆積と判断

した。 R, 1 は， L IIに起因する土である。

斜面上に立地するため， 東側が崩落しているが， 遺存部から平面形は隅丸長方形と推測される。

遺存規模は67X48cmを測る。検出面からの深さは最大10cmである。遺存部から， 周壁は急角度で立

ち上がり， 底面は平坦であったことが分かる。

本遺構の時期については， 遺物の出士はないが， 調査区北側では古代の遺構が検出されているこ

とから， 本遺構も同時期のものと考えている。 （今 野）
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46号土坑 S K4 6（図24 • 27, 写真22)

第2章 第3節 土 坑

調査区北側斜面部のB 3グリッドに位置する。 遺構検出面はLIV上面である。

遺構内堆積士は2層に分けられる。 Q 2は焼土塊を多量に含む褐色粘質土で， 本遺構底面に貼ら

れたものである。 本遺構開口時にはQ 2上面が使用面になっていたと考えられるが， その範囲は底

面中央部にとどまっている。 Q 1は， L IIに起因する自然堆積士と判断した。 平面形は不整楕円形

であり， 規模は106X 64 cmを測る。 検出面からの深さは16cmである。 周壁は， 斜面下に向かって東

壁が崩落しているが， 本来は西壁のように急角度で立ち上がっていたものと考えられる。 開口時の

使用面であるQ 2上面はおおむね平坦であるが， 西側ほどQ 2の厚さが薄くなるため， 若干傾斜し

ている。 掘形の底面は平坦である。

遺物は， Q 1から土師器片14点， 須恵器片 1点， 羽口 1点が出土した。 このうち， 須恵器と羽口

を図示した。 図27- 6は須恵器甕で， 外面にタタキ日痕が認められる。 同図7は先端付近が残る羽

ロである。 先端付近には熱変化による変色が認められるが， 鉄滓の付着は認められない。 このよう

な特徴から， 本資料は鍛冶炉に使用されたものと者えられる。

本遺構は， 鍛冶炉に使用されたと考えられる羽口が出土することから， 鉄滓が出土した5号住居

跡と関連する可能性がある。 また， 周辺には鍛冶関連の遺構が存在するものと考えられる。 時期は，

出土遺物から平安時代と考えている。

47号土坑 S K47（図24 • 25 • 27, 写真22 • 32 • 34) 

（今 野）

調査区南側平坦部のF • G 8グリッドに位闘する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構の北東側

図25 土坑出士遺物(1)

1 (SK31 Q6, SK47 Ql) 
ロ径： （31.0)cm 
器高：〔28.3〕皿

O 5cm 

| l l l | | （l/4) 

炭化物範囲

3 (SK43 Ql) 
ロ径： 16.8 CIII 

器高：〔6.2〕 CIII

o 3cm 

I I l 1 (1/3) 
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第2編 石神遣跡

には48号土坑が近接する。 本遺構は長方形状の平石の下から大型の縄文土器片がつぶれた状態で出

土したため， その周辺も含めて検出したところ確認された。 土器は表面を上向きにして出土し， 土

器の上には平石が置かれていた。 この出土状況は， 本遺構が埋没した時期が判断できるため平面図

中に示した。

遺構内堆積土は4層に細分され， レンズ状の堆積を示すことから自然堆積と判断した。 平面形は

楕円形を呈し， 規模は158 X 146cmを測る。 検出面からの深さは最大42cmである。 周壁は底面から直

立気味に立ち上がり， 底面は平坦である。

遺物は£ lから縄文土器片213点， 石器 5点が出土した。 このうち， 縄文土器l点， 石器l点を

図示した。 図25- 1 は縦走縄文上に竹管凸面を使用した文様が描かれ， 口縁部文様帯と地文の胴部

に分けられる。 文様は横沈線の間に菱形文や山形文が施されている。 口縁端部には地文と同一の縄

文が施されている。 この土器は31号土坑から出土した土器と接合している。

図27-14は削器である。 素材剥片の比較的直線的な側縁部に刃部を形成している。

本遺構は， 形状から貯蔵穴と考えられる。 また， 遺構が埋没する過程で墓として再利用された可

能性が高い。 時期は， 縄文時代早期末葉の日向前B式期より古いと考えられる。 （國 井）

48号土坑 S K48（図24 · 27, 写真22 · 33) 

調査区南側平坦部のG 7 • 8グリッドに位置する。 遺構検出面はLW上面である。 遺構の西側に

は47号土坑が近接する。 遺構内堆積土は4層に細分され， レンズ状の堆積を示すことから目然堆積

と判断した。 平面形は楕可形を呈し， 規模は202 X 192cmを測る。 検出面からの深さは最大67cmであ

る。 周壁は底面から急角度で立ち上がり， 底面はおおむね平坦である。

遺物は¢ lから縄文士器片12点， 石器l点， 銭貨l枚が出士した。 銭貨については撹乱出士の可

能性がある。 このうち縄文土器2点， 銭貨を示した。 図27-4は内外面に条痕， 5は外面に縄文，

内面に条痕が施されている。 5の縄文には， 0段多条の原体が使用されている。 図27- 8は「永楽

通寅」で， 文字が鮮明に記されていることから本銭と考えられる。

本遺構は， 形吠から中型の貯蔵穴と考えられる。 時期は， 出土遺物から縄文時代早期末葉と考え

られる。 （國 井）

第4節 焼 土 遺 構

今回の調査で焼土遺構は13基検出された。 焼土遺構は検出当初， 住居跡の炉跡の可能性もあると

考えて調査を行ったが， 周囲から柱穴が確認されなかったものである。 これらは， 調査区北側斜面

で 1 基認められた以外は， 南側平坦部から確認されている。
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第2章 第4節 焼土遣構

1 号焼土遺構 S GOl（図28, 写真23)

調査区南側平坦部のG8グリッドに位置する。 遺構検出面はL皿bである。 遺構の南西側には9

号焼土遺構が近接する。 焼土化範囲は不整楕円形を呈し ， 135X92cmにわたって赤褐色に焼けてい

る。 その厚さは最大9 cmまで達する。 表面に焼き締まりは認められなかった。 その周囲には， 若干

であるが炭化物粒が認められる。 本遺構は焼土遺構の中で最も規模が大ぎいものである。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

2 号焼土遺構 S G02（図28, 写真23)

調査区南側平坦部の E 8 グリッドに位置する。 遺構検出面は L 皿aである。 遺構の南東側は撹乱

により壊されているため， 遺存状態は悪い。 遺構の東側には3号住居跡が近接する。 焼土化範囲は

遺存状態から楕円形と推測され， 32X 19cmにわたって暗赤褐色に焼けている。 その厚さは最大7cm 

まで達する。 表面には焼き締まりがわずかに認められた。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

3 号焼土遺構 S G03（図28, 写真23)

調査区南側平坦部のE 7グリッドに位置する。 遺構検出面はLIIIbである。 遺構の西側には 1号

住居跡が近接する。 焼土化範囲は不整楕円形を呈し ， 80X40cmにわたって赤褐色に焼けている。 そ

の厚さは最大10cmまで達する。 表面に焼き締まりは認められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出居位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

4 号焼土遺構 S G04（図28, 写真23)

調査区南側平坦部のF 7グリッドに位麗する。 遺構検出面はLIII bである。 焼士化範囲は楕円形

を呈し ， 44X34cmにわたって赤褐色に焼けている。 その厚さは3 cmを測る。 表面には焼き締まりは

認められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

5 号焼土遺構 S G05（図28, 写真23)

調査区南側平坦部のF 8グリッドに位置する。 遺構検出面はL皿bである。 焼土化範囲は楕円形

を呈し ， 102X64cmにわたって赤褐色に焼けている。 その厚さは最大9 cmまで達する。 表面に焼き

締まりは認められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出唇位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）
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6 号焼土遺構 S G06（図28, 写真23)

調査区南側平坦部の E 9 グリッドに位置する。 遺構検出面は L皿aである。 本遺構の下から34号

土坑が確認されたため， 新旧関係は本遺構の方が新しい。 遺構の南東側は撹乱により壊されている。

焼土化範囲は楕円形を呈し， 51X34cmにわたって赤褐色に焼けている。 その厚さは2 cmを測る。 表

面に焼ぎ締まりは見られなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

7 号焼土遺構 S G07（図28, 写真23)

調査区南側平坦部のG7グリッドに位置する。 遺構検出面はL皿bである。 遺構の南西側には48

号土坑， 南側には8号焼土遺構が近接する。 焼土化範囲は楕可形を呈し， 48 X 37cmにわたって明赤

褐色に焼けている。 その厚さは4 cmを測る。 表面に焼き締まりは認められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

8 号焼土遺構 sG08 （図28, 写真23)

調査区南側平坦部のG8グリッドに位鷹する。 遺構検出面は Lmb である。 遺構の北側は 7 号焼

土遺構南側には35号土坑が近接する。 焼土化範囲は円形を呈し， 直径52cmにわたって赤褐色に焼

けている。 その厚さは最大7cmまで達する。 表面に焼ぎ締まりは認められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

9 号焼土遺構 S G09（図28, 写真24)

調査区南側平坦部の G 8 • 9 グリッドに位置する。 遺構検出面は Lmb である。 遺構の北東側に

は 1 号焼士遺構が近接する。 焼士化範匪は円形を旱し， 直径55cmにわたって赤褐色に焼けている。

その厚さは最大8cmまで達する。 表面に焼き締まりは認められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

10号焼土遺構 S GlO（図7, 写真24)

調査区南側平坦部の F 8 グリッドに位鷹する。 遺構検出面は Lmb である。 遺構の北側では， F

8 - P 6に掘り込まれているため， 新1日関係は本遺構の方が古い。 遺構の西側には3号住居跡が近

接する。 焼土化範囲は楕円形を呈し， 71X4lcmにわたって赤褐色に焼けている。 その厚さは 5 cmを

測る。 表面に焼き締まりは認められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出唇位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）
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11号焼土遺構 SGll（図28, 写真24)

調査区北側東向き斜面のD 1グリッドに位置する。遺構検出面はLIIIaである。焼土化範囲は円

形を呈し， 直径55cmにわたって暗赤褐色に焼けている。 その厚さは2 cmを測る。表面に焼き締まり

はなかった。詳細な時期は不明であるが， 検出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。（國 井）

12号焼土遺構 S G12（図28, 写真24)

調査区南側平坦部のH 8 • 9グリッドに位置する。遺構検出面はLWである。遺構の東側は撹乱

により壊されているため， 遺存状態は悪い。遺構の南西側には26 • 28 • 30号士坑が近接する。

焼土化範囲は遺存状態から楕円形と推測され， 35 X 15cmにわたって赤褐色に焼けている。 その厚

さは4 cmを測る。表面に焼ぎ締まりは認められなかった。本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検

出層位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

13号焼土遺構 S G13（図28, 写真24)

調査区南側平坦部のD7グリッドに位置する。遺構検出面は L 皿 b である。焼土化範囲は楕円形

を呈し， 35 X26cmにわたって赤褐色に焼けている。 その厚さは4 cmを測る。表面に焼き締まりは認

められなかった。

本遺構の詳細な時期は不明であるが， 検出暑位から縄文時代の屋外炉と考えている。 （國 井）

第5節 竪 穴 遺 構

今回の調査で竪穴遺構は3基検出された。いずれも調査区南側の平坦部で確認されている。これ

らは， 当初， 住居跡として調査を進めたが， 炉や柱穴等が確認されないため竪穴遺構として扱った。

1号竪穴遺構 S XOl 

遺 構（図29, 写真25 • 26) 

本遺構は調査区南側平坦部のE 9 • 10 , G 9 • 10グリッドに位置する。遺構検出面はL皿aであ

る。遺構は南側に向かって傾斜する緩斜面に構築され， このため斜面下側に当たる遺構の南壁は確

認されなかった。この位置からは 現在の南相馬市原町区の市街地や太平洋までも見渡すことがで

きる。

平面形は， 遺存状態から長方形と推測され， 主軸方向はN56
°

Eである。遺存規模は長軸726cm,

短軸298cmを測り， 検出面からの深さは 北壁側で42cmを測る。 壁の立ち上がりは， 北壁が急角度，

東壁と西墜が緩やかになる。また， 壁際には底面より一段低い溝が巡る。底面は小凹凸が認められ

るが平坦である。
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図30 1号竪穴遺構出士遺物

底面からは9基のピットが確認されたが， すべて本遺構に伴うものかは不明である。 ピット内堆

積土が本遺構内堆積土に近似することから， 本遺構に含めた。 これらのピットは， いずれも径19~

2 7cmの円形のもので， 深さは15~53cmを測る。 このうち， p 1は東側の上端部が焼土化していた。

この他， 北西側に見られる溝は， 堆積土が共通することから本遺構に付随するものと判断した。

溝の規模は， 長さ144cm, 幅38cmを測り， 深さは10cmである。

堆積土は3層である。 レンズ状の堆積を示すことから， 自然堆積と判断した。

遺 物（図30, 写真33)

遺物は， 縄文土器片4点， 石器2点， 鉄滓1点， 瓦 1点， 銭貨 1点が出士した。 このうち， 縄文

土器片4点， 瓦， 銭貨を図30に示した。 1~ 4は縄文土器片である。 1 • 3には斜縄文， 2には多

段になる結節回転文， 4には平行沈線文が施されている。 5は北宋銭「聖宋元賓」である。 銭貨の

外側が小さく， 穴が大きいことから模鋳銭と考えられる。 6は巴文軒丸瓦で， 三つの巴文の外側に

圏線， その外側には連珠が巡る。 14世紀前半のものと者えられる。 7はわずかに磨痕が認められる

河原石である。

まとめ

本遺構は， 緩斜面に構築された長方形を呈する大型の竪穴遺構である。 時期は， 出土した銭貨と

瓦から中世と考えている。 （國 井）

2 号竪穴遺構 S X02 

遺 構（図31, 写真27)

調査区南側平坦部のF 9 • 10グリッドに位置する。 遺構検出面はLIIIbである。 北東側で3号竪

穴遺構と重複し， 本遺構の方が新しい。 遺構は緩斜面に構築されるため， 斜面下側に当たる南壁は

確認されなかった。 また， 遺構の西側は試掘トレンチ， 南側は撹乱により壊されている。 このため

遺構の遺存状態は悪い。

平面形は遺存状態から長方形と推測され， 主軸方向はN67
°

Wである。 遺存規模は長軸370cm,

短軸2 86cmを測り， 検出面からの深さは北壁側で21cmを測る。 壁の立ち上がりは， 全体的に緩やか
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である。 底面は小凹凸が認められるが平坦である。

堆積土は2層で， 斜面上方からの流人による自然堆積と判断した。 12 1 はLIIIbに近似する。

遺 物（図31, 写真33)

遺物は， 縄文土器片3点， 石器1 点が出士した。 このうち， 縄文士器片3点を図31に示した。 ー

は内外面に条痕文が施され，

ている。

ま と め

2は条痕文上に刺突が施されている。

本遺構は緩斜面の構築された長方形の竪穴遺構である。 時期は，

文時代と考えている。

3は節の細かい斜縄文が施され

出士遺物や堆積士の特徴から縄

（國 井）

3号竪穴遺構 S X03 

遺 構（図32, 写真28)

本遺構は調査区南側平坦面のF 9グリッドに位置し，

遺構と重複し， 本遺構の方が古い。

LIIIb上面で検出した。 南西隅で2号竪穴

平面形は， N53
° 

Wに主軸を向ける楕円形である。 規模は， 長軸295cm, 短軸234cmを測る。 検出

面から床面までの深さは， 最大34cmを測る。 周壁は， 急傾斜で立ち上がる。 底面はLIVに形成され
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ており， 平坦である。 ピットは検出されなかった。

堆積土は3層である。 レンズ状の堆積を示すことから， 自然堆積と判断した。

遺 物（図32, 写真33 • 34) 

遺物は， P, 1 ・ 2から縄文士器片74点， 石器8点が出士した。 出士遺物のうち， 縄文土器8点，

石器3点を図32に示した。

1 ~ 8は縄文土器である。 1は器壁の薄い無文の土器である。 2~ 4 • 6は竹管凹面を使用した

平行沈線で文様が描かれ， 2の口縁端部や3 • 6には刺突が施されている。 4は半戟竹管をつぶし

たような工具により沈線を施している。 7は内外面に条痕文が施されている。 土器の時期は1が縄
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文時代早期中葉， それ以外は縄文時代早期末葉と考えられる。

9 ~11は石鏃である。9は基部が平らな平基鏃， 10は基部に挟りが見られる凹基鏃である。9は

表面全体に調整剥離が施されるが， 要面には側縁部に調整が見られる。10は器全体に調整剥離が施

され， 11では側縁部にのみ簡単な調整が施されている。

まとめ

本遺構は底面を平坦に整えた， 楕円形の竪穴遺構である。時期については， 出土遺物や遺構の形

態から縄文時代早期末葉と考えている。 （今 野）

第6節 その他の遺構

本節では， その他の遺構として柱列跡とビット群を併せて報告する。今回の調査では， 柱列跡は

l列， ピットは総計58甚が検出された。ビットは， 検出された位置から調査区の北側と南側に大き

く分かれているため ， それぞれに分けて述べる。ビット番号は， 確認したグリッドと番号を合わせ

て記した。

1号柱列跡 S AOl 

遺 構（図33, 写真29)

調査区南側平坦部のF•G7とF•G8に位置する柱列跡である。遺構検出面はLWである。柱

列跡はP 1 ~P 5の 5基のピットが直線的に並ぶものである。周辺には本遺構の深さに近いG7P

2 • 3が隣接する。p 3と9号土坑， p 4と 47号土坑が重複し， いずれも本遺構の方が新しい。

遺構内堆積士は， Pl·4·5が暗褐色砂質士， P 2 • 3が黒褐色砂質士からなる。柱痕は確認

できなかった。柱列跡は 5基の柱穴からなり， 長軸方向はN44
°

Eである。柱穴の平面形は正方形

もしくは長方形を星する。柱穴の規模は一辺16~ 28cmを測り， 検出面からの深さは60~84cmである。

柱列の端にあたるp 1 とp 5は他のピットに比べ浅く掘り込まれている。各柱間の距離は， P l -

p 2間が152 cm, P 2 - P 3間が118cm, P 3 - P 4間が95cm, P 4 - P 5間が95cmとなり， 東側に

向かって間隔が広がる。

造 物（図33, 写真33)

遺物はp 5から縄文士器片2点， 陶磁器片l点， 石器 1 点， 鉄製品l点が出士した。 このうち ，

陶磁器と鉄製品を図示した。図33- 1 は肥前染付皿で， 上部割れ口には鉛ガラス継ぎの痕跡が認め

られる。18世紀後半～19 世紀初頭のものと考えられる。同図2は棒状鉄製品の欠損品で， 先端部は

やや丸みを帯びている。火箸の可能性もある。

まとめ

本遺構は， 5個の柱穴からなる柱列跡である。遺構の年代は出士遺物から18世紀後半～19 世紀初

頭のものと考えている。 （國 井）
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北側グリッドピット（図2)

調査区北側の東側斜面， B 1 • 2グリッドにおいて8個のピットが検出された。 遺構検出面は，

いずれもLIV上面である。 この周辺には， 平安時代の4 • 5号住居跡や36 • 40 • 44 • 45号士坑が近

接する。 これらの堆積土は全て黒褐色土である。 柱痕は確認されていない。 ピットの平面形は円形

と長方形からなり， Bl-P4 • 5, B2-P3以外が円形である。 円形のものは直径12~20cmを

測り， 検出面からの深さは23~30cmを測る。 また， 長方形のものは一辺13~15cmを測る。 遺物は出

土していない。
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北側ピットは8撃と希薄であるか， 周囲で確認されている遺構は平安時代に限定される。 このた

め， 遺構の時期は平安時代と考えておきたい。

南側グリッドピット（図34, 写真30)

（國 井）

調査区南側平坦部のE8 ~ 10, F 8 ~ 10, G 7 • 8グリッドにおいて， 50個のピットが検出され

た。 遺構検出面は全てLIV上面である。 重複関係にあるものとして， E8-P6, F8-P7 • 8 • 

10 • 16は3号住居跡より新しい。 また， F8-P8は27号土坑より新しく， E 10-P 2は1号土坑
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より新しい。 周辺には， 東側に近世の1号柱列跡， 南側に巾世の1号竪穴遺構等が隣接する。

ピット内堆積土は， 褐色士 ・暗褐色土・黒褐色士からなり， その多く は賠褐色士 である。 E8 • 

9グリッドでは褐色土が やや多く， 黒褐色土のものはわずか に見られるだけである。 ピットの平面

形は， 円形や楕円形のものが 多く， F ·G8, E9グリッドでは長方形や正方形のものも見られる。

規模は， 円形や楕円形のものが径13~30cm, 長方形や正方形のものが16~24cmを測る。 検出面の深

さは10~98cmである。

特に， 調査区南側中央のE • F 8, E • F 9グリッドでは ピットが集中する。 このような 状況か

ら建物跡や柱列跡を想定した が， ピットを組ませることが できず， また堆積土の土質や色調からも

ピット配列を復元することは でき なかった。 しかし， ピットの深さからは， 30~40cm代のもの， 50

~60cm代のものにある程度ま とまり が みられた。 例えば， 30~40cm代のものでは， E9-P7, E 

9 -P 3 • 4の3基が 200 ~ 240 cmの間隔で直線に並ぶように見られる。 また， 50~60cm代のもの

では， F8 -P 4 • 6 • 7の3基も170 ~ 180 cmの間隔で直線に並ぶようである。 これらのピット

の主軸方向は， いず れ もN 54
° 

Eである。 この軸方向は， 調査区南端付近に位置する 1号竪穴遺

構の北壁軸方向にほぼ一致する。

遺 物（図35, 写真33)

遺物は， F8-P5から縄文土器 片1点， 石器 2点， F 9 -P 1から砥石1点， F9-P2から

かわらけ片1点， F9-P3から銭貨1点 が 出士した。 このうち， F9-P1 ~3から出士したか

わらけ・砥石・銭貨を図示した。

図35- 1 はかわらけである。 底部が欠損し， 体部下端から口縁部ま で遺存している。 皿状の器形

を呈し， 内外面にはロクロ目が認められる。 時期は14世紀煩のものと考えられる。 同図2 は 砥石で

ある。 四角柱状のもので3面に磨面が形成され， 1面のみ に細い線状の痕跡が何本も見られる。 同

図3 は 北宋銭の9祥符通賓」である。 文字が不鮮明に記されていることから模鋳銭と考えられる。

□-+-/ 
1 (F9-P2 い1)
ロ径： （13.0)cm 

器高：〔 2.1〕cm

o 3cm 
| i l' l l I 

3 (F9-P3 い1)
外径：2.4 cm 
重 さ：3.1 g 

o 2cm 
| l | （2/3) 

図35 グリッドピット出士遺物
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まとめ

南側ピットは， ビットが集中する地区から中世の遺物が出土した。 また， ヒ
°

ットの深さに統一性

が見られる。 年代を決める遺物は少ないが， 隣接する1号竪穴遺構や1号柱列跡， 周辺から出土し

た陶磁器等から中・近世と考えておぎたい。 （國 井）

第7節 遺構外出土遺物

遺構外出土遺物は， 縄文土器片4,0 46点， 土師器片69点， 須恵器片4点， かわらけ片7点， 陶磁

器片28点石器・石製品 2 2 5点鉄製品3点銭貨5 点鉄滓8点が出土している。 このうち ， 最

も出土量の多い縄文土器の出土分布については， 図3 6に示した。

土 器（図36~48, 写真30 · 36~40) 

土器の分類は， 縄文土器が各時期に分け， それ以外の土器については各時代で群別した。 群を細

分する類では， できる限り縄文士器の型式に対応させた。

1群土器 縄文時代早期の土器群である。 縄文土器の約7割が本群にあたり， その多くは早期後葉

～末葉のものである。

1 類 早期中葉の貝殻沈線文系土器を一括した。 出土量は少ない。 器壁が薄く， 沈線で文様が

描かれるものである。

図37- 1 ~12が相当する。 1は平行沈線の間に刺突文と貝殻腹縁文， 2は貝殻腹縁文のみ， 4は

貝殻腹縁文と円形刺突文が施されている。 3 • 5 は単沈線で描かれるもので， 5 では波状にも描か

れている。

2 類 早期後葉の貝殻条痕文土器で茅山下層式期の土器である。 沈綿で文様を描き， 口縁部や

文様帯を刺突列によって区画するものである。 この中には， 3類に含まれるものもあると思われる。

図37-13~ 2 2, 図38- 1 ~15 • 17 • 18, 図39, 図40- 1 ~13が相当する。

これらの土器は， 口縁部文様帯内を隆帯や沈綿で縦方向に区画している。 文様を描く沈線文のエ

具には， 竹管の凹面と凸面， 先がつぶれたものを使用した3種類が見られる。 竹管の凹面を使用し

たものには， 図37-13 • 18等がある。13では格子状の平行沈線が描かれ， その間に円形竹管が施さ

れている。 また， 図38-12は縦方向の沈線に区画された中を柊子状の平行沈線が施されている。 竹

管の凸面を使用したものには， 図37-15・図39- 1等があり， 単沈線が斜めや格子状に施される。

この他， 先がつぶれたエ具を使用したものは， 図39- 2 • 3等に見られ， 沈線が斜め方向に施され

ている。 沈線以外では， 図38- 1 • 6, 図40- 1のように刺突列で文様を描くものもみられる。 刺

突列で区画するものとしては， 図39- 2 0～図40- 9等のように稜上に施すもの， 図40-10~13のよ

うに平滑な器面に施すものが見られる。

3 類 早期後葉の縄文・条痕文土器で， 茅山上層式・北前式期の土器である。 2類土器に比べ，
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第2章 第7節 遺構外出土遺物

文様が簡素になるが， 破片資料が多いため2類との区別が困難である。ここでは， 本類に特徴的な

縄圧痕文の土器を示した。この段階からは地文に縄文が使用されるようになる。

医40-14~16が相当する。いずれも， 2段の縄圧痕が縦や横方向に施されている。

4 類 早期後葉の絡条体条痕文の土器である。常世2式土器である。図40-17のみが認められ

た。17は絡条体条痕上に横方向の絡条体圧痕文が施されている。

5 類 早期末葉の日向前B式の土器である。地文に縦走縄文を施し， その上に直線と弧綜の沈

線により文様が描かれるものである。図40-18~20が相当する。いずれも， 竹管凸面を使用した沈

線で施されている。19は， 横方向の沈線間に菱形文が施されている。

6 類 早期後葉～末葉の条痕文や縄文地文の士器で， 2類～5 類に該当する詞部・底部資料を

一括した。図38-16• 19, 図40-21～図42-llが相当する。

胴部資料には， 隆帯や稜が施されるもの， 条痕のみのもの， 条痕と縄文のもの， 縄文のみのもの

が認められる。隆帯が施されるものは図38-16• 19が該当し， 垂下する隆帯が取り付くものである。

このうち ， 同図19の隆帯上には刻みが認められる。稜が認められるものは， 図41- 1 • 10 • 18 • 

19である。器面に条痕文が施されるものは， 図40-21～図41-5 である。このうち ， 図40 - 21 ~ 

23は口縁部破片で， 21 • 23の 口縁端部には刺突が施され， 22の口縁は先細りになる。同図26は条

痕文の施文方向が一定しない。器面に縄文が施されるものは， 図41-6～図42-7である。図41-

8 ~ 11 は内面の口縁上部に外面と同様の縄文が施されている。このうち ， 8は波状口縁のもので，

9の口縁は大きく外反する。この他， 同図6• 7の外面には縄文以外に条痕文も認められる。同図

7 • 16 , 図42 - 1 は縦走縄文が施されている。図42 -7は撚糸地文の土器で， 口縁端部にも同様

の撚糸文が施されている。この他， 図41- 10•1 8•19 は内面に条痕が施され， 外面には稜が認め

られる。

図42-8 ~11は底部資料である。 9は上げ底状のもの， 10は外側に張り出すもの， 11は小型の底

部である。いずれも， 平底のため縄文時代早期後葉のものと考えられる。

II群土器 縄文前期の土器群である。縄文土器の約2割が本群にあたり， その多くは前期初頭と同

後葉のものからなる。

1 類 前期初頭の花積下層式に併行する士器である。図43-2 ~ 8が相当する。胎士に含まれ

る繊維の量は少ない。縄圧痕文と集合沈線や刺突文が施される。2は竹管凹面による平行沈線で矢

羽状の文様が描かれ， その下にある稜の上には円形刺突文が施されている。 3~5•7·8は 1 段

の縄圧痕が施され， 3では渦巻状に， それ以外では撚りの異なる原体を2本あわせて施されている。

集合沈線が施される6• 7は， 竹管凸面による斜め方向の短沈線によるものである。8は縄圧痕に

併用され， ル ー プ文が施される。

2 類 前期初頭～前葉の地文土器である。図43- 1 • 9～図44 - 38 が相当する。胎土に含ま

れる繊維の量は少ない。地文には羽状縄文と斜縄文， ｝レ ー プ文， 撚糸文が施され， 口縁部や文様帯

が刺突列によって区画されるものも見られる。地文に羽状縄文を施すものは， 図43- 1 • 10 ~ 18, 
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底径： （5.l)cm 

器高：〔2.3〕cm

10 (G7c LIila) 

図42 遺構外出士遺物(6)

図44 - 1 • 3 ~ 6 • 8 • 11  • 13 • 15 • 16 • 18 ~ 20 • 22 ~ 29 • 38である。 このうち， 器形の特

徴が見られるものとして， 図43 - 1は胴部径と口縁部径が同じもので， 頸部が搾まって口縁が弱

く外反するものである。 また， 同図10は口縁部が内湾するものも見られる。 口縁は同図1 • 10 • 

O 5cm 
| | 1 | | | （2/5) 

く1~10〉

O 5cm 
l::::::r:::===: (1/3) 

< l l> 

14のように平縁 のもの， 同図11 ~ 13 のように波状のものがある。 羽状縄文には結束羽状縄文と非

結束羽状縄文が見られるが， 図43 - 1 の縄文を観察すると， 結束羽状縄文と非結束羽状縄文が交

互に施されている。 これらの口縁端部あるいはその直下には， 図43 - 10 • 12  • 14 ~ 19, 図44 -

1 ~ 4のように刺突が施されるものが多い。 刺突列は， 図44 - 10 ~ 20 のように横方向の隆帯あ

るいは稜 の上に刺突が施されている。 また， 同図21 • 22 のように， 稜が無くても刺突が施される

ものも見られる。 この他， 図44 - 38は羽状縄文が施された底部である。 地文に斜縄文を施すもの

は， 図43 - 19 , 図44 - 2 • 7 • 9 • 10 • 17 • 21 • 30 ~ 33であるが， 土器が細片のため， 本

来羽状縄文だったものも含ま れているものと考えられる。 図44 - 10 • 32は0段多条の原体が使

用されている。 図43- 9は多段にル ー プ文を施すものである。 図44 - 34 ~ 37 は， 撚糸文で矢羽

状あるいは菱形状に施すものと考えられる。 図44-34~37については， 縄文時代前期前葉のものと

考えられる。

3 類 前期後葉の大木4式士器である。 図45 - 1 ~ 37, 図46 - 22 ~ 26 が相当する。 胎士

には微量の繊維を 含む。 本類に特徴的な粘土紐を貼り付けるものは全く確認できなかった。 本類に

は， 沈線文を特徴とするもの， 刺突文を主体に施すもの， 口縁部と桐部 の区画文様として結節回転

文を施すものが見られる。 このうち， 沈線文と結節回転文を施すものが主体となり， これらが併用

されることも多い。 また， 本類には図45 - 1 ~ 14 のように口縁無文帯となるものが多い。 沈線文
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第2章 第7節 遺構外出土遺物

を 特徴とするものは， 図 45 - 1 ~ 24 である。 器形の特徴がわかるものとして， 1 は口縁が 平縁と

なるもので ， 詞部が最大径となり口縁部に かけて肉湾する。 2は口縁が 大きく外反する波状口縁の

ものである。 沈線には竹管凹面による平行沈線と角状工具による単沈線のものが見られる。 平行沈

線で描くものには， 波状の1 • 6 • 19 • 20, 直線状の7~ 10 • 22 • 23, 弧状の11~13 がある。

このうち ， 6は波状の沈線で ロッキング手法によりコンパス文状に施文されたものである。 また，

7 • 9 • 10 • 23 は， 沈線を引く早さにアクセントを 加えて有節沈綜としたものである。 さらに ，

単沈線で描くものには， 波状の2 • 3 ， 弧状の16 • 18, 蛇行状の15 • 17 が見られる。 この他，

結節回転 文を施す25~ 37は， 口縁無文部や 縄文地文上に多段に施されている。 図 46 - 22 ~ 26 

は底部である。 いずれも， 胎士に 繊維が微量含まれるため， 本類に含めた。23 • 24 の底部には網

代痕が認められる。

4 類 前期後葉の浮島II式土器である。 図46-ll~18 が相当する。 出土量 も極めて少ない。

本類には， 沈線文・ 変形爪形文， 貝殻文等が見られる。11 • 13 • 14は変形爪形文が施され， 13 • 

14 には平行沈線文も見られる。12は絡条体状の圧痕文， 15は有節沈綜文が施されている。16~18は

貝殻文と擬似貝殻文のものである。16は単沈線で 貝殻文状に描いたもので ， 17 • 18は貝殻腹縁を立

てロッキング手法で施したものである。

5 類 前期後葉の諸磯式士器である。 閃46-19~21 が相当する。 出士量は極めて少ない。 全て

無文の土器で ， 器面は丁寧なミガキ調整が施されている。 このうち ， 19は焼成以前に穿孔された径

6 mmの穴が 2個確認されている。

6 類 前期後葉の縄文のみの土器である。 図45-38 • 39, 図46- 1 ~10が相当する。 図45-38

以外の胎土には繊維が微量含まれる。 これらの土器には， 横回転施文されたものが多いが ， 縦・斜

め方向の図45-38 や斜め方向の図46- 8が見られる。

Ill群土器 縄文時代中～晩期の土器である。 出土量は少ない。 図47が相当する。

1 類 中期前葉の大木7 b式士器である。 図47- 1 • 2 に 図示した。 1 は頸部破片で ， 沈線下

に交互刺突文が施されている。 2は口縁部の楕円文間に瘤状の貼付文が見られる。

2 類 後期前葉の土器である。 図47- 3 のみが相当する。 3は外面に 刺突列が多段に施される。

3 類 後期後葉の加曽利B式士器である。 数条の沈線が巡らされるもので 図47- 4 ~12 が相当

する。 沈線間には， 沈線以前に 縄文が施されており， 5 • 6には短沈線や垂下する蛇行沈線が施さ

れている。 また， 10 • 11 には沈線間に細かい刺突を斜めに施し， 6と同様な垂下する沈線が描かれ

ている。12は沈線間に刻み状の刺突が施され， 下に羽状縄文が施されている。

4 類 後期末葉の新地式土器である。 図 47-13~20が相当する。 沈線で 文様が描かれ， 瘤状の

貼付文が施されるものである。瘤状の貼付文は， 18 の文様の基点に ， 19 • 20 では屈曲部に施さ

れている。

5 類 晩期初頭の大洞B式士器である。 図 47 - 21 のみが相当する。 入組三叉文の鉢形士器で

ある。
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20 (D8a LIila) 
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21 (F9d LIila) 

5 (G9c LIIIa) 

10 (F5d LIIIa) 
杓
門
日
日
月

一�心C、9：母み｀ 16 (F9c LIIIb) 

25 (D5b Lillb') 
底径： 8.3 cm 
器而：〔2.9〕cm

o 5cm 
l::::::::I=:::r (2/5) 

く1 ~23〉

22 (G9c LIila) 

26 (D5b LIIIb') 
底径： 6.8 cm 
器蕎：〔1.9〕cm

o 5cm 
I I I I I I (1/3) 

〈24 ~ 26〉

図46 遺構外出士追物(10)

6 類 後期・晩期の祖製あるいは半粗製土器である。 図47-22~41が相当する。 22~24は櫛歯

文， 25 • 26は網日状撚糸文， 27~35は縄文か施され， 36~39は無文となる。 このうち， 縄文が施さ

れた32は撚りの異なる原体での羽状縄文， 33は施文方向を変えて羽状縄文としている。

この他， 無文の36は口縁上部の内面に窪みが見られることから3類に伴うものと考えられる。

IV群土器 平安時代の土器である。 士師器・須恵器からなり， 出土量は少ない。 図47-42, 図48-

1 ~ 4に図示した。

図48- 1 ~ 4はロクロ成形の土師器である。 1 • 2は杯である。 1は底部から体部が内湾気味に

立ち上がり， 口縁部が直線的に立ち上がる。 内面にはヘラミガキ後黒色処理が施されている。 底部

は回転糸切りにより切り離されている。 3は刷台付杯で， 高台から杯底部が遺存する。
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図47 遺構外出土遺物(11)
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図48 遺構外出土遺物(12)

19 (LI) 外径：2.4 cm 重さ：3.2 g 

胃置fim 鱈的吋グい咽f心ふぷj ヽ→遥磁
20 (G7b LI) 外径：2.4 cm 

重 さ： 1.4 g 

18 (G8c LI) 
ロ径：（30.8) cm 
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i:;:;:::c::==:: (1/3) 

く1-18>
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c:=::::r:::==l (2/3) 

く19 • 20) 

4は甕の底部である。 図47-42は須恵器甕で， 外面にタタキ目痕が認められる。

V群土器 中世の上器である。 図48- 5 ~ 11 • 13 • 16が相当する。 出土鼠は極端に少ない。 本群に

はかわらけと磁器がある。 5~10はかわらけである。 5は他に比べ小型で， 体部が内湾気味に立ち

上がり， 口縁で大きく外反する。 6 • 7 • 10は体部が直線的に， 9は体部が外反気味に立ち上がる。

9は内外面に黒色処理が施されている。 底部の切り離しは， 8 ~10が回転糸切り， 6 • 7が再調整

のため不明である。 6の底部には「XJ状の線刻が見られる。 11は陶磁， 13 • 16は輸入陶磁器であ

る。 11は15世紀後半～16世紀初頭の大窯第1~2期の瀬戸灰釉丸皿で， 内底面には菊花見込みが見

られ， 外面底部には輪トチンの痕跡が認められる。 13は16世紀末葉～17世紀初頭の染付椀で， 16は
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第2章 第7節 遺構外出土遺物

14または15世紀の龍泉窯の青磁椀と考えられる。

VI群土器 近世の陶磁器である。図48-12 • 14 • 15 • 17 • 18が相当する。出土量は極端に少ない。

12は18世紀の肥前染付皿である。14は17世紀後葉～18世紀前葉の肥前染付椀である。15 • 17 • 18 

は18世紀後半～19世紀初頭の相馬焼で， 15が壺， 17 • 18が鉢である。15は外面のナマコ釉の上に外

面上端から内面にかけて褐釉が施されている。18は外面の鉄釉の上に外面上端から内面にかけてナ

マコ釉が施されている。

石 器（図49～図52- 8, 写真30 · 41 ~43) 

石 鏃 図49- 1 ~11に示した。このほとんどが凹基無茎石鏃である。

1 ~ 8は挟りの浅い凹基の石鏃である。中には2のように 基部が平基に近いものも見られる。

1 • 4 • 5 は側縁が弧を描くもので， 側縁に簡単な調整を施しただけで主要剥離面が残るものであ

る。6は鏃身が長いもの， 8は大型のものである。 9は凸基有茎石鏃である。10は調整の状況から

未製品と考えられる。11は， 粗い調整が施され， 要面には主要剥離面が残る。

石 錐 図49-12 • 13に示した。12はつまみ状の基部を持つものである。13は棒状を呈し， 調整

剥離を両側から丁寧に施している。

石 匙 図49-14~16に示した。いずれもつまみ部をもつ縦型の石匙である。素材剥片の鋭利な

縁辺を利用して， 両側縁部に片側から細かい調整剥離が施されている。14は曲線的な側縁をもつも

のである。15 • 16 は小型のものである。

石 槍 図49-17 • 18に示した。いずれも欠損品で， 細身長身の柳葉形を呈する。両面全体に側

縁部から細かい連続した調整剥離を施している。断面形は凸レンズ状を呈する。

削 器 図49-20 • 21に示した。素材剥片の形状を利用したもので， 剥片の周縁の一部に連続す

る調整剥離を施して刃部を作り出している。

掻 器 翌49-19, 図50- 1 • 2 • 7に示した。いずれも器体を楕円形に整え， 周縁部に刃部を

作り出すものである。特に図50- 7 は表面に入念な調整が施され， 弧状になる底辺部を中心に刃部

が形成されている。

打製石斧 図50-3~6 • 8~12に示した。3~ 5 • 8 • 9 • 12は素材剥片の片側を中心に調整

を加えて刃部を作り出したものである。これらは， 甚部から刃部を意識して整えられており， 形状

は3が撥形， 4 • 9が木葉形， 5 • 8が短冊形， 12が分胴形を里する。10は大型のもので， 周縁部

に調整が加えられ， 表面の底辺部に細かい調整刹離が施されている。石鏃の可能性もある。6 • 11 

は， 要面に調整が施されているが， 刃部や形状が意識して作り出されていないことから未製品と考

えられる。

磨製石斧 図51- 1 ~ 3に示した。出土量は少ない。 1 は丁寧な研磨で整形されているが， 粗整

形時の敲打痕が残っている。2 • 3は形状が定角式のもので， 丁寧な研磨により光沢が見られる。

剥 片 図51- 4 • 5 に示した。いずれも側縁部に調整剥離が施されている。
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図51 遺構外出土造物(15)
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6 (D9b LIIIb) 
長さ： 40.4 cm 
幅： 35.7 cm 

厚さ： 11.5 cm 
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石質： 砂岩

図52 遺構外出土遺物(16)

8 (F8c Lillb) 
1 長さ： 27.0 cm 

幅： 23.5 cm 

厚さ： 8.9 cm 
重さ： 8.0 kg 

石質：石英斑岩

o 10cm 
b::o:::d:====::(1/6) 

〈6~8〉

磨石・凹石・敲石 図51- 6～図52- 4に示した。 図51- 6 ~14は磨石である。 このうち， 6~ 

8 • 11は円形もしくは楕円形の川原石を使用したもので， 器面の広い範囲に磨面が観察される。 ま

た， 図51- 9 • 10 • 12~14, 図52- 1 は側面に磨面が観察される。

図51-15•17は片面や両面の中央に浅い凹部が認められる。 図51-16, 図52- 2は， 器面の広い

範囲に磨面と中央に浅い凹部が認められる。

図52- 3 • 4は長楕円形の河原石を使用した敲石である。 3は側面や先端に敲打痕， 4は先端に

敲打痕， 側面に磨而が認められる。
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砥 石 図52- 5に示した。板状の自然礫の片面が使用されたものである。使用面の一部には長

さ14~30 cm, 幅0.2cmの溝が認められ， おそらく金属製品等が研がれたものと考えられる。

石 皿 図52- 6 ~ 8に示した。平らな自然礫を使用したもので， 表面中央には光沢が見られる

ほどの磨面が認められる。この部分はわずかであるが窪むようである。

銭 貨（図48-19 · 20, 写真40)

19は明銭 「宣徳通育」で， 文字が鮮明であることから本銭と考えられる。中央の穴は丸く加工さ

れている。20は「口豊通賓」で， 径が小さいことから模鋳銭と考えられる。

椀形滓（写真43)

本資料は1点のみ出土した。図化していないため， 写真のみ掲載した。椀形滓は， 長さ14cm, 幅

6 cmのもので， 重さは440gを測る。形状は周縁部が 丸みを持ち ， 表面の中央部が窪むため， 断面

形は皿状を呈する。肉眼観察では全体が錆に覆われているが ， 表面中央では赤黒色(10R2/1)を

呈し錆が少ない。この面は他面に比べ凹凸がある。この 他， 金属探知機でも反応が確認された。

（國 井）
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第3章 ま と め

今回の調査では， 遺跡西側の一部にあたる 3,3 00面の調査を行い， 縄文時代・平安時代・中世・

近世の複合遺跡であることが確認された。 遺構は住居跡6軒， 土坑48基， 焼土遺構13甚， 竪穴遺構

3基， 柱列跡l列 ピット58基が検出され， 遺物は縄文土器土師器須恵器かわらけ， 陶磁器

瓦石器・石製品鉄製品鉄滓， 銭貨が出土した。 本遺跡は， 縄文時代と平安時代が主体となる。

本章では， 各時代の遺構・遺物についての特徴を整理し， 今回の調査のまとめとする。

縄文時代 遺構は住居跡3軒(S I 01~03)， 士坑23基(S K02 • 12 • 15~17 • 19 • 24 ~3 5 • 3 7  • 

38 • 41 • 4 7 • 48)， 焼土遺構13基特殊遺構2基(S X02 • 03)が確認され， 遺物は早期～晩期ま

で出土している。 遺物は早期後葉～末葉， 前期初頭・後葉から多く出土しているが， 遺構は伴出遺

物が少ないため時期の判断ができなかったものが多い。 ここでは， 遺構・遺物が多く確認されたI • 

II群土器と縄文時代早期末葉と前期初頭の遺構について記す。

1群土器 早期中葉の 1類士器は， 貝殻沈線文士器で少量確認されている。 士器は器壁が薄く底部

が尖底となる。 この中には胎土に微星の繊維を含むものも確認され， その特徴から田戸上層式に比

定されるものと考えられる。 次に， 早期後葉の2類士器は貝殻条痕文士器である。 この中には6類

の一部も含まれている。 3類土器は， 区画内に刺突充填するもの， 縦位隆帯に竹管刺突を施すもの

等の前段階の特徴が残る茅山下層式に比定されるものである。 早期末葉では3~ 5 • 7類土器が相

当する。 3類土器は竹管の先をつぶしたもので施されたものが多く， 隆綜上に刻み状の刺突を施す

ものや， 竹管凹面で2本同時施文により描かれたものが少ないことから， 本類は北前式よりも茅山

上層式の特徴を示すものが多いようである。 4類士器は絡条体圧痕が施される士器で常世2式に比

定され， 主に県内でも西部から南西部で確認されることが多いため出土量は極めて少ない。 5類土

器は日向前B式に比定され， 文様には直線文の間に弧文を描くもの， 鋸歯状を描くものが見られ，

沈線にはすべて竹管凸面が使用されている。 7類土器には撚糸文の土器がわずかに見られた。 口縁

部に隆帯を施すものは確認されていない。

II群土器 前期初頭の 1 • 2類士器は， 比較的多く出士している。 1類士器は縄圧痕と集合沈線，

刺突文が施されるもので， 花積下層式に比定される。 2類土器は 1類土器に伴う地文土器で， 結束

羽状縄文を施すものが多く， 口縁部上端には刺突が見られる。 さらに， 横方向の隆帯や稜には連続

刺突文が施される。 このような土器は， 相馬市山田B遺跡からも確認されており， この時期の特徴

と考えられる。 3類土器は前期前葉の土器で， 出土量はきわめて少なく， 矢羽状の撚糸文が施され

るものが見られ， 大木2 b式頃のものと考えられる。 4類～7類士器は前期後葉の土器である。 大

木4式は， 胎土に微量の繊維を含むものが多く， 貼付文は見られないため， この時期で古い段階の

ものと考えられる。 5 • 6類時の浮島式・諸磯式は大木4式の出士量に比べて極めて少ない。
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遺構は， 丘陵南側の平坦部縁辺で確認され， このうち縄文時代早期末葉ではまとまりが見られる。

早期末葉は3号住居跡， 17• 24 • 26 • 28~31号土坑， 3号竪穴遺構が確認されている。 この時期の

遺構の特徴を見ると， 住居跡は平面形が長方形で壁際に柱が巡るものである。 やや大型の遺構とし

ては， 楕円形の竪穴遺構や隅丸長方形の土坑(S K17)が見られる。 また， 土坑はそのほとんどが

貯蔵穴で， 大小の使い分けがされていたようである。 特に17号土坑の北側では繰り返し作られてい

たことが確認されている。 前期初頭では， 1 • 2号住居跡， 19号土坑が確認されている。

以上のことから， 早期末葉と前期初頭には集落が営まれていたものと考えられる。 また， 今回確

認された以外の時期の集落も， 今後確認される可能性が高い。 なお， 調査区中央の北斜面に早期後

葉～前期後葉の土器・石器が多く分布することから， この時期に斜面は， 捨て場として機能してい

たものと考えている。

平安時代 遺構は住居跡3軒(S I 04~ 06)， 土坑7基(S K36 • 4 0  • 42~46)が確認されている。

これらの遺構は調査区北側の斜面にまとまって集落を形成している。 各遺構をみると， 住居跡は明

確な柱穴をもたず， カマドはすべて壊されていた。 また， 一般的な集落の住居跡に比べ， 床面やカ

マドが簡易的に作られている。 士坑は住居跡の周囲で確認されており， 特徴的なものとして36• 46 

号土坑のように底面に粘土が貼られたものも確認された。 さらに， 本遺跡で確認されている木炭焼

成士坑は， 堆積士にL IIが入るものが多いことからこの時期に伴うものと考えている。

遺物は土師器と須恵器からなり， 一般的な住居跡から出土する供膳具・煮炊具・貯蔵具が確認さ

れている。 土師器を観察すると， 杯は底部が回転糸切り無調整のものが多く， 5号住居跡では杯の

内面に黒色処理を行わないものもみられる。 また， 43号土坑からは高台付杯が出土している。 甕は

4号住居跡から非ロクロ成形のものが出土している。 これらの特徴から9世紀末葉と考えている。

この他， 5号住居跡からは鍛錬鍛冶滓， 46号士坑からは羽口が出士している。 さらに， 本集落から

南側に離れたF 1 0グリッドからは椀形滓が出土している。 本遺跡の北側約150mには， 古代の製鉄

関連遺跡である中山C遺跡がある。 このため ， 本遺跡は， 出士遺物から中山C遺跡との関連性がみ

られ， 9世紀末葉頃の製鉄に関連した小規模な集落跡と考えられる。

中・近世 遺構は竪穴遺構l基， 柱列跡l列が確認されている。 この他， 調査区南側で検出された

ピットは， 堆積士の特徴からその多くがこの時期に含まれるものと考えられる。

中世では竪穴遺構が確認され， 瓦や宋銭の模鋳銭が出土している。 また， この周辺からは竪穴遺

構の時期に近い14世紀の青磁が出士している。 このため ， 14世紀頃には， 周辺に瓦を使用した建物

を所有し， 青磁等を使用した有力者が存在したものと推測される。 この他， 銭貨は宋・明銭の 5枚

が出土したが， そのうちの3枚は模鋳銭だった。 本遺跡の南側に近接する土烏戸遺跡からも宋•明

銭の模鋳銭が多く出士しているため ， この時期に模鋳銭が多く流通していたものと考えられる。

近世では， 柱列跡が確認されている。 本遺構から出土した鉛ガラス継ぎされた染付皿や， その周

辺から出士した相馬焼は， いずれも18世紀後半から19世紀初頭のものである。 この時期のものは，

調査区の東端で確認されているため ， さらに東側の調査区外に広がる可能性が高い。 （國 井）
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